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第 1 章 序論 


 


1. 本研究の概要と構成 


本研究は、第 1 章の序論をはじめとして、第 2 章・第 3 章の調査分析から休憩の質を向上


させる SA環境評価指標を定義する。第 4章では環境評価指標を用いて、滞在時間（休憩時間）


を目的変数、各次元・カテゴリーの実施点数を説明変数とした滞在時間の予測式を作成する。


第 5 章では予測式の作成により滞在時間に影響する項目について行動観察調査により確認す


る。また 6章では環境評価指標を用い、全国 65施設で実施状況を調査し、現状確認と今後の


取り組むべき項目を抽出し、第 7 章の結論へつながる構成とする。図１は本研究の概要と構


成を図式化したものである。 


 


第 1 章 序論 


高速道路休憩施設（以下、SA)は過去から全国一律の設計基準により、車の給油、利用者の


生理現象の解消を優先とした量的な施設整備が行われてきた。近年、利用者の多様なニーズ


に対する各現場での CS向上の取り組みから、さらに質の高い休憩のための施設整備へのニー


ズが高まってきている。これらの社会的状況を踏まえ、施設整備から運営までを網羅した SA


全体の休憩の質を向上させるための整備基準となる環境評価指標を開発することの社会的意


義を明らかにする。 


さらに、SAの整備手法、環境の質及び他分野の環境評価指標のあり方に関する既往研究を


検討することにより、研究手法、分析手法の妥当性、有効性とともに、本研究の意義・位置


づけを明確にする。 


 


第 2 章 文献調査による環境評価項目の作成及び妥当性検証 


SA の休憩の質を向上させるための環境評価項目を作成するため、文献調査（学術的視点）


により、関連する学会論文から知見を抽出する。それらの項目が質的な環境指標として適切


であるかを判断するため、住環境指標として広く知られているWHOの基本指針と比較検証し、


WHO住環境基本指針を包括する内容であるかを確認する。また、ヨーロッパにおいて世界で唯


一SA に関する環境評価指標であるEUROTESTの項目との比較を行い、総合的に環境評価指標項


目（111項目）の妥当性を確認する。 


 


第 3 章 SA 環境評価指標の定義 


2 章の文献調査（学術的視点）に基づき作成し、項目の妥当性を確認した 111 項目を用い


て SA 施設の管理者及び利用者に必要度を評価するアンケート調査を実施する。これにより学


術的視点、管理者視点、利用者視点という 3 つの属性(以下、3 属性）の視点からの分析が
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可能となり、3属性の視点を分析により融合することにより、将来あるべき SA の姿を見据え


た休憩の質向上に資する環境評価指標を定義する。 


 


第 4 章 SA 環境評価指標を用いた滞在時間予測式の作成 


3 章で作成した環境評価指標を用いて、滞在時間（休憩時間）を目的変数、環境評価指標


を構成する 12 のカテゴリー実施点数を説明変数とした重回帰分析を行い、滞在時間の予測式


を作成する。重回帰分析の結果から、環境評価指標のうち滞在時間に影響するカテゴリーを


明らかにする。なお、本章では休日の小型車を対象として予測式を作成する。 


 


第 5 章 個別実態調査に基づく滞在時間予測式の妥当性検証（行動観察調査） 


4 章にて滞在時間の予測式を作成したものに関し、滞在時間（休憩時間）が長い施設にお


ける利用者の休憩行動を調査し、滞在時間の様態を明らかにするとともに予測式で滞在時間


が長くなる項目と実態調査の結果を確認する。 


 


第 6 章 SA 環境評価指標を用いた全国調査による現状と課題の抽出 


SA 環境評価指標を用いて機能、規模等のバランスを考慮し、日本を代表する 65 施設にお


いて指標項目についての実施状況を現地調査した。調査の結果と滞在時間の予測式からわか


る項目を考慮し、今後、SA環境評価指標において重点的に整備していく事項を明らかにする。 


 


第 7 章 結論 


サービスエリアにおける質的環境の向上に資する環境評価指標に関する調査、分析、検証


のまとめである。また、今後の取り組むべき項目、課題を整理する。 
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図１ 本研究の概要と構成 


 


2. 用語の定義 


ＮＥＸＣＯ 


2005 年 10月に日本道路公団が東・中・西日本高速道路株式会社（NEXCO）の 3会社に分割民


営化された。 


 


高速道路サービスエリア(ＳＡ) 


NEXCO の設計要領において休憩用建築施設とは、人と車が必要とするすべてのサービスを満


たすものをサービスエリア、人に対する最小限のサービスを満たすものをパーキングエリア


と位置付けられている。本研究の対象はサービスエリアのみではないが、休憩施設の総称と


してサービスエリア（ＳＡ）と呼ぶ。 


 


ＥＵＲＯ ＴＥＳＴ 


EURO TESTは欧州 18ヵ国、19の自動車クラブで構成する機関により作成される世界で唯一の


休憩施設の評価基準であり、1991 年から開始されている。EURO TEST では、利用者の視点か


第１章 第２章 第３章 第４章 第５章 第６章 第７章


序論
文献調査による環境評価項
目の作成及び妥当性検証


SA環境評価指標の定義
SA環境評価指標を用いた滞
在時間予測式の作成


個別実態調査に基づく滞在
時間予測式の妥当性検証
（行動観察調査）


SA環境評価指標を用いた全
国調査による現状と課題の
抽出


結論


【背景】
・機能重視のSAの現状
・利用者のSAへの要望多い
・少子高齢化社会の到来
・SAの質向上の指針が無い


【目的】
SAの休憩の質向上に資する
環境評価指標を開発する


【SAの質的環境評価指標】
・環境評価指標の定義
（ＰＥＡＰ）
・質的環境の定義
（ＱＯＬによる）


【本研究の位置づけ・意義】
・高速SA系研究の現状
・本研究の位置づけと意義


「休憩の質」に関する


環境評価指標の元とな


る111項目の作成


環境評価指標の元とな


る111項目の作成


文献調査


・論文からの知見抽出


・WHO環境指針確認


（環境の質を満たす）


環境評価111項
目を用いて管理


者、利用者に重


要度調査


（管理者視点）


（利用者視点）


「休憩の質」に関する


評価尺度となる


７次元１２カテゴリー１１１


項目で構成される


『SA環境評価指標』の作


成


3属性の融合


妥当性確認


全国６５箇所について


『SA環境評価指標』による


実施状況調査


・NEXCO交通データから


１６箇所の「滞在時間」


抽出


相関分析


・『SA環境評価指標』と


滞在時間の相関性を


確認


・滞在時間の予測式の


作成（影響する項目の


抽出）


SA環境評価指標の有効性の確認
SA環境評価指標の作成


・SA環境評価指標と滞在


時間の相関性


・滞在時間の予測式の作


成


・行動観察により休憩


の様態を解明


・予測式の妥当性の確


認


・「休憩の質」を向上させ


るSA環境評価指標


の作成及びその妥当性、


有効性が確認


・今後の課題


・3施設において休憩行


動を行動観察調査


・滞在時間に影響する行


動の確認


・滞在時間が延びる行動


様態の確認


滞在時間を用いた環境評価指標の検証


全体の流れ 現状の把握と取り組む


べき課題の抽出


現状と課題


・１６箇所について


『SA環境評価指標』によ


る実施状況調査
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ら使い易い道路にするために、休憩施設のみならず、トンネル安全設備など多種の調査が実


施されている。また、EURO TEST2012などの評価指標の名称であるとともに、EURO TESTを作


成する機関の名称でもある。本研究では評価指標名称を EURO TEST、機関名称を EURO TEST


作成機関と呼ぶ。 


 


休憩時間（＝滞在時間） 


駐車場にいる車両の車種別、休日平日別の平均駐車時間を全国の SAにて定期的（概ね 5年毎）


に調査している結果である。概ね混雑状況の年間上位 35番目交通量の相当日に調査をしてい


る。調査は駐車場の規模の算定等に用いるために駐車場に入場から退出までの時間を計測し


ており、計測方法は本線から駐車場に入る進入側で車両の時刻及びナンバーを記載し、退出


側でも同様の記載をすることでその差を駐車時間としている。 


 


交通量（台／日） 


NEXCO の本線交通量計測装置によるインターチェンジ区間の本線交通量（台数）であり、SA


の前後のインターチェンジ間のデータを用いる。 


 


35番目交通量 


ＮＥＸＣＯの設計要領では高速 SAの駐車場は、交通混雑が 1年の 9割相当をカバーできるも


のと定められており、365日の 9割の 330番目までをカバーするため、上位 35番目交通量の


日と定義される 


 


環境評価指標 


SAの質的環境を向上させるために、文献調査及び利用者・管理者アンケートをもとに作成し


た 7次元・12 カテゴリー・111小項目の構造化された指標のことを指す。 


 


環境評価指標 111点 


環境評価指標は 111小項目であるため、実施有無で採点した場合は 111点満点としている。 


 


環境評価指標 555点 


評価は環境評価指標の 111 事例の小項目をそれぞれ０：実施無し、実施の度合いにより 1 か


ら 5 点を採点した点数を元にする。質的な評価点であるため、実施度点（1～5）の定義につ


いては全 65 箇所の調査後に統一した評価基準であることを確認し、評価がばらつかないよう


全箇所 2グループで採点し確認している。 
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3. 研究背景・目的 


3-1. 研究背景 


（1）SAの変遷 


日本の高速道路は 1963 年の名神高速道路栗東～尼崎間の開通から 50 年を経た現在、延長


約 9,000 km、SA は 800 箇所以上に達している 1)。SA においては、名神高速道路の開通当時、


オーバーヒート、タイヤの損傷、燃料切れ等、連続高速走行に耐えられない車が続出したた


め、給油所や自動車修理所等の道路サービス施設の整備が急がれた 1)。名神高速道路大津 SA


の整備を皮切りに給油所、自動車修理所、トイレ、レストラン、無料休憩所といった施設を


段階的に増やし、SA は 50km 間隔で設置していった。その後、自動車自体の耐久性、燃費の


向上等により、SAは給油所、自動車修理所という自動車のメンテナンスだけでなく、長距離


運転の疲れを回復する人のための施設としての目的、利用者の要望が大きくなっていった。


さらに 2005年 10月日本道路公団が NEXCO3会社（東日本、中日本、西日本高速道路㈱）に分


割民営化されたことを契機に SAを各社の特色ある施設にするべく取り組みが行われている。 


（2）SAの質的環境整備の必要性 


民営化されて以降、SA は CS 向上を目指した取り組みによりトイレ、商業施設、駐車場を


含めた SA 全体の施設整備が進んでいる。しかし、SA においては公共交通施設であるために


技術的な基準が優先されることにより、環境の質的整備に比べて施設の量的整備が先行して


いる状況である。SA の設計要領 2)については、建築施設編においトイレのバリアフリー関係


基準は過去からの障碍者団体、利用者団体からの要望等を受けて利用しやすい施設となるた


めの詳細な基準が記載されているものもあるが、全体としては、設計要領は新規建設路線の


SA の駐車場、トイレ、商業施設、附属機械室等の配置及び施設規模の算定基準が主に記載さ


れている状況である。 


現状では各社の現場ごとに利用者の声などに基づいて独自の取り組みが行われている事例


もあるが、量的な整備の先にある質的な環境整備の手法が確立されていなく、会社としての


環境評価指標や環境整備の方針を持っていない。 


SA では統一した質的な環境評価の基準は無いが、NEXCO3社ともに、安心・安全・快適 3）4）


5）の高速道路空間を目標に整備を進めようとしており、中日本においては、「より快適、より


便利、より楽しいサービスエリア」6）といった SAにおいての取り組み目標を掲げている状況


である。 


他の公共交通施設においても限定的なものではあるが、質的な施設整備に関する評価への


取り組みは空港施設 7)8）のスタッフの空間環境評価を用いたものや、駅舎の階段の視覚的な評


価基準 9）などで見られることから、SAにおける休憩の質を高める方針は今後の環境整備にお


ける課題であると言える。さらに日本以外では、ヨーロッパにおいて世界で唯一 SAに関する


環境評価指標であるユーロテスト（以下、EURO TEST）が存在する。ヨーロッパでの SA の位
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置づけは運転の休憩場所としての意味合いが未だ強い点、異なる文化圏である点、全容は明


らかにされていないが EURO TEST はすべてが質に関する指標ではない点などを考慮すると、


すべてが当てはまるわけではないが、日本の SAにおける質についての環境評価指標作成の参


考になると考えられる。また、英国のＳＫＹＴＲＡＸ社が実施する国際空港評価 10）では空港


施設、人新体制、サービス等を 300以上の項目で評価し格付け（1～5星）認定している状況


である。 


これらの状況から、SAの将来有るべき姿は、量的整備に基づく施設における単なる運転の


合間の休憩場所としてだけではなく、質的環境を備えた施設において、家族、個人、団体、


ビジネスなどにおいて、またあらゆる世代や国籍の利用者にとって居心地の良い施設が求め


られるため、それらの施設整備の基準が必要とされているといえる。 


3-2. 本研究の目的 


本研究は、これまで機能的・量的整備が先行してきた SAにおいて、将来のあるべき姿を見


据えた質的環境の整備方針を明確にするために、施設整備から運営までを網羅した SA全体の


「休憩の質」を向上させる SA環境評価指標を開発することを目的とする。 


 


4. 質的環境評価指標の概要 


4-1. 環境評価指標の定義 


環境評価指標及び環境評価尺度を題目とした建築学会に掲載された論文は 2 編あり、村上


ら 11）は気温の影響を考慮した風環境の尺度を制定している。また、小澤ら 12）は高齢者や障


害者が一般住宅での居住環境での生活の影響を尺度として定義する研究において、保健性、


利便性、安全性、帰属性からなる尺度を作成し、それぞれの尺度には 3～6の因子により構成、


構造化されたものとなっている。建築学会梗概集においては赤木ら 13）が保育環境においての


質的環境評価尺度の開発の基礎研究を行っており、児童福祉施設において 8次元 33項目から


構成される PEAP日本版 14）の応用を検討している。 


PEAP は、アメリカで認知症高齢者のスペシャルケアユニットに関する研究が 1990 年以降


盛んになり、スペシャルケアユニットに関する環境評価尺度「Professional Environmental 


Assessment Protocol」(PEAP)が Weismanほかにより開発された。PEAPは建物のフロア計画、


ケアのプログラム計画、機能、運営上の規則にも焦点をあてたハード・ソフトの両面からの


施設環境評価であり、認知症の人の行動の安定や生活の質の向上をもたらすことを目標に評


価次元を設定している。次元は 8次元、34評価項目あり、目標到達について 5段階の得点化


が設定されている 15）。PEAPの概念図を図２に示す。 


本研究では SAにおける施設整備、運営方法を含めた全体を網羅する質的環境評価指標を作


成することが目的であるため、PEAP同様の手法により、SAの質的環境評価指標の意味・目標


としての新しい理念を次元、次元を達成するための手段としての小項目の具体事例を下位区
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分とする構造化された基準を環境評価指標として整備する。 


なお、指標とは「物事を判断したり評価したりするための目じるしとなるもの」であり 16)尺


度とは「物の寸法を正確に測定するのに用いる道具 16)であるため、本研究では評価の基準と


しての意味として指標を用いることとする。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


4-2. 質的環境の定義 


 質的環境を用語の整理を元に定義する。定義のためのフローを図３に示す。 


質的環境を定義するにあたり、以下の文言の解釈を整理する。 


・SA（休憩施設）とは 


休憩施設とは NEXCO設計要領休憩施設編 1)では、給油、生理現象解消（トイレ、食事）、疲労・


緊張をほぐす場を迅速且つ便利に与える施設として定義されている。 


・質とは 


質とは「そのものの良否・粗密・傾向などを決めることになる性質。実際の内容」である 16)。 


・環境とは 


環境とは「まわりを取り巻く周囲の状態や世界。人間あるいは生物を取り囲み、相互に関係


し合って直接・間接に影響を与える外界」である 16)。 


・SAにおける環境とは 


SA は高速道路走行途中に休憩する場所であるため、SA(休憩施設)の環境とは休憩施設の環境


であり、休憩施設を構成するすべての施設を指すものであり、「休憩の環境」といえる。 


・質的の解釈とは 
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医療の分野において「生活の質」が定義されている 17)。 


・生活の質（QOL）とは 


QOL（Quality of Life）と定義され、快適な生活を送るための条件を物理的な「量」の問題


としてみるばかりだけでなく、精神的な「質」の問題として捉えられるもの。質の高い生活


とは、ものの一定量の確保と共に、そのものの質の良さから得られる心の豊かさや満足感な


どのバランスの上に成立しているとされる 18）。 


・QOL の使われ方 


QOL は医療の分野で定義が明確にされているが、使われる分野によって異なる意味を帯びる


ことは明らかであり、たとえば都市計画分野では、QOL は緑地空間や他の施設の利用のしや


すさかもしれない。と説明されている 19）。 


・WHO 憲章における環境の質 


人間と住生活の環境との関連から、環境の質とは、WHO 憲章の「健康とは、消極的に病気で


ないとか、病弱でないというばかりではなく、積極的に身体的、精神的、社会的に良好な状


態であることを」を目標とすることが適切であるとされる 20）。 


・WHO の居住環境の理念 


WHOの「健康における 4つの標準（1961年）」をもとに「居住環境の 4つの理念」とは安全性、


保健性、利便性、快適性であると解釈される 20）。さらに、近年では地球環境問題の意識が向


上し、経済的な持続的発展や都市社会における人々のコミュニティーをも併せて考えていく


ことの重要性が指摘されている観点から、浅見 20）は WHO の 4 理念に「持続可能性


（Sustainability）」を加えた 5理念を掲げており、 WHOにおける住環境に対する基本指針[修


正版]を提唱している。 


以上の整理された用語から、質的環境を定義する。 


質的な環境の中で最も広く知られているもので「生活の質」があり、QOL（Quality of Life）


と定義され、快適な生活を送るための条件を物理的な「量」の問題としてみるばかりだけで


なく、精神的な「質」の問題として捉えられるもので、質の高い生活とは、ものの一定量の


確保と共に、そのものの質の良さから得られる心の豊かさや満足感などのバランスの上に成


立する豊かな環境とされている。 


QOL の概念を共有する WHO 憲章において、住生活の「環境の質」が「健康とは、消極的に病


気でないとか、病弱でないというばかりではなく、積極的に身体的、精神的、社会的に良好


な状態であること」といわれている。また、WHO は住環境について「健康」を軸に居住環境


を安全性・保健性・利便性・快適性として整理し、それを浅見 20)が「持続可能性」を加えた


5理念として定義した。 


ここで本研究の SAにおける環境の質を考えると、SAは給油、生理現象解消（トイレ、食事）、


疲労・緊張をほぐす場を迅速且つ便利に与える施設であるため、SAの環境は休憩の環境とい
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え、環境の質とは休憩の質に近いものといえる。ただし、WHO で定義された環境の質とは居


住環境であるため、SAにおける休憩は、トイレ、食事、休憩といった居住環境に近いがお同


じではない。 


よって、休憩の質的環境の理念としては、環境の質で定義された 5 理念（安全性・保健性・


利便性・快適性・持続可能性）を元に、SAにおける利用者、管理者の期待と欲求を整理した


ものでなくてならない。これらのことから、本研究では、WHO 基本指針を元に整理した質的


環境評価の小項目を利用者、管理者へのアンケート結果を踏まえた形で、SA環境評価指標と


して定義する方針としている。 


図３ 質的環境の定義フロー 


 


 


質的とは


生活の質（ＱＯＬの概念）とは


ものの一定量の確保と共に、そのものの質の良さから得られる心の豊か
さや満足感などのバランスの上に成立する豊かな生活環境


環境の質とは


「生活の質」と同様にＱＯＬの考えがベースとなり、人間と住生活
の環境との関連から、環境の質とは、ＷＨＯ憲章の「健康とは、消
極的に病気でないとか、病弱でないというばかりではなく、積極的
に身体的、精神的、社会的に良好な状態であることを」を目標とす


ることが適切であるとされる


居住環境の質とは


「ＱＯＬの概念であるものの一定量の確保と共に、そのものの質の
良さから得られる心の豊かさや満足感などのバランスからなる安全
性・保健性・利便性・快適性・持続可能性を理念（標準）とした


「健康的な住生活の環境」である。


居住環境の質の理念とは


ＷＨＯの「健康における4つの標準」をもとに「居住環境の4つの理
念」とは安全性、保健性、利便性、快適性であると解釈される。


さらに、近年では地球環境問題の意識が向上し、経済的な持続的発
展や都市社会における人々のコミュニティーをも併せて考えていく
ことの重要性が指摘されている観点から、浅見はWHOの4理念に


「持続可能性（Sustainability）」を加えた5理念を掲げており、WHO
における住環境に対する基本指針[修正版]を提唱している


SAの環境とは


SA（休憩施設）とは


休憩施設とはNEXCO設計要領休憩施設編1)では、給油、生理現象解消
（トイレ、食事）、疲労・緊張をほぐす場を迅速且つ便利に与える


施設として定義されている。


SAにおける休憩の質とは


ＱＯＬの概念であるものの一定量の確保と共に、そのものの質の良
さから得られる心の豊かさや満足感などのバランスからなるもので、


「健康的な休憩の環境」であると定義される。


SAにおける休憩の質の理念とは


SAにおける休憩の質を定義するための理念はSAにおける様々な休憩
の場面や取り組みを安全性・保健性・利便性・快適性・持続可能性
の5理念を元に、利用者のＱＯＬへの期待と要求を考慮して再整理さ


れるものである


※SAの休憩とはトイレ、食事、疲労回復であることから、利用者が
健康的な休憩を取るという意味では居住環境と同様の理念に整理


SAにおける質的環境を確保するための理念の具体化


SAにおける休憩の質を定義するために安全性・保健性・利便性・快
適性・持続可能性の5理念を元に、利用者のＱＯＬへの期待と要求を
考慮して再整理することが、言い換えるとWHO基本指針に沿った


111小項目を利用者、管理者への重要度アンケートを踏まえて再整理
しSAの質的環境評価指標を作成することになる。
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5. 本研究の位置づけ・意義 


5-1. SA に関する研究の現状 


SA を対象とした研究論文は日本建築学会（6編）、土木学会（2編）及び都市計画学会（15


編）、高速道路調査会（5編）において、数は少ないものの、本研究と関連の深い研究がいく


つかなされている。 


建築学会においては、本間ら 21）はバリアフリー新法後の SA トイレのバリアフリーについ


て障害者を被験者とした利用実態調査を行い、駐車場、一般トイレ、多目的トイレのバリア


フリー改善指針の提案を行っている。伊藤 22）は休憩施設のトイレのブースの利用の偏りを是


正するため、ブース選択行動に影響する平面形状などのお手洗いの空間的要因について検証


することを目的とし、各ブースに設置された扉の開閉を記録する観測装置を活用し、利用者


の利用状況を自動的かつ継続的に記録し、分析する手法を開発し、平面計画やトイレの入り


口からの見え方の違いによりトイレブースの利用率が異なることを報告した。また伊藤ら 23)


は同じくログセンサーやカメラ画像を用いて、トイレの待ちが発生した場合のストレス低減


につながるような空間構成の在り方を導き出すために、利用者の待ち行動の実態を把握し、


利用案内表示板により全ブースの利用状況が把握できる場所を提供し、その場所を利用者の


視線方向に配置することと、後から来た利用者に抜かされうる余分なスペースをなくすこと


で一定の安定的な待ち位置を提供できる指針を示している。鯵坂ら 24）は SA の図面調査、管


理者ヒアリング調査から多様な特性を有している SA を高齢者が歩行で利用するという視点


からの環境の分かりやすさにより 6つに分類することができることを示し、赤木、鯵坂ら 25）


26）は SA の駐車場と施設を総合的に捉え、高齢者が車を降りてから施設を利用し、再び自身の


車まで戻るまでの一連の流れの中での行動についてアイカメラを用いた経路探索行動調査を


行い、歩行動線、注視しているサイン等を明らかにしている。橋本ら 27)は SAにおける高速道


路外からのアクセスが可能になっている現状の調査から、地域開放による将来的な地域との


連携強化の可能性について示している。 


土木学会においては飯田 28)は障害者用施設整備の視点から既存資料の整理と現地調査で得


られたデータベースに基づき高速 SAを分類した上で現状評価を行っている。 


高速道路調査会が発刊している「高速道路と自動車」においては河村ら 29)が都市近郊の高


速 SA を対象とした研究を行っており、杉山ら 30)が都市近郊の高速 SA の長時間駐車の問題点


を駐車ますとの関係から指摘している。佐藤ら 31)は、高速 SAのトイレの適正規模を利用実態


に基づくシミュレーションから算定している。 


 いずれも SA を対象とした希少な研究であり、本研究の位置づけと意義を明確にする意味で


も有用な知見が示されているが、本研究との相違が認められる。 


本研究の目的は SA における将来あるべき姿を見据えた質的環境評価指標を開発すること


であり、SA全体の計画に携わるものである。よって、本研究はこれまでの研究報告とは異な
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るものであるといえる。 


5-2. 本研究の位置づけと意義 


既往研究では、SAに関するものでは、トイレのバリアフリー、高齢者のわかりやすさなど


があり、環境評価の基準・指標に関しては、駅のバリアフリーや空港スタッフによる施設全


体の環境評価を生かした施設整備基準などの取り組みが行われている。また日本国外では、


全てが質的項目ではないものの、ユーロテストが施設全体を利用者目線で評価している事例


や、英国のＳＫＹＴＲＡＸ社では空港施設全体の環境を評価する取り組み（評価機関）が行


われている。よって、SAにおいても他の公共交通機関と同様の利用者が想定されるため、こ


れまでの量的施設整備のみならず、将来を見据え、あらゆる属性の利用を想定した質的環境


を整えた施設整備が求められることが想定されるため、そのための指標が求められる。 


なお、WHOでは 1960年代に住環境の理念、環境の質について定義されていたが、日本にお


いて 1960年代は名神高速道路がはじめて開通した量的整備が始まった時代である。それから


40 年以上が経過した現在、PEAP、ユーロテストなどに遅れてはいるが、SAにおいての質的環


境の求められている状態は時代の流れの一つと言える。 
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第 2 章 文献調査による環境評価指標の作成及び妥当性検証 


 


1. 調査目的 


本章は、これまで SAにおいては公共交通施設であるために技術的な基準が優先されること


により、環境の質的整備に比べて施設の量的整備が先行している状況を受けて、将来を見据


えた新たな環境評価指標を整備するための項目を作成することを目的とする。 


本章では将来を見据えた指標を作成するために、新しい知見が記載されている文献調査を


基に環境評価指標を作成するとともに世界で唯一の SAの環境評価の基準である EURO TEST作


成機関へのヒアリング及び現地調査を通して妥当性の検証を行う。 


 


2. 調査概要 


日本国内での文献調査、EURO TEST 作成機関へのヒアリング調査、EURO TEST で高い評価を


受けている箇所の現地調査からなる 3つの調査を行う。 


2-1. 文献調査 


(1)調査対象 


調査対象文献は各研究分野を代表すると共に、交通機関の休憩施設を中心とした公共施設


に関する研究発表が確認される 5 つの学会（建築系：日本建築学会、土木系：土木学会、交


通系：高速道路調査会、都市系：都市計画学会、環境行動系：人間・環境学会）で過去 31年


間（1980 年 1 月～2010 年 12 月）に発表された審査付論文である。調査方法は、表題や本文


内に休憩施設、旅客施設、サービスエリアといったキーワードを含み、休憩施設についての


考察が加えられている研究を目視によって抽出する方法をとる。なお、本調査において各研


究分野を代表する学会を設定した理由は、研究分野の異なる学会の文献から知見を抽出する


ことで、その類型化された内容が学際的な性格を有するものとなるからである。また、目視


による文献の抽出・選定を行った理由は、データ・ベースからの機械的な文献検索のみでは、


本文の内容にまで踏み込んだ検索が不十分であり、詳細に論じられている本論にまで踏み込


まないうちにその文献を棄却し、重要な知見を見落とす可能性が高くなるからである。さら


に、1980 年 1 月以降の過去 31 年間に限定した理由は、それ以前に休憩施設を主な対象とし


た研究が極めて少ないこと、1984年に我国が高齢社会に突入したこと、1985年にアメリカの


建築家ロナルドメイスらがユニバーサルデザインを公式提唱していることなどから、高齢社


会における休憩施設の環境改善の指針となりうる項目を抽出するためには 1980 年以降とす


ることが妥当であると判断したためである。 


(2)調査時期 


 2011 年 7月から 2012年 6月の 1年間である。 


(3)調査方法 
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研究知見の抽出は、①結果・考察に挙げられている知見を 1 知見ごとに抽出する、②一文


の中から複数の意味解釈が可能な場合には複数の知見の抽出を認める、といった 2 段階の手


続きを採る。 


(4)分析方法 


はじめに選出された項目について断片的に得られた情報を統合していく KJ 法を応用した


手法を用いて、知見の類型化を行う。その手法は、①抽出された知見を等価に並べる、②類


似している内容の知見を「小項目」としてまとめる、③類似している内容の中項目を「因子」


としてまとめる、である。 


次に選出された項目が休憩の質を捉えた知見であることを確認するため、 QOL の考えに基


づく WHO基本指針との比較検証を行う。なお WHOでは、1961年に健康的な人間的基本生活要


求を満たす条件として「安全性（Safety）」「保健性（Health）」「利便性（Efficiency）」「快


適性（Comfort）」という 4 理念を掲げている。しかしながら、近年では地球環境問題の意識


が向上し、経済的な持続的発展や都市社会における人々のコミュニティーをも併せて考えて


いくことの重要性が指摘されている観点から、浅見泰司(東京大学空間情報科学研究センター


教授）は WHOの 4理念に「持続可能性（Sustainability）」を加えた 5理念を掲げており、 WHO


における住環境に対する基本指針[修正版]を提唱している。よって本報では、持続可能性を


加えた 5理念を WHO基本指針として比較検証の対象とする。 


2-2. EURO TEST 作成機関へのヒアリング調査 


SA に関する環境評価指標の妥当性を検証するため、現在、SAの評価手法として世界で唯一


の評価手法であり、国際的に高い評価を得ている EURO TESTへのヒアリング調査を行う。 


表１は公表されている EURO TESTにおける 9つの因子構成を示す。例えば 1.交通・駐車場に


ついては、通路の安全性、案内標識、駐車場区画など更に項目が細分化され、全体では 110


項目が存在することがヒアリングにより確認されている。しかし、詳細の項目について未公


表であるため、本報ではその基準の内容、考え方を確認するためにヒアリングを行う。 


なお EURO TEST はドイツ自動車連盟（ADAC）をプロジェクトリーダーとした、欧州 18 ヵ国、


19 の自動車クラブで構成する機関により作成されている。EURO TEST では、利用者の視点か


ら使い易い道路にするために、休憩施設のみならず、トンネル安全設備など多種の調査が実


施されている。 


(1)調査対象 


ヒアリング調査は、ADACの EURO TEST責任者に対して直接行う。責任者は EURO TEST作成


機関のプロジェクトリーダーである ADAC の代表として、1999 年に EURO TEST が開始されて


以来取りまとめを行っている最も精通した人物である。よって、彼の意見が EURO TEST 作成


機関を代表する回答と位置付けることができる。 
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表１ 公表されている EURO TEST の因子 


(2)調査時期 


2012 年 10月 4日である。 


(3)調査方法 


EURO TEST責任者として文献調査に基づいた環境評価項目の必要性について必要、不必要、


判断できない、及び各項目が EURO TEST と内容が合致しているか否かの合致性ついて直接説


明して項目を渡し、後日電子メールで各項目についての回答をもらう。 


(4)分析方法 


EURO TEST責任者の回答により、環境評価項目の必要性、合致性を確認する。また必要性、


合致性の組合せによるパターン別の分析により EURO TESTの考え方を把握する。 


2-3. EURO TEST 高評価箇所の現地調査 


(1)調査対象 


EURO TEST2012 年の調査結果に基づき，特に高い評価を得た国の中から、調査協力の得ら


れたオーストリア、ドイツの休憩施設を対象としている。オーストリアは、欧州全体の第一


位の評価である Wortherseeを含めて高評価の休憩施設を有している。またドイツについても


EURO TESTの中核組織である ADACを持つ国であり、オーストリア同様に高評価の休憩施設を


有している。 


図１は 2012年の調査結果を示し、各国別に評価が上位の休憩施設から順番に並べられている。 


 調査対象施設は、ドイツの Denkendorf、Irschenberg Sued、オーストリアの Worthersee、


Kammern、Ybbs、Deutsch-Wagram、Guntramsdorｆ、の合計 7施設である（調査行程順）。 


EURO TEST2012 


1. 交通・駐車場  2. 外部設備・アクセス 3. サービス  


4. 料理娯楽の提供  5. 売店・キオスク    6. 家族への気遣い  


7. 衛生設備        8. 衛生・実験室テスト 9. 価格 
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注）図は http://eurotestmobility.com/images/filelib/EuroTest-table%20of%20results%20MSAs%202012_EN_2863.pdf より一部修正を加えたものである。 


 


(2)調査時期 


2012 年 10月 3日から 2012年 10月 8日の 6日間である。 


(3)調査方法 


文献調査に基づいた環境評価項目の取り組みすべてについて、7 箇所で実施の有無の現地


確認、写真撮影を実施する。 


(4)分析方法 


EURO TEST 責任者が不必要又は判断できないと回答した項目について、ヒアリングでは必


 


図１ EURO TEST 2012の結果一覧 



http://eurotestmobility.com/images/filelib/EuroTest-table%20of%20results%20MSAs%202012_EN_2863.pdf
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要性が確認できないため現地での取り組みの有無、事例の調査により EURO TEST の考え方を


把握する。 


 


3. 調査結果と考察 


3-1. 文献調査結果 


関係する 5つの学会の審査付論文約 30,000編を目視により高速道路休憩施設に関する考察


を調査し、414編の文献から 1730知見を抽出した。 


3-1-1. 環境評価項目の選出、類型化 


 


図２は、抽出された 1730知見の 5年毎の年代別推移を示す。 


1991-1995年代までの知見数の増加はゆるやかであるが、1996-2000年代には 300知見を超


えるといった急激な増加傾向が見られる。それ以降は概ね 100 知見程度ずつ増加傾向にある


ことから、今後も継続的に増加傾向にあるものと推測される。 


抽出された 1730知見は、学際的な性格が色濃いため実務的側面からの適用性についての判


断を別途行う必要があるため以下の 2 つの判断基準を設け、より現実場面に即した知見の選


出を行う。その判断基準とは、①直接的に高速道路の休憩施設に適用可能な知見を抽出する、


②意味解釈を加えることで応用可能な知見を抽出する、である。 


その結果、最終的に選出された KJ法的手法で用いる分析対象知見は 111知見である。 


分析対象知見の 111 知見は KJ 法的手法により、37 項目にまとめられ、さらに 7 つの因子


に収束される。KJ法的手法は、類似する知見相互の関係性を読み解き、ボトムアップ式に関


係性を捉えていくものであるが、ここでは論述の便宜上、上位の概念である 7 つの因子を先


図２ 研究知見の 5 年毎の年代別推移 
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に挙げ、その下位概念にあたる 37項目を説明するために 111 知見を用いながらボトムダウン


式に説明を行う。 


表２（その 1・2）は、文献調査に基づく小項目（7 因子 37 項目 111 小項目）の一覧を示す。 


(1)安全・安心の確保 


本因子に関連する知見では、防犯カメラなどの設備的な機器を設置するといった事前の対


策や、施設環境の側面から素材や空間を工夫することで未然に危険を回避するといったこと


の重要性が指摘されている。 


例えば、①舗装の色彩や形状に変化をつけるなどにより領域を明確にすることで不安全な


場所に近づきにくい工夫がなされることや、②防犯上見守りにくい場所をなくすための見通


しが確保されること、③利用者のプライバシーに配慮した上で防犯カメラや非常警報装置が


適切な位置に設置されることなどは、「1-1. 防犯上の事前対策」といった項目に整理される。 


また、①舗装や標識、サインや看板などの表示に混乱が生じないよう全体的なコーディネ


ートがなされていることや、②暗がりによる転倒を防止するための良好な照明計画がなされ


ていること、③床面の材料は滑りにくい素材とし、雨水などの影響を配慮してマットを敷く


などの工夫がなされていることなどは、「1-2. ヒヤリ、ハッとする状況を防止するための良


好な整備」といった項目に整理される。 


さらに、①サービスエリア内で安全に歩行できるよう人と車の領域が明確に分離されてい


ることや、②駐車場や車路において運転者が自然に速度を落とせるような配慮が図られてい


ること、③人や車の移動に混乱が生じないようスムーズに誘導するための工夫がなされてい


ることなどは、「1-3. 人の移動と車の交通上、安全で適切な歩車共存や分離」といった項目


に整理される。 


(2)健康的な環境を保つための取り組み 


 本因子に関連する知見では、清潔で快適な環境を保つ措置としての公害防止への取り組み


や衛生面や美観上からの取り組みの重要性が指摘されている。 


例えば、①車や施設から出る騒音・振動を防止するために防音壁・遮音壁や植栽計画など


により対策がなされていることや、②サービスエリア周辺への光害の影響を考慮して照明設


備や太陽光発電パネルなどの反射材の配置を工夫していること、③清潔さを維持するため、


店舗やトイレなどから出る臭気の発生を未然に防ぐ措置がとられていることなどは「2-1. 近


隣環境に配慮した騒音・振動、光害などの公害防止への取り組み」といった項目に整理され


る。 


また、①トイレのブースや大・小便器、洗面台などの清掃がきちんと行われていることや、


②衛生面や美観上からゴミ箱の清潔な状態が維持されていること、③煙草のポイ捨てなどが


行われないよう適切な位置に分煙スペースが設置されていることなどは、「2-2. 衛生面や美


観を意識した取り組み」といった項目に整理される。 
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(3)利用しやすさに配慮した工夫 


本因子に関連する知見では、屋内外における休憩スペースの利用可能な工夫や設備機器の


操作上の使いやすさ、各種施設や交通情報へのアクセスしやすさなどの重要性が指摘されて


いる。 


例えば、①屋外で休憩できるテーブルやベンチなどに対して利用しやすい工夫がなされて


いることや、②屋外休憩スペースの利用について、高齢者や障害者への配慮がなされている


こと、③家族連れ利用における子供のための屋外遊び場などが設けられていることなどは、


「3-1. 園地などの屋外休憩スペースにおける公共的に利用可能な工夫」といった項目に整理


される。また、①店舗内のオープンスペースに対して有料・無料問わず、利用しやすい工夫


がなされていることや、②店舗内の休憩スペースの利用について、高齢者や障害者への配慮


がなされていること、③家族連れ利用における子供のための屋内プレイルームなどが設けら


れていることなどは、「3-2. 店舗内のオープンスペースにおける利用しやすい工夫」といっ


た項目に整理される。 


設備機器については、例えば、①トイレにおける洗面台や自動手洗い水栓、便器に付随す


るウォシュレットなどの一般的な設備やオストメイト対応設備などが使いやすいよう表示方


法や配置に工夫がなされていることなどが挙げられている。また、②手洗い水栓が自動化・


温水化が図られているとともに停電時などを配慮して手動水栓も併設されていることや、③


各種設備に関して故障時にも対応しやすいよう工夫がなされていることなども挙げられてお


り、これらは「3-3. 各種設備に関する操作上の使いやすさにつながる工夫」といった項目に


整理される。 


 各種施設や交通情報へのアクセスについては、例えば、①サービスエリア規模の大小によ


らず駐車場から園地や各種施設までの歩行距離が極端に長くならない（概ね 200ｍを超えな


い）よう計画されていることや、②駐車場から各種施設もしくは各種施設から駐車場への誘


導を容易にするために歩車道の舗装や建物のデザイン、サインなどに工夫がなされているこ


と、③給油の渋滞が生じても本線に影響が無いよう給油所は出口側に配置する配慮がなされ


ていることなどが挙げられており、これらは「3-4. 駐車場や各種施設へのアクセスを容易に


する工夫」といった項目に整理される。また、①交通情報が逐次提供されるよう大型モニタ・


スクリーンなどが設置されていることや、②個別に情報が入手できるよう無線 LAN などの環


境が構築されていること、③電子情報以外にも、交通情報や各種施設の情報、ならびに周辺


地域のイベント情報が入手しやすいよう掲示物や配布物などに工夫がなされていることなど


は、「3-5. 交通情報や各種施設についての情報を得られやすい工夫」といった項目に整理さ


れる。 


その他にも、①高齢者や車椅子利用者の移動が想定される動線においては凹凸が生じない


ようバリアフリー対応がなされていること、②ベビーカー利用による乳幼児を含む家族連れ
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や車椅子利用者を考慮して、傾斜路を設けないフラットな床面とすることや滑りにくい床面


素材を用いてタイヤが溝にはまらないよう配慮をするなどの工夫がなされていること、③高


齢者や障害者に対し、必要に応じて手助けを行うなどの配慮を行っている、または心掛けて


いることなどが挙げられており、これらは「3-6. 様々な利用者に対応しうる移動の円滑さを


支援するための人的又は空間的な工夫」といった項目に整理される。 


(4)快適な感覚の受けやすさ 


本因子に関連する知見では、快適さを維持するために精神的な嫌悪感を緩和することや五


感に働きかける演出方法などの重要性が指摘されている。例えば、①快適さを維持するため


にサービスエリア内の各種施設から生じる悪臭を卓越風が運ばないよう敷地内の配置を工夫


することで未然に防ぐ配慮がなされていることや、②快適に買物が行えるよう過度の混雑を


緩和するための工夫、商品購入のために長蛇の列ができないような配慮がなされていること、


③屋外休憩スペースにおいても雨や風をある程度防ぐことができ快適な環境が確保される工


夫がなされていることなどは、「4-1. 精神的な嫌悪感を緩和するための措置」といった項目


に整理される。 


また、①食欲や購買欲をそそるような食品・商品の陳列や匂いなどの効果的な演出がなさ


れていることや、②不快な音を取り除き、心地よい効果音や音楽などを流すような工夫がな


されていること、③レストランや軽食コーナーなどの食事は、利用者に満足されるよう、独


自の工夫や取り組みを行っていることなどは、「4-2. 視覚や聴覚などの五感に影響を及ぼす


効果的な演出」といった項目に整理される。 


①駐車場や園地、屋外休憩スペースでは、周辺環境の景観を見渡せるような工夫がなされ


ていることや、②トイレでは混雑時の行列や待ち合わせにも対応できるゆとりのある空間が


確保されていること、③店舗内では休憩や買物を快適に行うための開放的な空間となってい


ることなどが挙げられており、これらは「4-3. ゆとりのある開放的な空間」といった項目に


整理される。 


さらに、①自然光の取り入れ方や照明の当て方により清潔な雰囲気や暖かな雰囲気が創り


出されていることや、②肌触りの良い自然素材の椅子・テーブルやベンチ、遊具などが提供


されていること、③運転の疲れをリフレッシュするための自然豊かな環境が十分に取り込ま


れていることなどは、「4-4. 自然環境を取り込むことによるリフレッシュしやすい環境」と


いった項目に整理される。 


(5)環境の分かりやすさ 


 本因子に関連する知見では、環境を分かりやすくするために素材や空間の違いを明確にす


ることや見通しを確保すること、サインに頼らない配置計画やサインそのものの重要性など


が指摘されている。例えば、①銘柄やパッケージが似ている商品は区別しやすいようコーナ


ーやゾーンに分けて陳列するなどの工夫がなされていることや、②食券の券売機に類似する
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自動販売機との違いが明確になるよう素材の形状や色、配置などの仕方に工夫がなされてい


ること、③駐車場に戻る際に、止めた車の位置が分かりやすいよう歩行者のためのサインな


どが設置されていることなどは、「5-1. 類似した他の情報との違いが分かる明確な区分」と


いった項目に整理される。 


①利用者が通る通路や利用される設備の前に植木鉢などの障害物を設置しないなどの配慮


がなされていることや、②サービスエリアに慣れていない利用者にとっても、券売機や商品


などを見通せるよう陳列棚の高さや配置の工夫がなされていること、③インフォメーション


やコンシェルジュなどの案内所の位置から、店舗内が全体的に見渡せるようになっているこ


となどは、「5-2. 目的の場所や商品などが探しやすい見通しの確保」といった項目に整理さ


れる。 


また、①店舗の出入口から軽食コーナーやお土産コーナーなどの経路が選択されやすいよ


う主要通路の近くに商品を陳列するなどの工夫がなされていることや、②店舗内の各コーナ


ーの空間的な特徴が明確になるよう、陳列棚やワゴンなどの形状や色彩に変化をつけるとい


った工夫がなされていること、③店舗内に常設されている案内所以外にも、利用者への対応


を行う人員や仕組みなどが確保されていることなどは、「5-3. サイン計画に頼らなくても、


利用者が迷わない配置計画」といった項目に整理される。 


さらに、①駐車場内における歩行者用の分離帯や横断歩道などが明確に示されていること


や、②店舗内の主要通路と券売機や商品などに関連するサインや看板が分かりやすく示され


ていること、③駐車場や店舗の案内図が分かりやすいよう大きさや配置の仕方に工夫がなさ


れていることなどは、「5-4. 屋外の車道・歩道や屋内の主要通路などと、それらに関連する


サインとの関係」といった項目に整理される。 


一方、①サインの種類や色彩・形状、文字の大きさは NEXCO のマニュアルに沿い統一的に


標準化されたものが用いられていることや、②周辺環境や状況に応じて広告や看板などと紛


らわしいサインについては設置する位置や個数の調整・独自のサインを追加するなどの工夫


がなされていること、③外国人利用者にも配慮したサインの表示方法などに工夫がなされて


いることなどは、「5-5. サインそのものに対する見やすく、分かりやすい設置」といった項


目に整理される。 


(6)空間の計画・運営（設計段階と運営段階における違い） 


本因子に関連する知見では、利用者が滞在し休憩する時間の長短に応じた施設計画や管理


運営、多様な利用者のニーズや使われ方の変化に応じた工夫などの重要性が指摘されている。


例えば、①運転の途中で生じたトイレ休憩などの生理的欲求に対応するといった短時間での


利用が可能な歩行動線が確保されていることや、②トイレ休憩や気分転換といった休憩行為


から派生して飲食や買物に対応できるよう視線や動線の確保や利用の促進が図られているこ


と、③サービスエリアそのものを楽しむことができ、長い時間の滞在が可能となる魅力的な
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機能が付加されていることなどは、「6-1. 休憩時間の長短に対応可能な施設計画・管理運営」


といった項目に整理される。 


また、①歩行動線の距離を長くすることで商品に触れる機会を増やすとともに、高齢者や


障害者にとって必要とされるサービスに対しては距離が短くなるよう利用者の使われ方に応


じた計画がなされていることや、②利用者の待ち合わせスペースや洗面台など、利用者の気


持ちが和やかになるような配慮（花を飾るなど）を行っていること、③駐車場側やトイレ側


などのアクセス位置による利用者人数の多少に応じた物販・飲食コーナーなどのレイアウト


が検討されていることなどは、「6-2. 休憩スペースにおける利用者の使われ方の変化に応じ


た工夫」といった項目に整理される。 


同様に、①画一的にならないよう季節や流行の変化に応じた商品の陳列方法が計画されて


いることや、②回遊性を考慮したレイアウトなどにより、その時々の気分に応じて楽しみな


がら買物ができるよう工夫されていること、③繁忙期や日常の混雑時間帯においても利用者


が困らないよう陳列方法や品揃えが工夫されていることなどは、「6-3. 店舗施設に訪れる利


用者のニーズに応じた陳列方法や品揃えなどの工夫」といった項目に整理される。さらに、


①ベビーコーナーが分かりやすい位置に配置され、利用しやすい配慮がなされていることや、


②屋内に子供用の遊び場やプレイルームが設けられており、見守りやすい工夫がなされてい


ること、③屋外の休憩スペースには、テーブルやベンチ以外にも家族連れの利用者を考慮し


た子供用の遊び場などが設けられていることなどは、「6-4. 家族連れの利用者を考慮した子


供用のスペース」といった項目に整理される。 


その他に、①屋外の歩道や園地を散策する際に、階段やスロープを利用して高台などの上


部からサービスエリアを見渡せるような場所が設けられていることや、②階段やエレベータ


ー・エスカレーターなどがある場合にはその機能的な面のみならずそれらを利用して周辺の


開放的な雰囲気を味わえるような配慮がなされていること、③エレベーターなどによる垂直


移動がない空間においても天井の高い空間や吹き抜け空間などにより変化のある演出がなさ


れていることなどは、「6-5. 階段やエレベーター、エスカレーターなどによる移動を考慮し


た工夫」といった項目に整理される。 


(7)持続可能な環境の創出 


 本因子に関連する知見では、持続可能な環境の創出のための周辺環境との連携や、地域の


独自性の創出、設備等の維持管理、省エネルギーや自然環境の保全などの重要性が指摘され


ている。他の因子に比べて構成する項目が多い点が特徴として挙げられる。 


まず、①当該サービスエリアが地域の活性化にも寄与できるよう地域ブランドを取り入れ


た付加価値の高い商品やサービスの提供がなされていることや、②高速道路側からのみなら


ず周辺地域側からのアクセスも考慮した利用者用の駐車場が設けられていること、③サービ


スエリアの存在が周辺地域の住民にとっても誇りとなるよう地域団体などとの連携が図られ
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ていることなどは、「7-1. 周辺環境との連携、並びに地域ブランドを取り入れた独自の魅力


の創出」といった項目に整理される。 


①清掃などの維持管理面で支障となっているものがある、または使用していない設備（コ


ンセント、水栓、棚など）があることや、②従業員が清掃やメンテナンスを行う場所以外に


も用具の保管や休憩・打合せなどを行える場所が備えられていること、③清掃業務の効率化、


質の向上に向けて、組織での意見集約、打ち合わせなどが定期的に行われていることなどは、


「7-2. 施設のメンテナンスに関する意見収集やその反映に向けた取り組み」といった項目に


整理される。 


①店舗やトイレなどの照明器具の交換が容易になるよう電球の種類や個数、設置個所の工


夫がなされていることや、②換気設備はその換気効率のみならず清掃や故障時のメンテナン


スが容易になるよう配慮されていること、③トイレは十分な清掃が求められることから清掃


用の給水栓は各トイレ・洗面所・トイレ外部に設置されていることなどは、「7-3. 照明・空


調・給排水設備などにおける維持・管理の容易性」といった項目に整理される。 


①建設時および運用時において、建設リサイクル法やグリーン物品購入法などの法律に基


づき、環境負荷の軽減が図られていることや、②環境への影響を評価する際は計画・建設・


運用・廃棄といった視点からトータルに環境負荷を軽減できる手法を用いるなどの配慮がな


されていること、③環境負荷を低減するため水や電気エネルギーなどは可能な限り代替可能


な資源が用いられ資源を再利用するシステムや体制が構築・運用されていることなどは、「7-4. 


リサイクルや省エネルギーなどに対する取り組み」といった項目に整理される。 


①各種施設の構造は立地条件や経済性、環境負荷への影響を踏まえた耐久性の高い部材を


用いることで建築物の長寿命化が図られていることや、②トイレや店舗は利用者の増大など


に対して規模の拡張可能なスペースが確保されていること、③施設の劣化に対して設備類は


容易に取り換えなどの対応が可能な施設計画がなされていることなどは、「7-5. 長期的な視


点からみた耐久性の高い素材を用いた施設計画」といった項目に整理される。 


①親水地やビオトープといった生態系を意識した場所が確保されていることや、②当該サ


ービスエリアの自然環境がより有効に活用されるよう工夫がなされていること、③水や緑の


環境は、利用者にとって近づきやすく、触れやすい存在となるよう配慮がなされていること


などは、「7-6. 生態系を意識した自然環境の確保」といった項目に整理される。 


①各種施設の熱負荷を軽減するために屋上緑化や散水・ミスト噴霧などによる取り組みが


なされていることや、②エアコンなどの機械設備に頼るだけでなく自然換気やルーバー利用


などにより過大な熱負荷が生じないよう配慮がなされていること、③駐車場内や園地などに


樹木を主体とした緑地を設けるなど地球温暖化やヒートアイランド現象の抑制に配慮した取


り組みがなされていることなどは、「7-7. 地球温暖化やヒートアイランド現象の抑制に寄与


しうる取り組み」といった項目に整理される。 
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①利用者が日常的に当該サービスエリアへ来訪する場合や初めて来訪する場合など、その


慣れ・不慣れに応じて各種サービスが提供できるよう考慮されていることや、②休憩行為を


屋外で行う場合や屋内で行う場合など、利用者がその時々の気分に応じて選択できるよう多


様な種類の休憩空間が用意されていること、③当該サービスエリアに来訪した際の人数や予


算・天候などといった要因に左右されずに休憩できる場所が確保されていることなどは、「7-8. 


様々な状況に基づき来訪する利用者に対する適切な利用バランス」といった項目に整理され


る。 


①利用者から、また利用したいと思われるような地域的な要素を取り入れた配慮を行って


いることや、②サービスエリアを他の地域にはない特別な場所として楽しみリフレッシュで


きるような魅力が創出されていること、③サービスエリアにおける飲食や買物といった機能


や休憩スペースや広場といった空間が日常生活の一部となるような魅力づくりがなされてい


ることなどは、「7-9. 何度もサービスエリアに訪れたくなる地域に根ざした魅力の創出」と


いった項目に整理される。 


①サービスエリア内の各種施設や駐車場の舗装、ランドスケープなどのデザインが総合的


にコーディネートされており、景観デザインに対する配慮がなされていることや、②看板や


ポスター・のぼり旗などは賑やかさを失わない程度に雑多な雰囲気とならないようバランス


よく設えられていること、③サービスエリアを取り囲む外周のデザインが、周辺地域の景観


を損なわないよう配慮されていることなどは、「7-10. 各種施設とのバランスを踏まえた景観


デザインに対する配慮」といった項目に整理される。 


①店舗内における飲食や買物の際に、利用者が気軽にスタッフへ声を掛けやすい人員配置


の方法や空間的な設え方の工夫がなされていること、②サービスエリア内で行われるイベン


トでは利用者が良好なコミュニケーションを図ることのできる場が設けられていること、③


建設時や改修・リニューアル時において、利用者や周辺地域の声を検討するための意見収集


の場や方法が工夫されていることなどは、「7-11. 利用者とスタッフとの間で、良好なコミュ


ニケーションを図るための場」といった項目に整理される。 


①サービスエリアにおける利用者の声を把握するためのアンケート用紙などが分かりやす


い場所に設置されていることや、②年齢や性別に応じた様々な世代の余暇活動に対するニー


ズを捉えたイベントなどの実施がなされていること、③高齢者や障害者、外国人といった利


用者の余暇活動に対するニーズを捉えた取り組みが行われていることなどは、「7-12. 様々な


世代の余暇活動に対するニーズを捉えた取り組み」といった項目に整理される。 
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表２ その 1) 文献調査に基づく小項目(7因子 111 小項目)の一覧 
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表２ その 2) 文献調査に基づく小項目(7因子 111 小項目)の一覧 
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3-1-2. WHO 基本指針との比較結果 


前項までに導かれた文献調査に基づく小項目（7因子 37項目 111小項目）の妥当性を検証


するために、環境評価の基準の指針として広く知られている世界保健機構 WHO における住環


境に対する基本指針[修正版]との比較検討を行う。WHO では、1961 年に健康的な人間的基本


生活要求を満たす条件として「安全性（Safety）」「保健性（Health）」「利便性（Efficiency）」


「快適性（Comfort）」といった 4 理念を掲げている。しかしながら、近年では地球環境問題


の意識が向上し、経済的な持続的発展や都市社会における人々のコミュニティーをも併せて


考えていくことの重要性が指摘されている。そのような観点から、浅見は WHO の 4理念に「持


続可能性（Sustainability）」を加えた 5理念を掲げており、世界保健機構 WHO における住環


境に対する基本指針[修正版] を提唱している。 


図３は、WHO における住環境に対する基本指針[修正版]と文献調査に基づく小項目との対


応関係を示す。各々の項目の対応を見ると、本調査の小項目は WHO の基本指針を全て内包す


る関係にあることがわかる。その上で、新たに導かれた内容を見ると、本調査における「5. 環


境の分かりやすさ」「6. 空間の計画・運営」といった因子において、新たな項目が多く含ま


れる関係にあることが明らかとなった。また、本調査における「4. 快適な感覚の受けやすさ」


といった因子では、WHO の基本指針と類似した内容の対応が見られる項目と異なる項目、さ


らには新たな項目が混在している。さらに、WHOの基本指針における「4. 快適性」といった


因子に属している項目のうち、「4-1. 美しいまちなみ景観」「4-3. コミュニティーの快適性」


といった項目は、本調査においては「7. 持続可能な環境の創出」といった因子に収束される


関係にある。その他、本調査における「1. 安全・安心の確保」「2. 健康的な環境を保つため


の取り組み」「3. 利用しやすさに配慮した工夫」といった因子は、WHO の基本指針の構成と


概ね一致している。 


 全体的に本調査における小項目の項目数が増えているのは、本小項目が主に施設環境改善


を意識していることから、物理的な空間の分かりやすさや空間の設計段階と運営段階におけ


る違いに関する知見などを多く内包していることが特徴として現れたためと考えられる。 
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図３ WHOにおける住環境に対する基本指針[修正版]と文献調査に基づく小項目との対応 
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3-2. EURO TEST 作成機関へのヒアリング調査結果 


111 の環境評価小項目についての EURO TEST 責任者からの必要性、合致性についての回答


を表２に示す。その回答パターンは必要性、合致性の組み合わせから(1)から(4)に分類され


る。また表２には 111の環境評価小項目と WHO基本指針との対応も合わせて示す。 


(1)必要かつ合致（27/111項目、24.3％） 


該当項目は、WHO 基本指針でいえば安全性、保健性、利便性に集中している。また WHO 基


本指針に該当しない項目は空間の設計に関するものが集中しており、これらは日本とヨーロ


ッパの間にある考え方や規模の違いに関わらず共通に必要な項目であるといえる。 


(2)必要であるが合致しない（36/111項目、32.4％） 


該当項目は、WHO 基本指針でいえば各項目に存在するが、特に多いのが快適性についての


12 項目、持続可能性についての 8項目である。このことから、精神的、視覚的など感覚的な


快適性を向上させる取り組みや、地球環境問題や都市社会におけるコミュニティーなどを踏


まえた持続可能な環境を創出していくことの必要性は今後、十分に検討していかなければな


らない内容であるといえる。 


(3)不必要（4/111項目、3.6％） 


休憩から派生した買物などに対しアクセスしやすい視線や動線(No.62) 、駐車場からのア


クセスに応じた物販飲食コーナーのレイアウト(No.66) 、画一的にならないような季節など


の変化に応じた商品陳列方法(No.67) 、回遊性により気分に応じて楽しみながら買物できる


レイアウト(No.68) 、の 4項目である。これらは、WHO 基本指針でいえば No.67、No.68が持


続可能性、WHO基本指針に該当しない No.62、No.66は空間運営についての項目となっている


が、No.67、No.68 についても施設空間の運営に関する共通点が見られる。また(1)でのべた


必要かつ合致する項目に空間設計に関するものがあるが、反対に空間運営に関しては不必要


と判断されている。これは、売り上げを向上させるための努力は SA運営者側の営業努力によ


るものであり利用者の視点では必要ないと判断されたと考えられる。 


(4)判断できない（44/111項目、39.6％） 


該当する 44項目の内訳は、WHO基本指針では、安全性が 1、保健性が 2、利便性が 2、持続


可能性が 28、WHO基本指針以外では、快適な感覚の受けやすさが 2、環境の分かりやすさが 9


の項目数である。これらの項目は多岐のわたるため、小項目の内容を確認することで概ね環


境評価大項目に近い、①持続可能な環境の創出（No.76・78・79・81・92・100～102・106～


108）、②大規模設備投資が必要になるもの（No.11・23・27・80・82～91・94～96・103～105）、


③環境の分かりやすさによるもの（No.46～54）、④安全、健康的な環境、快適な感覚などそ


の他（No.1・13・37・38）の 4 項目に分類される。特徴としては、経営判断を要する大規模


な設備投資が必要になるもの、商品の陳列、店への誘導といった売り上げ向上に関する環境


のわかりやすさによるもの、という項目が多くみられる。 
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 以上のヒアリング結果より(1)、(2)の回答のあった 63小項目については、EURO TEST との


比較から必要性が確認されたといえる。 


 


 


必要 合致 必要 合致


1 舗装の色彩や形状に変化をつけるなどにより、領域を明確にする － 57 駐車場や店舗の案内図が分かりやすい大きさや配置 ○ ◎


2 防犯上、見守りにくい場所をなくすための見通しが確保されている ○ 58 サインの種類や色彩・形状、文字の大きさは標準化されたもの ○


3 プライバシーに配慮し、防犯カメラや非常警報装置を設置 ○ 59 紛らわしいサインは独自のサインを追加するなどの工夫 ○


4 舗装や標識、サインや看板などの表示に混乱が生じない ○ ◎ 60 外国人利用者にも配慮したサインの表示方法 ○ ◎


5 暗がりによる転倒を防止するための良好な照明計画 ○ 61 トイレの生理的欲求に対する短時間での利用が可能な歩行動線 ○ ◎


6 床面の材料は滑りにくい素材とし、雨水対策としてマットを敷く ○ 62 休憩から派生した買物などに対しアクセスしやすい視線や動線 ×


7 SA内で安全に歩行できるよう人と車の領域が明確に分離 ○ ◎ 63 SAを楽しむことができ、長時間の滞在できる魅力的な機能が付加 ○ ◎


8 駐車場や車路において運転者が自然に速度を落とせるような配慮 ○ ◎ 64 商品への歩行動線は長く、障害者へのサービスの距離は短く ○ ◎


9 人や車の移動に混乱が生じないようスムーズに誘導する工夫 ○ ◎ 65 お客様の気持ちが和やかになるような配慮（花を飾るなど） ○


10 車や施設の騒音・振動対策としての防音壁・遮音壁や植栽計画 ○ ◎ 66 駐車場からのアクセスに応じた物販・飲食コーナーのレイアウト ×


11 SA周辺への光害を考慮し太陽光パネルなどの反射材配置を工夫 － 67 画一的にならないような季節などの変化に応じた商品の陳列方法 ×


12 店舗やトイレなどから出る臭気の発生を未然に防ぐ措置 ○ ◎ 68 回遊性により気分に応じて楽しみながら買物ができるレイアウト ×


13 トイレ大・小便器、洗面台などの清掃が綺麗、迅速に行える工夫 － 69 繁忙期、混雑時にお客様が困らない陳列方法や品揃え ○


14 衛生面や美観上からゴミ箱の清潔な状態が維持されるよう工夫 ○ ◎ 70 ベビーコーナーを分かりやすい位置に配置、利用しやすい配慮 ○ ◎


15 煙草のポイ捨て対策として適切な位置に分煙スペースを設置 ○ 71 屋内に子供用の遊び場の設置、見守りやすい工夫 ○ ◎


16 屋外で休憩できるテーブルやベンチを利用しやすい工夫 ○ ◎ 72 屋外の休憩スペースに子供用の遊び場などが設置 ○ ◎


17 屋外休憩スペースの利用について、高齢者や障害者への配慮 ○ ◎ 73 高台などの上部からSAを見渡せるような場所が設置 ○


18 家族連れ利用における子供のための屋外遊び場の設置 ○ ◎ 74 階段やEV、エスカレータは機能面だけではなく開放的な雰囲気 ○


19 店舗内オープンスペースが有料・無料問わず利用しやすい工夫 ○ 75 天井の高い空間や吹き抜け空間などにより変化のある演出 ○


20 店舗内の休憩スペースの利用について高齢者や障害者への配慮 ○ 76 地域ブランドを取り入れた付加価値の高い商品やサービスの提供 －


21 家族連れ利用における子供用屋内プレイルームの設置 ○ ◎ 77 周辺地域側からのアクセスも考慮した利用者用の駐車場の設置 ○


22 トイレの洗面台、洗浄便座などが使いやすい表示方法や配置 ○ 78 SAが周辺地域の住民にとっても誇りとなるよう地域団体との連携 －


23 手洗い水栓は自動・温水化、停電用に自家発電回路に接続 － 79 清掃などの維持管理面で支障とならないよう工夫 －


24 各種設備に関して故障時にも対応しやすい工夫 ○ 80 従業員が用具の保管や休憩・打合せなどを行える場所がある －


25 駐車場から園地や施設までの歩行距離が極端に長くならない ○ ◎ 81 清掃業務の効率化、質の向上に向け打ち合わせが定期的に実施 －


26 駐車場と施設の間の誘導を容易にするためのデザイン ○ ◎ 82 店舗やトイレなどの照明器具の交換が容易になるような工夫 －


27 本線に影響が無いよう給油所は出口側に配置 － 83 清掃や故障時のメンテナンスが容易になるような換気設備 －


28 交通情報が逐次提供される大型モニタが設置 ○ 84 清掃用の給水栓は各トイレ、洗面所、トイレ外部に設置 －


29 無線LANなどのインターネット環境が構築 ○ ◎ 85 建設リサイクル法やグリーン物品購入法など、環境負荷の軽減 －


30 交通情報や地域のイベント情報が入手しやすい掲示・配布物 ○ 86 計画・設計、建設、運用、廃棄といったトータルに環境負荷を軽減 －


31 高齢者や車椅子利用者の移動動線のバリアフリー対応 ○ ◎ 87 水や電気は可能な限り代替可能な資源、または再利用する体制 －


32 ベビーカー、車椅子を考慮しフラット・滑りにくい・溝にはまらない床 ○ ◎ 88 経済性、耐久性の高い部材を用いることで、建築物の長寿命化 －


33 高齢者や身障者に対し、必要に応じて手助けを行う配慮、心がけ ○ 89 トイレや店舗は規模の拡張可能なスペースが確保 －


34 SA施設から生じる悪臭を卓越風が運ばないよう配置を工夫 ○ 90 施設の劣化に対し設備類は容易に取り換えなどの対応が可能 －


35 快適に買物が行えるよう過度な混雑、長蛇の列にならない工夫 ○ 91 親水地やビオトープといった生態系を意識した場所が確保 －


36 屋外休憩スペースでも雨風をある程度防ぐことができる ○ 92 当該SAの自然環境が、より有効に活用されるよう工夫 －


37 購買欲をそそる食品・商品の陳列や匂いなどの効果的な演出 － 93 水や緑の環境は、利用者にとって近づきやすく、触れやすい存在 ○ ◎


38 不快な音を取り除き、心地よい効果音や音楽などを流す － 94 熱負荷を軽減するために、屋上緑化や散水・ミスト噴霧 －


39 軽食コーナーなどの食事は、満足していただける独自の工夫 ○ 95 自然換気やルーバー利用により過大な熱負荷が生じない配慮 －


40 駐車場や園地、屋外休憩スペースでは周辺の景観を見渡せる ○ 96 緑地を設けるなど、地球温暖化やヒートアイランド抑制に配慮 －


41 トイレでは混雑時の行列や待ち合わせに対応できるゆとり空間 ○ 97 当該SAへの慣れ・不慣れに応じたサービスが提供できるよう考慮 ○


42 店舗内は休憩や買物を快適に行うための開放的な空間 ○ 98 気分に応じて選択できるよう多様な種類の休憩空間 ○


43 自然光や照明により、清潔な雰囲気や暖かな雰囲気が創出 ○ 99 人数や予算、天候などの要因に左右されず休憩できる場所が確保 ○


44 肌触りの良い自然素材の椅子・テーブルやベンチ、遊具 ○ 100 また利用したいと思われるような地域的な要素を取り入れた配慮 －


45 運転の疲れをリフレッシュするための自然豊かな環境 ○ 101 他の地域にはない特別な場所として楽しみ、リフレッシュできる －


46 銘柄やパッケージが似ている商品は区別しやすい陳列 － 102 飲食や買物機能、休憩空間が日常生活の一部となる魅力づくり －


47 券売機と自動販売機の違いを明確にする素材形状、配置 － 103 施設、駐車場舗装、ランドスケープのデザインをコーディネート －


48 駐車場に戻る際に、止めた車の位置が分かりやすい工夫 － 104 看板やポスター、のぼり旗などをバランスよく設置 －


49 お客様通路や設備の前面に植木鉢などの障害物を設置しない － 105 SAを取り囲む外周のデザインが、周辺地域の景観を損なわない －


50 SAに不慣れなお客様でも商品が見通せる陳列棚の高さや配置 － 106 店舗でお客様が気軽にスタッフへ声を掛け易い人員配置や空間 －


51 案内所の位置から、店舗内が全体的に見渡せる － 107 SA内のイベントはお客様が良好なコミュニケーショ ンを図れる場 －


52 入口から軽食・土産コーナーへの経路が選択されやすい商品陳列 － 108 建設、改修時に利用者や周辺地域の声を検討する場や方法 －


53 特徴を出すために陳列棚やワゴンの形状や色彩に変化をつける － 109 お客様の声のアンケート用紙が分かりやすい場所に設置 ○


54 案内所以外にお客様対応を行う人員や仕組みなどが確保 － 110 様々な世代の余暇活動に対するニーズを捉えたイベント ○


55 駐車場内における歩行者用の分離帯や横断歩道などが明確化 ○ ◎ 111 障害者、外国人などの余暇活動に対するニーズを捉えた取り組み ○


56 店舗内主要通路と券売機や商品などに関連するサインの明確化 ○ ◎


EURO TEST責任者回答　必要（環境評価小項目についてEURO TEST責任者としての必要性の回答を示す，　必要：○，不必要：×，判断できない項目：－）


EURO TEST責任者回答　合致（環境評価小項目とEURO TESTとの合致性を示す，　合致する：◎，合致しない；空白）


紙面の都合により実際の環境評価小項目より文章を短くしている


WHO指針（環境評価小項目が対応するWHO基本指針の番号を示す，　1：安全性，2：保健性，3：利便性，4：快適性，5：持続可能性，－：対応する指針無）
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表３ EURO TESTと文献調査に基づく小項目の関係と対応 
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3-3. EURO TEST 高評価箇所の現地調査結果 


 すべての項目の事例が現地調査で確認できた。 


1. 安全・安心の確保 


1-1. 防犯上の事前対策 
①舗装の色彩や形状に変化をつけるなどにより、領域を明確にする 


ことで不安全な場所に近づきにくい工夫がなされている。 


 


 
Denkendorf 


駐車場はアスファルト、歩道はインターロ


ッキングによる舗装 


 


 
Kammern 


素材の違いで領域を明確に分離 


 


 
Deutsch-Wagram 


小型・大型車マスとも障害物がなく見通


しは良好 


 


 
Irschenberg Sued 


扉の向こう側までの見通しも確保 


 
③利用者のプライバシーに配慮した上で、防犯カメラや非常警報装置が適切な 


位置に設置されている。 


 


 
Ybbs 


遠くまで見通せるよう高い位置にカメラを


設置 


 


 
Worthersee 


商品コーナーに盗難防止用の監視カメラ


を設置 


 


1-2. ヒヤリ、ハッとする状況を防止するための良好な整備 
①舗装や標識、サインや看板などの表示に混乱が生じないよう 


全体的なコーディネートがなされている。 


 


 
Worthersee 


駐車場のサイン、本線方向を表すサイン 


 


 
Ybbs 


駐車場入口部に駐車場、レストランを案


内するサイン 


 


 
Denkendorf 


歩道部に 5m 程度の歩道照明 


 


 
Irschenberg Sued 


駐車場部に 10m 程度の照明ポール、歩


道部に 3m 程度の歩道照明 


 
③床面の材料は滑りにくい素材とし、雨水などの影響を配慮してマットを敷く 


などの工夫がなされている。 
 


 
Worthersee 


建物入口部の風除室にある滑り止めマ


ット 


 


 
Guntramsdort 


転倒防止のため主要動線の上下 2 段に


マットを設置 


 


 


 


② 防犯上、見守りにくい場所をなくすための見通しが確保されている。 


②暗がりによる転倒を防止するための良好な照明計画がなされている。 







 
 
34 


1-3. 人の移動と車の交通上、安全で適切な歩車共存や分離 
①ｻｰービスエリア内で安全に歩行できるよう人と車の領域が明確に 


分離されている  


 


 
Denkendorf 


歩道部にはインターロッキングで滑り止


め 


 


 
Kammern 


駐車マスの間に歩道部有り（歩車分離） 


 


 
Kammern 


小型車マス手前に大型車を規制するガ


ード、看板あり 


 


 
Guntramsdort 


小型車側は対面通行、大型車マスは一


方通行といった工夫 


 
③人や車の移動に混乱が生じないようスムーズに誘導するための工夫がなさ 


れている。 
 


 
Ybbs 


路面標示と駐車場入口の看板 


 


 
Guntramsdort 


駐車場、レストラン、横断歩道の看板 


 


2. 健康的な環境を保つための取り組み 


2-1. 近隣環境に配慮した騒音・振動、光害などの公害防止への取り組み 
①車や施設から出る騒音・振動を防止するために防音壁・遮音壁や植栽計画 


などにより対策がなされている。 
 


 
Denkendorf 


透明板、金属製、石を金網に入れた遮音


壁有り 


 


 
Irschenberg Sued 


植栽計画などによる対策（遮音壁等は無


し） 


 


 
Deutsch-Wagram 


光害等の配慮は特に無し① 


 


 
Deutsch-Wagram 


光害等の配慮は特に無し② 


 


③清潔さを維持するため、店舗やトイレなどから出る臭気の発生を未然に防ぐ 


措置がとられている。 


 


 
Worthersee 


地下にバイオマスコンテナを


設置 


 


 
Deutsch-Wagram 


外部に環境を配慮したバイオ


マスの設置 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


②駐車場や車路において運転者が自然に速度を落とせるような配慮が図られ 


ている。 


 


②サービスエリア周辺への光害の影響を考慮して照明設備や太陽光発電パ


ネルなどの反射材の配置を工夫している。 
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2-2. 衛生面や美観を意識した取り組み 
①トイレのブースや大・小便器、洗面台などの清掃がきちんと行われている。  ②衛生面や美観上からゴミ箱の清潔な状態が維持されている。 


 


 
Denkendorf 


整備された広いトイレの設置 


 


 
Guntramsdort 


美観を意識した男子小便器の形状 


 


 
Denkendorf 


店舗から離れた歩道部分にもゴミ箱を設


置 


 


 
Worthersee 


可動式のタイヤが付いたゴミ箱 


 
③煙草のポイ捨てなどが行われないよう適切な位置に分煙スペースが設置さ 


れている。 
 


 
Ybbs 


出入口付近に設けられた喫煙用の灰皿 


 


 
Deutsch-Wagram 


同一箇所に 2 つ設置されている灰皿 


 


 


3. 利用しやすさに配慮した工夫 


3-1. 園地などの屋外休憩スペースにおける公共的に利用可能な工夫 
①屋外で休憩できるテーブルやベンチなどに対して利用しやすい工夫がなされ 


ている。 
 


 
Denkendorf 


ゴミ箱が近くにある屋外休憩スペース 


 


 
Irschenberg Sued 


人数の増減に合わせて用意される屋外


テーブル・イス 


 


 
Denkendorf 


屋外休憩スペースまでの動線が明確な


障害者用駐車場 


 


 
Worthersee 


屋外休憩スペースにつながるフルフラッ


トな障害者用駐車場 


 
③家族連れ利用における子供のための屋外遊び場などが設けられている。 


 


 
Denkendorf 


屋外に設けられた子ども用の遊び場 


 


 
Kammern 


アスレチックタイプの屋外遊び場 


 


 


 


 


 


 


 


 


②屋外休憩スペースの利用について、高齢者や障害者への配慮がなさ


れている。 
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3-2. 店舗内のオープンスペースにおける利用しやすい工夫 
①店舗内のオープンスペースに対して有料・無料問わず、利用しやすい工夫が 


なされている。 
 


 
Irschenberg Sued 


売店との距離がほどよく離れている飲食


スペース 


 


 
Worthersee 


屋内外のオープンスペースに開いている


レストラン 


 


 
Denkendorf 


車椅子利用者も利用しやすい幅広い主


要通路 


 


 
Guntramsdort 


取り外し可能な出入口ゲート 


 
③家族連れ利用における子供のための屋内プレイルームなどが設けられてい 


る。 
 


 
Denkendorf 


店舗内に明確に表示されているキッズコ


ーナー 


 


 
Worthersee 


親も安心して食事ができるレストラン内に


ある子どもの遊び場 


 


3-3. 各種設備に関する操作上の使いやすさにつながる工夫 
①トイレにおける洗面台や自動手洗い水栓、便器に付随するウォシュレットなど 


の一般的な設備や、オストメイト対応設備などが使いやすいよう表示方法や配置 


に工夫がなされている。 


 


 
Ybbs 


シンプルでありながら分かりやすい設置 


 


 
Deutsch-Wagram 


イラストとともに説明する工夫 


 


 
Irschenberg Sued 


自動水栓（標準装備） 


 


 
Deutsch-Wagram 


シャワー室の給湯設備の説明有り 


 
③各種設備に関して故障時にも対応しやすいよう工夫がなされている。 


 


 
Worthersee 


交換も比較的容易な位置に照明の設置 


 


 
Kammern 


手の届く範囲にある照明設備等 


 


 


 


 


 


 


 


 


②店舗内の休憩スペースの利用について、高齢者や障害者への配慮


がなされている。 


 


②手洗い水栓は、自動化・温水化が図られているとともに、停電時などを配慮


して手動水栓も併設されている、あるいは自家発電設備の回路に接続されて


いる。 
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3-4. 駐車場や各種施設へのアクセスを容易にする工夫 
①ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ規模の大小によらず、駐車場から園地や各種施設までの歩行 


距離が極端に長くならない（概ね 200ｍを超えない）よう計画されている。 


 


 
Denkendorf 


歩行途中でも休憩可能なベンチ 


 


 
Irschenberg Sued 


長い歩行距離においても一息休憩できる


木陰 


 


 
Irschenberg Sued 


自動車からの判断も可能な誘導のサイ


ン計画 


 


 
Ybbs 


建物のデザイン自体がランドマークとし


ての機能 


 
③給油の渋滞が生じても本線に影響が無いよう、給油所は出口側に配置する 


などの配慮がなされている。 
 


 
Denkendorf 


本線との関係を配慮した給油所の配置 


 


 
Ybbs 


渋滞が生じないよう見通しと動線長さを


確保 


 


3-5. 交通情報や各種施設についての情報を得られやすい工夫 
①交通情報が逐次提供されるよう大型モニタ・スクリーンなどが設置され 


ている。 


 


 
Irschenberg Sued 


電子パネルによる情報の提示 


 


 
Worthersee 


食事をしながら情報の確認が可能な TV


モニタ 


 


 
Worthersee 


レストランの一角に設けられたパソコン機


器 


 


 
Guntramsdort 


気軽に利用可能なインターネット環境 


 
③電子情報以外にも、交通情報や各種施設の情報、ならびに周辺地域のイベ 


ント情報が入手しやすいよう掲示物や配布物などに工夫がなされている。 


 


 
Irschenberg Sued 


パンフレットや雑誌などのラック① 


 


 
Deutsch-Wagram 


パンフレットや雑誌などのラック② 


 


 


 


 


 


 


 


②駐車場から各種施設、もしくは各種施設から駐車場への誘導を容易にするため、 


歩車道の舗装や建物のデザイン、サインなどに工夫がなされている。 


 


②個別に情報が入手できるよう無線 LAN などのインターネット環境が構築されてい


る。 
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3-6. 様々な利用者に対応しうる移動の円滑さを支援するための人的又は空間的な工夫 
①高齢者や車椅子利用者の移動が想定される動線においては凹凸が生じない 


ようバリアフリー対応がなされている。 


 
 


 
Denkendorf 


移動の円滑さを妨げないバリアフリー対


応 


 


 
Worthersee 


駐車場からのアクセスが容易な部分的


な段差解消 


 


 
Ybbs 


車イス通行時には着脱可能な出入口の


ゲート 


 


 
Guntramsdort 


障害者用駐車場部分のみ滑りにくい素


材 


 


③高齢者や障害者に対し、必要に応じて手助けを行うなどの配慮を行ってい 


る、または心掛けている。 
 


 
Kammern 


親身に接するためのスタッフ教育・指導


の徹底 


 


 
Irschenberg Sued 


事前登録していれば使用できる障害者


用トイレの鍵 


 


4. 快適な感覚の受けやすさ 


4-1. 精神的な嫌悪感を緩和するための措置 
①� 適さを維持するため、サービスエリア内の各種施設から生じる悪臭を 


卓越風が運ばないよう、敷地内の配置を工夫することで未然に防ぐ配慮が 


なされている。 


 


 
Denkendorf 


悪臭を運ばないよう地下で処理されるバ


イオマス等 


 


 
Deutsch-Wagram 


風の強い地域性を踏まえた流線型のデ


ザイン 


 


 
Irschenberg Sued 


混雑状況に応じてサブのレジを開放 


 


 
Worthersee 


左右に動線を振り分けることが可能な陳


列レイアウト 
 


③屋外休憩スペースにおいても、雨や風をある程度防ぐことができ、快適な環 


境が確保される工夫がなされている。 


 


 
Denkendorf 


雨天時にも利用可能な屋外テラス 


 


 
Deutsch-Wagram 


多少の雨風ならば防ぐことの可能な軒下


空間 


 


 


 


 


 


②ベビーカー利用による乳幼児を含む家族連れや車椅子利用者を考慮して、極


力、傾斜路を設けないフラットな床面とすることや、滑りにくい床面素材を用いて


タイヤが溝にはまらないよう配慮をするなどの工夫がなされている。 


 


②快適に買物が行えるよう過度の混雑を緩和するための工夫や、商品購


入のために長蛇の列ができないような配慮がなされている。 
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4-2. 視覚や聴覚などの五感に影響を及ぼす効果的な演出 
①食欲や購買欲をそそるような食品・商品の陳列や匂いなどの効果的な演出 


がなされている。 


 


 
Worthersee 


魅力的に見える照明の演出効果 


 


 
Kammern 


手作り作業を見せる商品陳列の工夫 


 


 
Irschenberg Sued 


店舗内に静かに流れる心地よい音楽 


 


 
Kammern 


気にならない位置に設けられているスピ


ーカー 


 
③レストランや軽食コーナーなどの食事は、利用者に満足されるよう、 


独自の工夫や取り組みを行っている。 


 


 
Irschenberg Sued 


日替わりで容易されるフレッシュなメニュ


ー 


 


 
Ybbs 


自然素材のディスプレーも工夫 


 


4-3. ゆとりのある開放的な空間 
①駐車場や園地、屋外休憩スペースでは、周辺環境の景観を見渡せるような 


工夫がなされている。 
 


 
Worthersee 


周辺環境を見渡せる屋外テラス 


 


 
Deutsch-Wagram 


店舗内からも景観を眺められる開放的な


窓 


 


 
Kammern 


トイレ前にある展示ギャラリー 


 


 
Guntramsdort 


トイレ前に設けられた小ラウンジ 


 


③店舗内は休憩や買物を快適に行うための開放的な空間となっている。 
 


 
Denkendorf 


見通しの効いた売店コーナー 


 


 
Worthersee 


両側に人が並んでもすれ違えるゆとりの


主要通路 


 


 


 


 


 


 


 


 


②不快な音を取り除き、心地よい効果音や音楽などを流すような工夫が


なされている。 


 


②トイレでは混雑時の行列や待ち合わせにも対応できるゆとりのある空間


が確保されている。 
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4-4. 自然環境を取り込むことによるリフレッシュしやすい環境 
①自然光の取り入れ方や照明の当て方により、清潔な雰囲気や暖かな雰囲気 


が創り出されている。 


 


 
Worthersee 


空調配管等の存在感をさりげなく和らげ


る工夫 


 


 
Deutsch-Wagram 


木製ルーバーによる暖かな雰囲気づくり 


 


 
Irschenberg Sued 


木の温かみを感じさせるレストランの雰


囲気 


 


 
Worthersee 


人が触れる部分に自然素材を用いたテ


ーブル・イス 


 
③運転の疲れをリフレッシュするための自然豊かな環境が十分に取り込まれ 


ている。 
 


 
Ybbs 


分離帯に設けられた緑豊かな芝生 


 


 
Kammern 


店舗内にも自然を取り入れたランドスケ


ープデザイン 


 


5. 環境の分かりやすさ 


5-1. 類似した他の情報との違いが分かる明確な区分 
①銘柄やパッケージが似ている商品は区別しやすいようコーナーやゾーンに 


分けて陳列するなどの工夫がなされている。 


 


 
Denkendorf 


類似したパッケージを棚で区分して陳列 


 


 
Deutsch-Wagram 


コーナーやゾーンごとに陳列する工夫 


 


 
Irschenberg Sued 


レストランから離れたコーナーに設置され


た ATM 機器 


 


 
Worthersee 


自動販売機等とは離れた位置にある両替


機 


 
③駐車場に戻る際に、止めた車の位置が分かりやすいよう歩行者のための 


サインなどが設置されている。 
 


 
Worthersee 


駐車用のサインや看板 


 


 
Guntramsdort 


歩行者サインや戻る際のヒントとなりうる


照明灯 


 


 


 


 


 


 


②肌触りの良い自然素材の椅子・テーブルやベンチ、遊具などが提供


されている。 


 


②食券の券売機に類似する自動販売機との違いが明確になるよう素材の形


状や色、配置などの仕方に工夫がなされている。 
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5-2. 目的の場所や商品などが探しやすい見通しの確保 
①利用者が通る通路や利用される設備の前に植木鉢などの障害物を設置 


しないなどの配慮がなされている。 
 


 
Denkendorf 


見通しを妨げない施設のフラッグ（右隅） 


 


 
Guntramsdort 


店舗までの動線が明確で見通しの利く歩


道 


 


 
Irschenberg Sued 


通路幅が広く、高さの抑えられた陳列棚 


 


 
Deutsch-Wagram 


湾曲した動線に沿って確保されている見


通し 


 
③インフォメーションやコンシェルジュなどの案内所の位置から、店舗内が全 


体的に見渡せるようになっている。 
 


 
Kammern 


ビュッフェコーナーからレジまでの見通し 


 


 
Deutsch-Wagram 


出入口からレジまでの見通し 


 


5-3. サイン計画に頼らなくても、利用者が迷わない配置計画 
①店舗の出入口から軽食コーナーやお土産コーナーなどの経路が選択され 


やすいよう主要通路の近くに商品を陳列するなどの工夫がなされている。 
 


 
Denkendorf 


可動式のワゴンにまとめて並べられた人


気商品 


 


 
Guntramsdort 


主力商品は主要動線沿いに陳列 


 


 
Ybbs 


特徴的な形状で目を引く工夫 


 


 
Guntramsdort 


温かみのある陳列棚のデザイン 


 
③店舗内に常設されている案内所以外にも、利用者への対応を行う人員や 


仕組みなどが確保されている。 
 


 
Denkendorf 


気軽に話しかけるスタッフ（指導の徹底） 


 


 
Deutsch-Wagram 


業務的ではないコミュニケーション 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


②サービスエリアに慣れていない利用者にとっても、券売機や商品などを見


通せるよう陳列棚の高さや配置の工夫がなされている。 


 


②店舗内の各コーナーの空間的な特徴が明確になるよう、陳列棚やワゴンな


どの形状や色彩に変化をつけるといった工夫がなされている。 
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5-4. 屋外の車道・歩道や屋内の主要通路などと、それらに関連するサインとの関係 
①駐車場内における歩行者用の分離帯や横断歩道などが明確に示されている。 


 
 


 
Irschenberg Sued 


複数の床面素材の違いによる動線の明


確化 


 


 
Kammern 


分かりやすい横断歩道の表示（法的な強


制力はない） 


 


 
Irschenberg Sued 


主要通路との関連が図られたサイン 


 


 
Guntramsdort 


ゾーンごとの利用方法が示されたサイン 


 


5-5. サインそのものに対する見やすく、分かりやすい設置 
①サインの種類や色彩・形状、文字の大きさは、（NEXCO のマニュアルに沿い） 


統一的に標準化されたものが用いられている。 


 
 


 
Worthersee 


分かりやすいサインのデザイン① 


 


 
Ybbs 


分かりやすいサインのデザイン② 


 


 
Worthersee 


看板などとは離れた位置に設置された


避難用サイン 


 


 
Deutsch-Wagram 


見通しを妨げないようガラスに示された


サイン 


 
③外国人利用者にも配慮したサインの表示方法などに工夫がなされている。 


 


 
Ybbs 


自国以外の４か国語の表示 


 


 
Deutsch-Wagram 


複数の言語表現 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


②店舗内の主要通路と券売機や商品などに関連するサインや看板が分かり


やすく示されている。 


 


②周辺環境や状況に応じて、広告や看板などと紛らわしいサインについ


ては、設置する位置や個数の調整、独自のサインを追加するなどの工夫


がなされている。 
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6. 空間の計画・運営（設計段階と運営段階における違い） 


6-1. 休憩時間の長短に対応可能な施設計画・管理運営 
①運転の途中で生じたトイレ休憩などの生理的欲求に対応するといった短時間 


での利用が可能な歩行動線が確保されている。 


 
 


 
Kammern 


ガソリンスタンドの近くにあるトイレ 


 


 
Guntramsdort 


店舗施設まで行かなくても用を足せる屋


外トイレ 


 


 
Irschenberg Sued 


トイレの出入口付近にある娯楽系のコー


ナー 


 


 
Ybbs 


トイレ休憩から派生して買物につなげる


動線計画 


 


③サービスエリアそのものを楽しむことができ、長い時間の滞在が可能となる魅力的な機能が付加されている。 
 


 
Deutsch-Wagram 


ホテルのロビーのようなくつろぎの空間 


 


 
Guntramsdort 


パーティーも可能な魅力的なレストラン 


 


6-2. 休憩スペースにおける利用者の使われ方の変化に応じた工夫 
①歩行動線の距離を長くすることで商品に触れる機会を増やすとともに、 


高齢者や障害者にとって必要とされるサービスに対しては距離が短くなるよう 


利用者の使われ方に応じた計画がなされている。 
 


 
Worthersee 


店舗出入口付近に設けられた障害者用


駐車場 


 


 
Worthersee 


動線をショートカットできる簡易間仕切り 


 


 
Irschenberg Sued 


トイレの出入口付近に設けられたフラワー


ポッド 


 


 
Guntramsdort 


トイレ前の待合スペースに設けられた観


葉植物 


 
③駐車場やトイレ側などのアクセス位置による利用者人数の多少に応じた 


物販・飲食コーナーなどのレイアウトが検討されている。 
 


 
Irschenberg Sued 


混雑状況に合わせて増減可能なイス・テ


ーブル配置 


 


 
Kammern 


混雑時にも屋内と同じように使用できる


半屋外テラス 


 


 


 


 


 


 


②利用者の待ち合わせスペースや洗面台など、利用者の気持ちが和やかにな


るような配慮（花を飾るなど）を行っている。 


 


②トイレ休憩や気分転換といった休憩行為から派生して飲食や買物に対応できる


よう、そうしたコーナーにアクセスしやすい視線や動線の確保や利用の促進が


図られている。 
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6-3. 店舗施設に訪れる利用者のニーズに応じた陳列方法や品揃えなどの工夫 
①画一的にならないよう季節や流行の変化に応じた商品の陳列方法が 


計画されている。 
 


 
Irschenberg Sued 


流行を取り入れた売れ筋商品の陳列 


 


 
Worthersee 


アジアフェアなど国際色豊かな展示の工


夫 


 


 
Denkendorf 


回遊性の確保された売店コーナーの動


線計画 


 


 
Worthersee 


食品を見ながら自由に歩き回れるビュッ


フェコーナー 


 
③繁忙期や日常の混雑時間帯においても、利用者が困らないよう陳列方法や品揃えが工夫されている。 


 


 
Ybbs 


コンパクトにまとめられた名産品のコー


ナー 


 


 
Guntramsdort 


主要動線に沿って設けられた売れ筋商


品の陳列棚 


 


6-4. 家族連れの利用者を考慮した子供用のスペース 
①ベビーコーナーが分かりやすい位置に配置され、利用しやすい配慮がなされ 


ている。 
 


 
Irschenberg Sued 


シンプルでありながら分かりやすいベビ


ーコーナー 


 


 
Irschenberg Sued 


子どもは無料で出入りできるショートカッ


ト 


 


 
Denkendorf 


親が見守りやすいテーブル配置 


 


 
Ybbs 


レストランの一角に設けられたプレイコー


ナー 


 
③屋外の休憩スペースには、テーブルやベンチ以外にも家族連れの利用者 


を考慮した子供用の遊び場などが設けられている。 
 


 
Denkendorf 


走り回る十分なスペースが確保された子


どもの遊び場 


 


 
Kammern 


気分転換を図ることのできるアスレチック 


 


 


 


 


 


 


 


 


②回遊性を考慮したレイアウトなどにより、その時々の気分に応じて楽しみなが


ら買物ができるよう工夫されている。 


 


②屋内に子供用の遊び場やプレイルームが設けられており、見守りやすい工夫


がなされている。 
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6-5. 階段やエレベーター、エスカレーターなどによる移動を考慮した工夫 
①屋外の歩道や園地を散策する際に、階段やスロープを利用して高台などの 


上部からサービスエリアを見渡せるような場所が設けられている。 


 
 


 
Irschenberg Sued 


周辺の景観を眺めることのできる場所の


確保 


 


 
Guntramsdort 


駐車場を見渡すことの可能なちょっとし


た高低差 


 


 
Irschenberg Sued 


散策路に設けられたベンチや樹木による


開放的な雰囲気 


 


 
Deutsch-Wagram 


店舗内に設けられたダイナミックな雰囲


気が感じられる階段 


 


③エレベーターなどによる垂直移動がない空間においても、天井の高い空間 


や吹き抜け空間などにより変化のある演出がなされている。 
 


 
Worthersee 


十分な天井高さと見通しが確保された開


放的な空間 


 


 
Ybbs 


2 層分の天井高さが確保されている変化


のある空間 


 


7. 持続可能な環境の創出 


7-1. 周辺環境との連携、並びに地域ブランドを取り入れた独自の魅力の創出 
①当該サービスエリアが地域の活性化にも寄与できるよう、地域ブランドを 


取り入れた付加価値の高い商品やサービスの提供がなされている。 
 


 
Irschenberg Sued 


その地方独自のお土産が並んだ陳列棚 


 


 
Ybbs 


地域独自の商品に連動したデザインの


陳列棚 


 


 
Denkendorf 


周辺地域側からのアクセス動線 


 


 
Guntramsdort 


周辺地域からの駐車も可能なスペース 


 


③サービスエリアの存在が周辺地域の住民にとっても誇りとなるよう、地域団 


体などとの連携が図られている。 
 


 
Kammern 


周辺の地域住民も取り込んだマジックシ


ョー等のイベント 


 


 
Deutsch-Wagram 


登録すれば子どもの誕生パーティーも可


能 


 


 


 


 


 


 


②階段やエレベーター、エスカレーターなどがある場合には、その機能的な面の


みならず、それらを利用して周辺の開放的な雰囲気を味わえるような配慮がなさ


れている。 


②高速道路側からのみならず、周辺地域側からのアクセスも考慮した利用者


用の駐車場が設けられている。 


 







 
 
46 


7-2. 施設のメンテナンスに関する意見収集やその反映に向けた取り組み 
①清掃などの維持管理面で支障となっているものがある、または使用してい 


ない設備（コンセント、水栓、棚など）がある。 
 


 
Denkendorf 


自動回転により常に清潔な状態が保た


れる便座 


 


 
Deutsch-Wagram 


維持管理しやすい広さのトイレ前スペー


ス 


 


 
Worthersee 


簡易ミーティングも可能なトイレ前スペー


ス 


 


 
Deutsch-Wagram 


従業員の着替えスペース前に設けられ


た談話コーナー 


 
③清掃業務の効率化、質の向上に向けて、組織での意見集約、打ち合わせな 


どが定期的に行われている。 


 


 
Irschenberg Sued 


スタッフの士気を高めるための活動成果


の表彰 


 


 
Kammern 


コミュニケーションの促進を意図したスタ


ッフの掲示 


 


7-3. 照明・空調・給排水設備などにおける維持・管理の容易性 
①店舗やトイレなどの照明器具の交換が容易になるよう電球の種類や個数、 


設置個所の工夫がなされている。 
 


 
Worthersee 


交換が容易な天井高さの確保 


 


 
Ybbs 


類似した形状の照明 


 


 
Worthersee 


遮光ブラインドによって室内の温熱環境


をコントロール 


 


 
Deutsch-Wagram 


ヒートロスを軽減するための窓側付近へ


の設置 


 
③トイレは十分な清掃が求められることから、清掃用の給水栓は各トイレ、洗 


面所、トイレ外部に設置されている。 
 


 
Kammern 


清掃用の給水栓が確保 


 


 
Deutsch-Wagram 


十分な清掃を容易にする大便器の形状


（足元がフリー） 


 


 


 


 


 


 


 


②従業員が清掃やメンテナンスを行う場所以外にも、用具の保管や休憩・打


合せなどを行える場所が備えられている。 


 


②換気設備は、その換気効率のみならず清掃や故障時のメンテナンスが容易


になるよう配慮されている。 
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7-4. リサイクルや省エネルギーなどに対する取り組み 
①建設時および運用時において、建設リサイクル法やグリーン物品購入法 


などの法律に基づき、環境負荷の軽減が図られている。 
 


 
Irschenberg Sued 


屋上緑化による環境負荷の軽減 


 


 
Ybbs 


リサイクルなどによる環境負荷の軽減 


 


 
Worthersee 


地下の冷蔵室に設けられた廃油コンテ


ナ 


 


 
Kammern 


屋根面から雨水を集水して再利用する


工夫 


 


③環境負荷を低減するため、水や電気エネルギーなどは可能な限り代替可能 


な資源が用いられ、あるいは資源を再利用するシステムや体制が構築・運用 


されている。 
 


 
Deutsch-Wagram 


屋上に設けられた断熱効果を狙ったの


敷石 


 


 
Et cetera 


再利用可能資源を可視化したトイレ前展


示ギャラリー 


 


7-5. 長期的な視点からみた耐久性の高い素材を用いた施設計画 
①各種施設の構造は、立地条件や経済性、環境負荷への影響を踏まえた 


耐久性の高い部材を用いることで、建築物の長寿命化が図られている。 
 


 
Denkendorf 


水はねを防止し壁面素材の劣化を抑制


する工夫 


 


 
Guntramsdort 


立地を生かし近隣で採れる木材資源を


活用 


 


 
Deutsch-Wagram 


利用者の増大に合わせて店舗規模の増


改築も可能 


 


 
Guntramsdort 


拡張可能なスペースの確保 


 
③施設の劣化に対して、設備類は容易に取り換えなどの対応が可能な施設 


計画がなされている。 
 


 
Ybbs 


施設から独立して設置されている設備類 


 


 
Ybbs 


メンテナンスしやすい広いスペースの確


保 


 


 


 


 


 


 


 


②環境への影響を評価する際は、計画・設計、建設、運用、廃棄といった視点か


らトータルに環境負荷を軽減できる手法を用いるなどの配慮がなされている。 


 


②トイレや店舗は、利用者の増大などに対して、規模の拡張可能なスペース 


が確保されている。 
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7-6. 生態系を意識した自然環境の確保 
①親水地やビオトープといった生態系を意識した場所が確保されている。 


 


 
Guntramsdort 


アプローチ付近に設けられた親水池 


 


 
Et cetera 


レストランからも眺められる生態系を意


識したビオトープ 


 


 
Irschenberg Sued 


緑に囲われた屋外休憩スペース 


 


 
Worthersee 


景色を楽しむことの出来る展望テラス 


 
③水や緑の環境は、利用者にとって近づきやすく、触れやすい存在となるよう 


配慮がなされている。 
 


 
Deutsch-Wagram 


季節を感じられるアプローチ付近に設け


られた植栽 


 


 
Guntramsdort 


腰かけることも可能なアプローチ空間の


設え 


 


7-7. 地球温暖化やヒートアイランド現象の抑制に寄与しうる取り組み 
①各種施設の熱負荷を軽減するために、屋上緑化や散水・ミスト噴霧などに 


よる取り組みがなされている。 
 


 
Irschenberg Sued 


屋上緑化の取り組み 


 


 
Ybbs 


ソーラー発電を取り入れた照明灯 


 


 
Denkendorf 


施設デザインと一体となった屋外ルーバ


ー 


 


 
Worthersee 


ロールスクリーンによる採光のコントロー


ル 


 


③駐車場や園地などに樹木を主体とした緑地を設けるなど地球温暖化や 


ヒートアイランド現象に配慮した取り組みがなされている。 
 


 
Deutsch-Wagram 


比較的広い範囲で芝生を確保 


 


 
Guntramsdort 


駐車場内の歩道に沿って高木の樹木を


配置 


 


 


 


 


 


 


 


 


②当該サービスエリアの自然環境が、より有効に活用されるよう工夫が


なされている。 


 


②エアコンなどの機械設備に頼るだけでなく自然換気やルーバー利用などに


より過大な熱負荷が生じないよう配慮がなされている。 
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7-8. 様々な状況に基づき来訪する利用者に対する適切な利用バランス 
①利用者が日常的に当該サービスエリアへ来訪する場合や初めて来訪する 


場合など、その慣れ・不慣れに応じて各種サービスが提供できるよう考慮され 


ている。 
 


 
Worthersee 


店舗出入口付近におススメ情報を掲示 


 


 
Kammern 


初めての利用でも分かりやすい店舗内


のレイアウト 


 


 
Worthersee 


長時間リラックスすることもできるスペー


ス 


 


 
Guntramsdort 


子どもが遊ぶこともできるすべり台式の


階段 


 
③当該サービスエリアに来訪した際の人数や予算などといった要因に左右 


されずに休憩できる場所が確保されている。 
 


 
Worthersee 


利用人数に応じた様々なの選択が可能


なテーブルセット 


 


 
Kammern 


少人数での利用を想定したカウンター 


 


7-9. 何度もサービスエリアに訪れたくなる地域に根ざした魅力の創出 
①利用者から、また利用したいと思われるような地域的な要素を取り入れた 


配慮を行っている。 
 


 
Deutsch-Wagram 


地域オリジナルの特性ケーキ 


 


 
Guntramsdort 


ご当地グッズが纏められたお土産コーナ


ー 


 


 
Kammern 


独自の飾りつけによる他店舗との差別化 


 


 
Guntramsdort 


ペットも一緒に休憩することができる工夫 


 


③サービスエリアにおける飲食や買物といった機能や休憩スペースや広場と 


いった空間が、日常生活の一部となるような魅力づくりがなされている。 
 


 
Denkendorf 


温かい素材感あふれるリラックスした雰


囲気 


 


 
Kammern 


天然素材や照明効果を用いた魅力づくり 


 


 


 


 


 


 


 


②休憩行為を屋外で行う場合や屋内で行う場合など、利用者がその時々の気分


に応じて選択できるよう多様な種類の休憩空間が用意されている。 


 


②サービスエリアを他の地域にはない特別な場所として楽しみ、リフレッシュで 


きるような魅力が創出されている。 
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7-10. 各種施設とのバランスを踏まえた景観デザインに対する配慮 
①サービスエリア内の各種施設や駐車場の舗装、ランドスケープなどの 


デザインが総合的にコーディネートされており、景観デザインに対する配慮が 


なされている。 
 


 
Irschenberg Sued 


休憩施設の外部にある散歩道の統一感 


 


 
Guntramsdort 


ランドスケープデザインと一体となった屋


外遊び場 


 


 
Irschenberg Sued 


雑多な雰囲気を作りすぎない適度なバラ


ンス 


 


 
Worthersee 


店舗内外で統一された色彩計画（ブラン


ドの統一） 


 
③サービスエリアを取り囲む外周のデザインが、周辺地域の景観を損なわな 


いよう配慮されている。 
 


 
Ybbs 


景観を損なわない程度の独特なデザイ


ン 


 


 
Worthersee 


樹木に囲われるよう計画されている店舗


配置 


 


7-11. 利用者とスタッフとの間で、良好なコミュニケーションを図るための場 
①店舗内における飲食や買物の際に、利用者が気軽にスタッフへ声を掛け 


やすい人員配置の方法や空間的な設え方の工夫がなされている。 
 


 
Irschenberg Sued 


利用ニーズの把握にも一役買っているコ


ミュニケーション 


 


 
Worthersee 


スタッフに声を掛けやすい目線高さとガ


ラスの仕切り 


 


 
Worthersee 


イベントスペースとしても活用可能 


 


 
Deutsch-Wagram 


地域の子どもたちの誕生パーティーも開


催可能 


 
③建設時や改修・リニューアル時において、利用者や周辺地域の声を検討す 


るための意見収集の場や方法が工夫されている。 
 


 
Irschenberg Sued 


日常的な利用において会話の中からニ


ーズを把握 


 


 
Ybbs 


スタッフにも意見収集の結果を掲示 


 


 


 


 


 


 


 


②看板やポスター、のぼり旗などは、賑やかさを失わない程度に雑多な雰囲気とな


らないようバランスよく設えられている。 


 


②サービスエリア内で行われるイベントでは、利用者が良好なコミュニケーションを


図ることのできる場が設けられている。 
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7-12. 様々な世代の余暇活動に対するニーズを捉えた取り組み 
①サービスエリアにおける利用者の声を把握するためのアンケート用紙 


などが分かりやすい場所に設置されている。 
 


 
Worthersee 


インフォメーションにおけるアンケートの


設置 


 


 
Kammern 


アンケート用紙のレストラン内への設置 


 


 
Kammern 


余暇活動のニーズを捉えたイベント活動 


 


 
Guntramsdort 


学会などの本格的な会議にも使用可能


な貸室 


 
③高齢者や障害者、外国人といった利用者の余暇活動に対するニーズを捉え 


た取り組みが行われている。 
 


 
Worthersee 


定期的ななニーズ把握 


 


 
Ybbs 


多様な利用者（家族連れ等）のニーズも


把握 


 


4. まとめ 


休憩の質を高めるために国内の文献調査より作成した 111の小項目は、環境の質という QOL


の概念を包括した WHO 基本指針を満たし、さらに「環境の分かりやすさ」、「空間の計画・運


営」といった新たな考え方を取り入れた小項目となった。また EURO TEST との比較検証によ


って 27 項目の合致と 36項目の必要性が確認できたことから、63項目は必要性を有している


といえる。残りの 48項目については不必要又は判断できないというヒアリング結果となった


が、現地調査によると半数程度が実施され、未実施の項目は存在しなかったことから真に不


必要であるかについての確認ができなかった。48項目が不必要または判断できないという回


答の要因は、EURO TEST が SA 運営者側ではなく、自動車クラブから組織される SA 利用者側


の立場で項目を作成していること、日本と欧州における高速道路 SAについての考え方、文化


の違いによるものと推測される。 


つぎに、小項目と EURO TEST の質的項目について比較する。EURO TEST の 110 項目の構成


は、食事の味、売店の品ぞろえ、価格、トイレの衛生試験といった質的ではなく量的な項目


が半数近くあることがヒアリングによりわかっている。 よって EURO TESTの質的な評価項目


は 110 項目の半数の 50 項目程度である。また、111 項目すべてが 3－3 の調査により確認で


きている。 


以上から必要性が確認された質的な 63の小項目は、EURO TESTの質的な評価項目と妥当性


を有していると考えられる。 


 


②年齢や性別に応じた様々な世代の余暇活動に対するニーズを捉えたイベントな


どの実施がなされている。 
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第 3 章 SA 環境評価指標の定義 


 


1. 調査目的 


本章では前章の文献調査（学術的視点）に基づき作成し、項目の妥当性を確認した 111 項


目を用いて SA施設の管理者及び利用者に必要度を評価するアンケート調査を実施する。これ


により学術的視点、管理者視点、利用者視点という 3つの属性(以下、3属性）の視点からの


分析が可能となり、3属性の視点を分析により融合することにより、将来あるべき SAの姿を


見据えた休憩の質向上に資する環境評価指標を定義することを目的とする。 


 


2. 調査概要 


2-1. 調査箇所の選定 


 本調査では、以下の二つのアンケート調査を行う。なお、アンケート用紙は 111 小項目に


基づき構成されており、二つの調査ともに共通のものを用いている。 


 表１、表２に調査対象施設の一覧と各施設の特性を示す。 


(1)管理者アンケート調査 


日本国内には 700 を超える SA がある。その中で民営化以降に新築、改修済で多くの工夫、


新しい取り組みが行われている箇所及び今後改修を計画する箇所について規模、地域に偏り


が生じないよう抽出する。新築・改修済が 33箇所（NEXCO3社とも 11箇所）、今後改修を計画


有が 32 箇所（NEXCO東・中日本 11箇所、NEXCO西日本 10箇所）の計 65施設を管理者アンケ


ートの対象施設とする。今後改修を計画している箇所を対象に含めた理由は、管理する責任


者が現状の整備状況を把握するとともに将来の改修計画を見据えているため現場環境への意


識が高いためである。 


 (2)利用者アンケート調査 


 調査対象施設は、管理者アンケート調査と同様の 65 施設から①スケール（規模）、②レイ


アウト（配置）、③プログラム（機能）といった三つの特性に基づき分類されるグループの中


から会社、地域のバランスを考慮して代表施設を選定した。調査対象者は 9 施設に来訪する


利用者である。調査時期は 2012 年 9 月初旬から 10 月下旬までの 2 ヵ月間であり、利用者が


多く来訪する休日としている。 


 なお、三つの特性は以下のように整理される。 


①スケール：「駐車台数」は健常者用と障害者用の各小型車・大型車の駐車台数を算出し、平


均値以上・未満を判断する。「店舗面積」は平面図から利用者が歩行する動線部分の専有面積


を算出し、「トイレ数」は男性用・女性用・障害者用の便器数を算出し、それぞれ平均値以上・


未満を判断する。 
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②レイアウト：「駐車場配置」は小型車と大型車の駐車マスが縦並びの平行配置であるか、横


並びの並列配置であるかを判断する。「店舗配置」「トイレ配置」は店舗施設やトイレ施設が


単数配置であるか、複数配置であるかを判断する。なお、いずれにも該当しない場合はその


他とする。 


③プログラム：表２に示される諸機能は、店舗施設において見られる代表的な機能である。


ここでは、レストラン、軽食コーナー、カフェ、ベーカリー、コンビニ、売店、インフォメー


ション、ハイウェイ情報ターミナル、入浴、ティーサービス、郵便ポスト、FAX、キャッシュ


コーナー、インターネット設備、ドッグラン、ベビーコーナー、喫煙所、スマートインターチ


ェンジ、といった 18機能を挙げており、各機能の有無を判断する。 


調査は 9 施設の各々の現地において実施するものであり、利用者が環境評価指標における


111小項目の各々について、必要度（6 段階評価）を対面式で記入する方法である。なお、各


施設において独自の取り組みや工夫がある場合には、補足的に自由意見を収集している。 


図１は、利用者アンケート調査における調査対象施設選定のためのクラスター分析結果を示


す。その結果、全 65施設は図１に示される分類の主な特徴に基づき、3つのグループ「小規


模・小機能グループ（G1）」「大規模・多機能グループ（G2）」「大小規模混在・多機能グループ


（G3）」に分類されることが明らかとなった。これらは、全ての特性が相互に関連し合い分類


されているが、その中でも大きく影響を及ぼしている特徴を挙げると、以下のように説明さ


れる。 


小規模・小機能グループ（G1）の主な特徴は、駐車場規模や店舗規模が比較的小さいこと


である。また、駐車配置に傾向は見られないものの、店舗配置やトイレ施設配置が複数では


なく単数である。トイレの男性小便器数は比較的少ない。レストランとインフォメーション


コーナーがなく、ベビーコーナーもないなど、全体的に機能が少ないと言える。 


大規模・多機能グループ（G2）の主な特徴は、駐車場規模や店舗規模が比較的大きいこと


である。また、店舗配置は比較的複数のものが見られ、トイレ施設配置は概ね単数ではなく


複数である。トイレの男性小便器数は比較的多い。レストランとインフォメーションコーナ


ーがあり、ベビーコーナーもあるなど、全体的に機能が多いと言える。 


中規模・多機能グループ（G3）の主な特徴は、駐車場規模や店舗規模が中程度なことであ


る。また、店舗配置が複数ではなく単数である点は G1と同様であるものの、トイレ施設配置


が単数ではなく複数である点は G2と同様であり、それぞれに違いが見られる。トイレの男性


小便器数は比較的多い。レストランとインフォメーションコーナーがあり、ベビーコーナー


もあるなど、全体的に機能が多い点は G2と同様である。 


これらを踏まえ、利用者アンケート調査における調査対象施設は 3 つのグループのいずれ


かを含むことを条件に、『三木 SA（下り）』『駿河湾沼津 SA（上り）』『都筑 PA（上り）』『菅生
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PA（下り）』『諏訪湖 SA（下り）』『那須高原 SA（下り）』『広川 SA（下り）』『小谷 SA（下り）』


『牧之原 SA（下り）』の 9施設とした。なお、3つのグループから選出される調査対象施設数


は、G1 が少なく G3 が多いといったばらつきが生じているのは、小規模グループより大規模


グループの方がアンケート回収が期待できるためである。  


図１ 利用者アンケート調査における調査対象施設選定のためのクラスター分析 
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 表１ 調査対象施設の一覧と各施設の特性（スケール・レイアウト） 







 
 
 


57 


 


表２ 調査対象施設の一覧と各施設の特性（プログラム） 
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2-2. 管理者アンケート調査概要(管理者視点) 


調査対象者は 65 施設の各施設の中でのトイレ（建設・管理の別）、商業施設（建設・管理


の別）、駐車場を担当する 5 部署における責任者とする。65 施設 5 部署でのアンケートに回


答した人数である 325 総回答数のうち、111 項目に対しての回答率が 9 割以上の 235 回答数


を有効回答とする。なお、調査期間は 2012年 8月初旬から 9月中旬の 1か月半である。アン


ケート用紙は配付、回収する方法とする。内容は 111 項目すべてについて、必要度を 6 段階


評定法（1.とても必要、2.必要、3.やや必要、4.あまり必要ない、5.必要ない、6.まったく必


要ない）で評価する。またアンケートの前提条件は特定の SA の評価ではなく SA 全体像の評


価とする。 


2-3. 利用者アンケート調査概要(利用者視点) 


調査対象者は 9 施設において無作為に抽出し、協力を得たれた利用者である。男性 52％、


女性 48％、夫婦を含めた家族が 6割程度であり、トイレ、気分転換、食事、娯楽を目的とす


る。9 施設でのアンケートに回答した人数である 691 総回答数（施設別回答数の最低 56、最


高 101、平均 76.8、標準偏差 14.1）のうち、111 項目に対しての回答率 9 割以上の 647 回答


数（施設別回答数の最低 54、最高 94、平均 71.9、標準偏差 12.7）を有効回答とする。なお、


調査期間は 2012 年 9 月初旬から 10 月下旬の 2 ヵ月間とし、家族が多い休日とする。調査方


法は利用者と対面方式とし、管理者アンケートと同様の内容及び前提条件とする。 


2-4. 調査結果の分析方法 


2-4-1. 分析の手順 


 本章の分析手順は次の 2段階で行われる。 


①第一段階：111小項目と調査別因子の関係性 


「学術的な視点」・「施設管理者の視点」・「利用者の視点」といった 3 属性の視点を統合する


ために文献調査（第 2章）・施設管理者アンケート調査（第 3章）・利用者アンケート調査（第


3章）から得られた各々の因子を用いて多重コレスポンデンス分析を行い、111小項目と調査


別因子の関係性を明らかにする。 


②第二段階：統合された最終的な次元、カテゴリーとその特性 


第一段階の多重コレスポンデンス分析の結果から得られたオブジェクトスコアを小項目とし


たクラスター分析を行い、調査別因子を統合し、最終的な次元、カテゴリーとして類型化す


ると共にその特性を明確化する。 


 なお、多重コレスポンデンス分析とは、3つ以上の質的変数（性別や職業など一般に数や量


では測れない変数）間の関係性を明らかにする場合に用いられ、この分析では質的変数間の


距離（類似性）を視覚的に観察できるよう布置図が得られる。図８における 111 小項目と調


査別因子の布置図がこれにあたる。また、クラスター分析とは、対象間に類似度あるいは相
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違の程度（非類似度）を定義できるとき、その数値に基づいて似たものを集めて、いくつか


の集合（クラスター）に類型化する方法である。図８における 111 小項目と調査別因子の布


置図にある実線で囲まれた部分が類型化された結果であり、3 属性の視点が統合された最終


的な因子を示している。 


 


3. 調査結果と考察 


3-1. 必要度の結果 


3-1-1. 学術的視点での調査結果 


EURO TESTとの比較により、111項目中 63項目が必要、44項目が判断できない、4項目が


必要無いという結果であった。ただし、管理者・利用者アンケートの必要度結果（表６）は


111 項目すべてが平均値 3 以下であり必要性が確認されている。平均値が 1 に近づくほど必


要度が高いと判断される。特に EURO TESTで不必要と判断された 4項目は、必要度 2.11（NO.62）、


2.27（NO.66）、2.69（NO.67）、 2.77（NO.68）であり他項目と同等に必要性が高い。NO.で表


す項目番号は、第 2章 の表３及び本章の表６の項目を示す。 


3-1-2. 管理者・利用者視点での調査結果 


(1)管理者アンケート調査の結果 


 65 施設 5部署の総数 325件のうち、全 111小項目に対する回答率が 9割以上の有効回答数


は 235 件（有効回答率 72.3％）である。図２は管理者と利用者のアンケート調査における必


要度（6段階評価）の平均値を示しており、通し番号は前章における表２の通し番号と一致し


ている。ここでは、前章より纏められた 7 つの因子に基づき、管理者と利用者の必要度の平


均値を比較しており、平均値が 1 に近づくほど必要度が高いと管理者に判断されたことを示


している。必要度が 2以下となる因子を見ると、「1. 安全・安心の確保」や「2. 健康的な環


境を保つための取り組み」といった因子に対する必要度が高い。一方、極端に必要度が低い


回答は得られなかった。従って、管理者は 111 小項目のいずれの項目に対しても、概ね平均


値以上に必要度が高いと判断していることが明らかとなった。 
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(2)利用者アンケート調査の結果 


 利用者アンケート調査は、総数 692 件のうち、全 111 小項目に対する回答率が 9 割以上の


有効回答数は 647件（有効回答率 93.5％）である。 


 図２より管理者と同様に必要度が 2以下となる因子を見ると、「1. 安全・安心の確保」と


いった因子に対する必要度が高いことがわかる。一方、極端に必要度が低い回答は得られな


かった。従って、利用者の場合も、111小項目のいずれの小項目に対しても概ね必要度が高い


と判断していることが明らかとなった。さらに、利用者と管理者を比較して見ると、7因子の


うち 6 因子において利用者よりも管理者のほうが必要度を高く判断していることがわかる。


従って、施設環境改善に向けた管理者の高い意識が明らかとなった。 


 図３から図６は、世代別に見た性別、利用者数、同伴状況、利用目的の単純集計結果を示


す。ここでいう世代別とは、年齢別人口のうち労働力の中核をなす 15 歳以上 65 歳未満を生


産年齢人口世代とした場合、15歳未満を年少人口世代、65歳以上を老年人口世代とした分類


のことである。共通する全体の傾向として、男女ともに生産年齢人口世代が最も多く、次い


で老年人口世代からの回答となっている。 


 図３より性別を見ると、未回答を除き男性が 52.2％、女性が 47.3％である。 


 図４より利用者数を見ると、3 名以上の複数名の場合が 45.5％、2 名のみの場合が 45.1％


図２ 管理者と利用者における必要度の平均値比較 
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となっており、1名のみ場合は 9.2％である。複数名の場合よりも、2名のみの場合のほうが


老年人口世代においてやや多い回答が得られている。 


図５より同伴状況を見ると、家族（34.6％）＞夫婦（25.7％）＞友人（12.5％）＞その他（2.9％）


の順となっている。ここでは家族を 3 名以上の集団と判断しており、夫婦 2 名は別にしてい


るが、夫婦を含めた家族で見た場合には 60.3％であり、6 割程度が家族からの回答となって


いる。 


 図６より利用目的を見る。複数回答可としているため、当該項目を選択している場合と選


択しなかった場合に分けて判断している。その結果、利用目的はトイレ＞気分転換＞食事＞


娯楽の順となっている。 


 


 


 


図３ 世代別の性別 


図４ 世代別の利用者数 
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【施設 NO.42】                       【施設 NO.5】 


図５ 世代別の同伴状況 


図６ 世代別の利用目的（複数回答可） 
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【施設 NO.47】                       【施設 NO.37】 


 


従って、利用者アンケート調査の結果は、概ね生産年齢人口世代の男女半数程度で、3名以上


又は夫婦といった家族連れからの回答を得ているものと考えられる。図７はアンケート調査


風景を示す。 


3-2. 管理者・利用者視点での因子抽出結果 


 二つの調査では、ともに 111 小項目に対する必要度を求めている。その 111 小項目に基づ


き、新たな因子としての潜在的な因子を抽出するためには、因子分析を行うことが有効であ


る。そこで、二つの調査ともに因子分析（主因子法、プロマックス回転）を行う。 


(1)管理者アンケート調査の必要度に基づく因子 


表３は、管理者アンケート調査の因子分析結果を示す。 


この表は結果を分かりやすく表示するため、因子ごとに因子負荷量の絶対値が大きいものか


ら降順に並び替えている。抽出された 7 つの因子は、各々のα係数（信頼度）が 0.7 以上で


あることから、内的整合性が高いと判断できる。また、因子 1 から因子 7 までの累積寄与率


を見ると、因子 7までで 50.9％となっていることが分かる。これは因子 7までで全体の 5割


以上の説明が可能であることを示している。 


各因子における因子負荷量は 0.3 以上のものを一つのまとまりとして見なすことが多い。


例えば因子 1では小項目 NO.63の因子負荷量は 0.715であり、小項目 NO.4 の 0.371 までが降


順に並び替えられ、20小項目で一つのまとまり、すなわち因子を形成している。なお、各小


項目の番号は第 2 章表１、表２と同様である。その内容を見てみると、利用者のニーズを捉


える取組みに関する小項目（NO.41、63、70、76、78、、97、98、99、101、102）や、周辺環境


や資源の再利用などに関する小項目（NO.12、85、87、94）、さらには環境デザインを行う上で


の全体的なコーディネートや素材を活かしたテーブル・ベンチや遊具などに関する小項目


（NO.4、26、38、44、59、103）によるまとまりであると捉えることが出来る。従って、因子


図７ 利用者アンケート調査風景 
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1を「1. 休憩ニーズの把握に基づく資源の再利用や素材感覚に順応した環境デザイン」と命


名する。 


以下、同様の手順で因子の命名を行った結果、「2. 分かりやすい設えを踏まえた使いやす


さ」「3. 屋内外における快適なサービスに基づく地域の独自性」「4. 環境負荷の軽減に向け


た耐久性を配慮した取り組み」「5. 自然環境や景観、施設への適度な距離感と近づきやすさ」


「6. 誰もが分かりやすい明瞭な空間性」「7. 衛生面や美観上から見た清潔感の確保」である。


なお因子として抽出されなかった小項目は 33小項目である。 


 


 


 


(2)利用者アンケート調査の必要度に基づく因子 


 表４は、利用者アンケート調査の因子分析結果を示す。 


 因子分析の結果は、管理者アンケート調査の場合と同様に判断する。利用者アンケート調


査からは 8つの因子が明らかとなった。各因子の命名は、「1. 素材や空間、各種情報やサー


ビスなどを活かして魅力的に生み出される環境の分かりやすさ」「2. 安全・安心への配慮や


事前対策」「3. 地球環境の保全を意識したサステナブルな取り組み」「4. 休憩ニーズの把握


表３ 管理者アンケート調査の因子分析 
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に基づく地域資源と連携した親しみやすさ」「5. 屋内外の休憩スペースや水廻りにおける快


適な環境」「6. 子供連れの家族に配慮した計画」「7. 長期的な利用のための維持管理」「8. 誰


もが利用しやすくするための環境支援」である。なお、因子として抽出されなかった小項目


は 4小項目である。 


 


3-3. 3 属性の視点を統合した新たな次元の抽出 


(1)3属性別の因子の抽出 


111 項目について、3属性別に共通要素をもつ項目を因子として分類する。学術的視点では、


文献調査を基に作成した項目を因子と置き換え、管理者視点、利用者視点は、アンケート調


査の必要度に基づく因子分析から因子の抽出を行う。表５及び①②③の因子を示す。 


表４ 利用者アンケート調査の因子分析 







 
 
 
66 


(2)111 項目と 3 属性別因子の関係性の確認 


3属性の視点を統合するために、各視点から得られた因子（表５）を用いて多重コレスポン


デンス分析を行いその関係性を明らかにする。 


(3)3属性の視点を統合した最終的な次元、カテゴリーの抽出 


多重コレスポンデンス分析の結果から得られたオブジェクトスコアを指標としたクラスタ


ー分析を行い、3属性の視点別因子を統合し、最終的な次元、カテゴリーとして類型化すると


ともにその特性を明確にする。結果は図８とする。 
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表５ 多重コレスポンデンス分析に用いる 3つの調査別因子一覧 
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①文献調査（第 2 章）より導かれた 7 因子 


 「学術的な視点」として書誌学的文献調査（第 2 章）より導かれた因子は、次の 7 因子で


ある。 


1. 安全・安心の確保 


2. 健康的な環境を保つための取り組み 


3. 利用しやすさに配慮した工夫 


4. 快適な感覚の受けやすさ 


5. 環境の分かりやすさ 


6. 空間の計画・運営 


7. 持続可能な環境の創出 


 


②施設管理者アンケート調査（第 3 章）より導かれた 8 因子 


 「施設管理者の視点」として必要度に基づく施設管理者アンケート調査（第 3 章）より導


かれた因子は、次の 8因子である。 


1. 休憩ニーズの把握に基づく資源の再利用や素材感覚に順応した環境デザイン 


2. 分かりやすい設えを踏まえた使いやすさ 


3. 屋内外における快適なサービスに基づく地域の独自性 


4. 環境負荷の軽減に向けた耐久性を配慮した取り組み 


5. 自然環境や景観、施設への適度な距離感と近づきやすさ 


6. 誰もが分かりやすい明瞭な空間性 


7. 衛生面や美観上から見た清潔感の確保 


8.その他 


 


③利用者アンケート調査（第 3 章）より導かれた 9 因子 


 「利用者の視点」として必要度に基づく利用者アンケート調査（第 3 章）より導かれた因


子は、次の 9因子である。 


1. 素材や空間、各種情報やサービスなどを活かして魅力的に生み出される環境の分かりやす


さ 


2．安全・安心への配慮や事前対策 


3．地球環境の保全を意識したサステナブルな取り組み 


4．休憩ニーズの把握に基づく地域資源と連携した親しみやすさ 


5．屋内外の休憩スペースや水廻りにおける快適な環境 


6．子供連れの家族に配慮した計画 
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7．長期的な利用のための維持管理 


8．誰もが利用しやすくするための環境支援 


9. その他 


 


111 項目の各項目が表１、2、3 の 3 属性の因子に分類され、それぞれの因子番号を点数と


した 3変数（表５）を持つ。3変数を用いた多重コレスポンデンス分析により質的変数間の類


似性をオブジェクトスコアで算出し、視覚的に図８の布置図に示す。例えば項目 NO.1は 3変


数 1,5,2 となりオブジェクトスコアは X 軸 0.069,Y 軸-3.23 となる。そのオブジェクトスコ


アを用いたクラスター分析により類似性の高い項目を新たな次元として定義する（図８の実


線で囲まれた部分）。次元が構成されるクラスターとなる際の類似度係数を図２の各次元の下


に記載する。定義された新たな次元は 1.安心・安全への支援、2.衛生保持への支援、3.心地


よさへの支援、4.安定した設えへの支援、5.利用しやすさへの支援、6.維持管理への支援、7.


環境多様性への支援である。なお、次元を補足的に分類可能なものについてはカテゴリーと


する。 


 


4. 次元の定義 


 3 属性を統合した新たな次元、それを構成する項目が休憩の質を向上させる環境評価指標


として示される（表６）。再統合した項目の集まりから各次元の意味を(1)から(7)に定義する。


なお、3.心地よさへの支援、5.利用しやすさへの支援、7.環境多様性への支援の 3 つの次元


については補足的にカテゴリーを設けるが、これは 7 次元の項目数が 7 から 30 の偏りがあ


り、指標として運用、利用しやすさを考慮したものである。 


定義された次元とそれに該当する項目、項目の具体的事例写真 a,b、項目の必要度調査結果


（国内、欧州）、及び項目の管理者、利用者別の因子分析結果（因子番号、因子負荷量）をま


とめた環境評価指標を表７に示す。次元にカテゴリーが存在するものは表７の次元欄に 2 段


書きで示す。各次元、カテゴリーの中で必要度が高い項目順に記載する。事例写真 a,b は欧


州休憩施設の写真である。また、図９、図１０では、各施設当たりの環境評価を表すレーダ


ーチャートを示す。 
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表６ その 1）統合された環境評価指標一覧 
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エ
リ


ア
規


模
の


大
小


に
よ


ら
ず


、
駐


車
場


か
ら


園
地


や
各


種
施


設
ま


で
の


歩
行


距
離


が
極


端
に


長
く
な


ら
な


い
（
概


ね
2
ｍ


を
超


え
な


い
）
よ


う
計


画
さ


れ
て


い
る


。


店
舗


内
の


休
憩


ス
ペ


ー
ス


の
利


用
に


つ
い


て
、


高
齢


者
や


障
害


者
へ


の
配


慮
が


な
さ


れ
て


い
る


。


高
齢


者
や


車
椅


子
利


用
者


の
移


動
が


想
定


さ
れ


る
動


線
に


お
い


て
は


凹
凸


が
生


じ
な


い
よ


う
バ


リ
ア


フ
リ


ー
対


応
が


な
さ


れ
て


い
る


。


利
用


者
が


通
る


通
路


や
利


用
さ


れ
る


設
備


の
前


に
植


木
鉢


な
ど


の
障


害
物


を
設


置
し


な
い


な
ど


の
配


慮
が


な
さ


れ
て


い
る


。


快
適


に
買


物
が


行
え


る
よ


う
過


度
の


混
雑


を
緩


和
す


る
た


め
の


工
夫


や
、


商
品


購
入


の
た


め
に


長
蛇


の
列


が
で


き
な


い
よ


う
な


配
慮


が
な


さ
れ


て
い


る
。


ベ
ビ


ー
カ


ー
利


用
に


よ
る


乳
幼


児
を


含
む


家
族


連
れ


や
車


椅
子


利
用


者
を


考
慮


し
て


、
極


力
、


傾
斜


路
を


設
け


な
い


フ
ラ


ッ
ト


な
床


面
と


す
る


こ
と


や
、


滑
り


に
く
い


床
面


素
材


を
用


い
て


タ
イ


ヤ
が


溝
に


は
ま


ら
な


い
よ


う
配


慮
を


す
る


な
ど


の
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


交
通


情
報


が
逐


次
提


供
さ


れ
る


よ
う


大
型


モ
ニ


タ
・
ス


ク
リ


ー
ン


な
ど


が
設


置
さ


れ
て


い
る


。


高
齢


者
や


障
害


者
に


対
し


、
必


要
に


応
じ


て
手


助
け


を
行


う
な


ど
の


配
慮


を
行


っ
て


い
る


、
ま


た
は


心
掛


け
て


い
る


。


電
子


情
報


以
外


に
も


、
交


通
情


報
や


各
種


施
設


の
情


報
、


な
ら


び
に


周
辺


地
域


の
イ


ベ
ン


ト
情


報
が


入
手


し
や


す
い


よ
う


掲
示


物
や


配
布


物
な


ど
に


工
夫


が
な


さ
れ


て
い


る
。


手
洗


い
水


栓
は


、
自


動
化


・
温


水
化


が
図


ら
れ


て
い


る
と


と
も


に
、


停
電


時
な


ど
を


配
慮


し
て


手
動


水
栓


も
併


設
さ


れ
て


い
る


、
あ


る
い


は
自


家
発


電
設


備
の


回
路


に
接


続
さ


れ
て


い
る


。


各
種


設
備


に
関


し
て


故
障


時
に


も
対


応
し


や
す


い
よ


う
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


ト
イ


レ
に


お
け


る
洗


面
台


や
自


動
手


洗
い


水
栓


、
便


器
に


付
随


す
る


ウ
ォ


シ
ュ


レ
ッ


ト
な


ど
の


一
般


的
な


設
備


や
、


オ
ス


ト
メ


イ
ト


対
応


設
備


な
ど


が
使


い
や


す
い


よ
う


表
示


方
法


や
配


置
に


工
夫


が
な


さ
れ


て
い


る
。


給
油


の
渋


滞
が


生
じ


て
も


本
線


に
影


響
が


無
い


よ
う


、
給


油
所


は
出


口
側


に
配


置
す


る
な


ど
の


配
慮


が
な


さ
れ


て
い


る
。


駐
車


場
か


ら
各


種
施


設
、


も
し


く
は


各
種


施
設


か
ら


駐
車


場
へ


の
誘


導
を


容
易


に
す


る
た


め
、


歩
車


道
の


舗
装


や
建


物
の


デ
ザ


イ
ン


、
サ


イ
ン


な
ど


に
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


レ
ス


ト
ラ


ン
や


軽
食


コ
ー


ナ
ー


な
ど


の
食


事
は


、
利


用
者


に
満


足
さ


れ
る


よ
う


、
独


自
の


工
夫


や
取


り
組


み
を


行
っ


て
い


る
。


店
舗


内
は


休
憩


や
買


物
を


快
適


に
行


う
た


め
の


開
放


的
な


空
間


と
な


っ
て


い
る


。


ト
イ


レ
で


は
混


雑
時


の
行


列
や


待
ち


合
わ


せ
に


も
対


応
で


き
る


ゆ
と


り
の


あ
る


空
間


が
確


保
さ


れ
て


い
る


。


屋
外


休
憩


ス
ペ


ー
ス


に
お


い
て


も
、


雨
や


風
を


あ
る


程
度


防
ぐ


こ
と


が
で


き
、


快
適


な
環


境
が


確
保


さ
れ


る
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


運
転


の
疲


れ
を


リ
フ


レ
ッ


シ
ュ


す
る


た
め


の
自


然
豊


か
な


環
境


が
十


分
に


取
り


込
ま


れ
て


い
る


。


店
舗


内
の


オ
ー


プ
ン


ス
ペ


ー
ス


に
対


し
て


有
料


・
無


料
問


わ
ず


、
利


用
し


や
す


い
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


ベ
ビ


ー
コ


ー
ナ


ー
が


分
か


り
や


す
い


位
置


に
配


置
さ


れ
、


利
用


し
や


す
い


配
慮


が
な


さ
れ


て
い


る
。


看
板


や
ポ


ス
タ


ー
、


の
ぼ


り
旗


な
ど


を
バ


ラ
ン


ス
よ


く
設


置
し


て
い


る
。


駐
車


場
や


店
舗


の
案


内
図


が
分


か
り


や
す


い
よ


う
大


き
さ


や
配


置
の


仕
方


に
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


自
然


光
の


取
り


入
れ


方
や


照
明


の
当


て
方


に
よ


り
、


清
潔


な
雰


囲
気


や
暖


か
な


雰
囲


気
が


創
り


出
さ


れ
て


い
る


。


不
快


な
音


を
取


り
除


き
、


心
地


よ
い


効
果


音
や


音
楽


な
ど


を
流


す
よ


う
な


工
夫


が
な


さ
れ


て
い


る
。


周
辺


環
境


や
状


況
に


応
じ


て
、


広
告


や
看


板
な


ど
と


紛
ら


わ
し


い
サ


イ
ン


に
つ


い
て


は
、


設
置


す
る


位
置


や
個


数
の


調
整


、
独


自
の


サ
イ


ン
を


追
加


す
る


な
ど


の
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


肌
触


り
の


良
い


自
然


素
材


の
椅


子
・
テ


ー
ブ


ル
や


ベ
ン


チ
、


遊
具


な
ど


が
提


供
さ


れ
て


い
る


。


店
舗


内
に


常
設


さ
れ


て
い


る
案


内
所


以
外


に
も


、
利


用
者


へ
の


対
応


を
行


う
人


員
や


仕
組


み
な


ど
が


確
保


さ
れ


て
い


る
。


食
欲


や
購


買
欲


を
そ


そ
る


よ
う


な
食


品
・
商


品
の


陳
列


や
匂


い
な


ど
の


効
果


的
な


演
出


等
工


夫
し


て
い


る
。


銘
柄


や
パ


ッ
ケ


ー
ジ


が
似


て
い


る
商


品
は


区
別


し
や


す
い


よ
う


コ
ー


ナ
ー


や
ゾ


ー
ン


に
分


け
て


陳
列


す
る


な
ど


の
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


サ
イ


ン
の


種
類


や
色


彩
・
形


状
、


文
字


の
大


き
さ


は
、


N
E
X


C
O


の
マ


ニ
ュ


ア
ル


に
沿


い
、


統
一


的
に


標
準


化
さ


れ
た


も
の


が
用


い
ら


れ
て


い
る


。


利
用


者
の


待
ち


合
わ


せ
ス


ペ
ー


ス
や


洗
面


台
な


ど
、


利
用


者
の


気
持


ち
が


和
や


か
に


な
る


よ
う


な
配


慮
（
花


を
飾


る
な


ど
）
を


行
っ


て
い


る
。


駐
車


場
に


戻
る


際
に


、
止


め
た


車
の


位
置


が
分


か
り


や
す


い
よ


う
歩


行
者


の
た


め
の


サ
イ


ン
な


ど
が


設
置


さ
れ


て
い


る
。


店
舗


内
の


主
要


通
路


と
券


売
機


や
商


品
な


ど
に


関
連


す
る


サ
イ


ン
や


看
板


が
分


か
り


や
す


く
示


さ
れ


て
い


る
。


個
別


に
情


報
が


入
手


で
き


る
よ


う
無


線
L
A


N
な


ど
の


イ
ン


タ
ー


ネ
ッ


ト
環


境
が


構
築


さ
れ


て
い


る
。


繁
忙


期
や


日
常


の
混


雑
時


間
帯


に
お


い
て


も
、


利
用


者
が


困
ら


な
い


よ
う


陳
列


方
法


や
品


揃
え


が
工


夫
さ


れ
て


い
る


。


店
舗


の
出


入
口


か
ら


軽
食


コ
ー


ナ
ー


や
お


土
産


コ
ー


ナ
ー


な
ど


の
経


路
が


選
択


さ
れ


や
す


い
よ


う
主


要
通


路
の


近
く
に


商
品


を
陳


列
す


る
な


ど
の


工
夫


が
な


さ
れ


て
い


る
。


画
一


的
に


な
ら


な
い


よ
う


季
節


や
流


行
の


変
化


に
応


じ
た


商
品


の
陳


列
方


法
が


計
画


さ
れ


て
い


る
。
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ン


フ
ォ


メ
ー


シ
ョ


ン
や


コ
ン


シ
ェ


ル
ジ


ュ
な


ど
の


案
内


所
の


位
置


か
ら


、
店


舗
内


が
全


体
的


に
見


渡
せ


る
よ


う
に


な
っ


て
い


る
。


駐
車


場
内


に
お


け
る


歩
行


者
用


の
分


離
帯


や
横


断
歩


道
な


ど
が


明
確


に
示


さ
れ


て
い


る
。


運
転


の
途


中
で


生
じ


た
ト


イ
レ


休
憩


な
ど


の
生


理
的


欲
求


に
対


応
す


る
と


い
っ


た
短


時
間


で
の


利
用


が
可


能
な


歩
行


動
線


が
確


保
さ


れ
て


い
る


。


ト
イ


レ
休


憩
や


気
分


転
換


と
い


っ
た


休
憩


行
為


か
ら


派
生


し
て


飲
食


や
買


物
に


対
応


で
き


る
よ


う
、


そ
う


し
た


コ
ー


ナ
ー


に
ア


ク
セ


ス
し


や
す


い
視


線
や


動
線


の
確


保
や


利
用


の
促


進
が


図
ら


れ
て


い
る


。


駐
車


場
側


や
ト


イ
レ


側
な


ど
の


ア
ク


セ
ス


位
置


に
よ


る
利


用
者


人
数


の
多


少
に


応
じ


た
物


販
・
飲


食
コ


ー
ナ


ー
な


ど
の


レ
イ


ア
ウ


ト
が


検
討


さ
れ


て
い


る
。


駐
車


場
や


園
地


、
屋


外
休


憩
ス


ペ
ー


ス
で


は
、


周
辺


環
境


の
景


観
を


見
渡


せ
る


よ
う


な
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


食
券


の
券


売
機


に
類


似
す


る
自


動
販


売
機


と
の


違
い


が
明


確
に


な
る


よ
う


素
材


の
形


状
や


色
、


配
置


な
ど


の
仕


方
に


工
夫


が
な


さ
れ


て
い


る
。


エ
レ


ベ
ー


タ
ー


な
ど


に
よ


る
垂


直
移


動
が


な
い


空
間


に
お


い
て


も
、


天
井


の
高


い
空


間
や


吹
き


抜
け


空
間


な
ど


に
よ


り
変


化
の


あ
る


演
出


が
な


さ
れ


て
い


る
。


屋
外


の
歩


道
や


園
地


を
散


策
す


る
際


に
、


階
段


や
ス


ロ
ー


プ
を


利
用


し
て


高
台


な
ど


の
上


部
か


ら
サ


ー
ビ


ス
エ


リ
ア


を
見


渡
せ


る
よ


う
な


場
所


が
設


け
ら


れ
て


い
る


。


回
遊


性
を


考
慮


し
た


レ
イ


ア
ウ


ト
な


ど
に


よ
り


、
そ


の
時


々
の


気
分


に
応


じ
て


楽
し


み
な


が
ら


買
物


が
で


き
る


よ
う


工
夫


さ
れ


て
い


る
。


店
舗


内
の


各
コ


ー
ナ


ー
の


空
間


的
な


特
徴


が
明


確
に


な
る


よ
う


、
陳


列
棚


や
ワ


ゴ
ン


な
ど


の
形


状
や


色
彩


に
変


化
を


つ
け


る
と


い
っ


た
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


階
段


や
エ


レ
ベ


ー
タ


ー
、


エ
ス


カ
レ


ー
タ


ー
な


ど
が


あ
る


場
合


に
は


、
そ


の
機


能
的


な
面


の
み


な
ら


ず
、


そ
れ


ら
を


利
用


し
て


周
辺


の
開


放
的


な
雰


囲
気


を
味


わ
え


る
よ


う
な


配
慮


が
な


さ
れ


て
い


る
。


歩
行


動
線


の
距


離
を


長
く


す
る


こ
と


で
商


品
に


触
れ


る
機


会
を


増
や


す
と


と
も


に
、


高
齢


者
や


障
害


者
に


と
っ


て
必


要
と


さ
れ


る
サ


ー
ビ


ス
に


対
し


て
は


距
離


が
短


く
な


る
よ


う
利


用
者


の
使


わ
れ


方
に


応
じ


た
計


画
が


な
さ


れ
て


い
る


。


外
国


人
利


用
者


に
も


配
慮


し
た


サ
イ


ン
の


表
示


方
法


な
ど


に
工


夫
が


な
さ


れ
て


い
る


。


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
に


慣
れ


て
い


な
い


利
用


者
に


と
っ


て
も


、
券


売
機


や
商


品
な


ど
を


見
通


せ
る


よ
う


陳
列


棚
の


高
さ


や
配


置
の


工
夫


が
な


さ
れ


て
い


る
。


屋
内


に
子


供
用


の
遊


び
場


や
プ


レ
イ


ル
ー


ム
が


設
け


ら
れ


て
お


り
、


見
守


り
や


す
い


工
夫


が
な


さ
れ


て
い


る
。


家
族


連
れ


利
用


に
お


け
る


子
供


の
た


め
の


屋
外


遊
び


場
な


ど
が


設
け


ら
れ


て
い


る
。


屋
外


の
休


憩
ス


ペ
ー


ス
に


は
、


テ
ー


ブ
ル


や
ベ


ン
チ


以
外


に
も


家
族


連
れ


の
利


用
者


を
考


慮
し


た
子


供
用


の
遊


び
場


な
ど


が
設


け
ら


れ
て


い
る


。


家
族


連
れ


利
用


に
お


け
る


子
供


の
た


め
の


屋
内


プ
レ


イ
ル


ー
ム


な
ど


が
設


け
ら


れ
て


い
る


。


従
業


員
が


清
掃


や
メ


ン
テ


ナ
ン


ス
を


行
う


場
所


以
外


に
も


、
用


具
の


保
管


や
休


憩
・
打


合
せ


な
ど


を
行


え
る


場
所


が
備


え
ら


れ
て


い
る


。


駐
車


場
内


や
園


地
な


ど
に


樹
木


を
主


体
と


し
た


緑
地


を
設


け
る


な
ど


、
地


球
温


暖
化


や
ヒ


ー
ト


ア
イ


ラ
ン


ド
現


象
の


抑
制


に
配


慮
し


た
取


り
組


み
が


な
さ


れ
て


い
る


。


各
種


施
設


の
構


造
は


、
立


地
条


件
や


経
済


性
、


環
境


負
荷


へ
の


影
響


を
踏


ま
え


た
耐


久
性


の
高


い
部


材
を


用
い


る
こ


と
で


、
建


築
物


の
長


寿
命


化
が


図
ら


れ
て


い
る


。


ト
イ


レ
や


店
舗


は
、


利
用


者
の


増
大


な
ど


に
対


し
て


、
規


模
の


拡
張


可
能


な
ス


ペ
ー


ス
が


確
保


さ
れ


て
い


る
。


店
舗


や
ト


イ
レ


な
ど


の
照


明
器


具
の


交
換


が
容


易
に


な
る


よ
う


電
球


の
種


類
や


個
数


、
設


置
個


所
の


工
夫


が
な


さ
れ


て
い


る
。


施
設


の
劣


化
に


対
し


て
、


設
備


類
は


容
易


に
取


り
換


え
な


ど
の


対
応


が
可


能
な


施
設


計
画


が
な


さ
れ


て
い


る
。


ト
イ


レ
は


十
分


な
清


掃
が


求
め


ら
れ


る
こ


と
か


ら
、


清
掃


用
の


給
水


栓
は


各
ト


イ
レ


、
洗


面
所


、
ト


イ
レ


外
部


に
設


置
さ


れ
て


い
る


。


換
気


設
備


は
、


そ
の


換
気


効
率


の
み


な
ら


ず
清


掃
や


故
障


時
の


メ
ン


テ
ナ


ン
ス


が
容


易
に


な
る


よ
う


配
慮


さ
れ


て
い


る
。


環
境


へ
の


影
響


を
評


価
す


る
際


は
、


計
画


・
設


計
、


建
設


、
運


用
、


廃
棄


と
い


っ
た


視
点


か
ら


ト
ー


タ
ル


に
環


境
負


荷
を


軽
減


で
き


る
手


法
を


用
い


る
な


ど
の


配
慮


が
な


さ
れ


て
い


る
。


親
水


地
や


ビ
オ


ト
ー


プ
と


い
っ


た
生


態
系


を
意


識
し


た
場


所
が


確
保


さ
れ


て
い


る
。


利
用


者
か


ら
、


ま
た


利
用


し
た


い
と


思
わ


れ
る


よ
う


な
地


域
的


な
要


素
を


取
り


入
れ


た
配


慮
を


行
っ


て
い


る
。


高
速


道
路


側
か


ら
の


み
な


ら
ず


、
周


辺
地


域
側


か
ら


の
ア


ク
セ


ス
も


考
慮


し
た


利
用


者
用


の
駐


車
場


が
設


け
ら


れ
て


い
る


。


当
該


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
が


地
域


の
活


性
化


に
も


寄
与


で
き


る
よ


う
、


地
域


ブ
ラ


ン
ド


を
取


り
入


れ
た


付
加


価
値


の
高


い
商


品
や


サ
ー


ビ
ス


の
提


供
が


な
さ


れ
て


い
る


。


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
を


他
の


地
域


に
は


な
い


特
別


な
場


所
と


し
て


楽
し


み
、


リ
フ


レ
ッ


シ
ュ


で
き


る
よ


う
な


魅
力


が
創


出
さ


れ
て


い
る


。


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
の


存
在


が
周


辺
地


域
の


住
民


に
と


っ
て


も
誇


り
と


な
る


よ
う


、
地


域
団


体
な


ど
と


の
連


携
が


図
ら


れ
て


い
る


。


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
を


取
り


囲
む


外
周


の
デ


ザ
イ


ン
が


、
周


辺
地


域
の


景
観


を
損


な
わ


な
い


よ
う


配
慮


さ
れ


て
い


る
。


建
設


時
お


よ
び


運
用


時
に


お
い


て
、


建
設


リ
サ


イ
ク


ル
法


や
グ


リ
ー


ン
物


品
購


入
法


な
ど


の
法


律
に


基
づ


き
、


環
境


負
荷


の
軽


減
が


図
ら


れ
て


い
る


。


環
境


負
荷


を
低


減
す


る
た


め
、


水
や


電
気


エ
ネ


ル
ギ


ー
な


ど
は


可
能


な
限


り
代


替
可


能
な


資
源


が
用


い
ら


れ
、


あ
る


い
は


資
源


を
再


利
用


す
る


シ
ス


テ
ム


や
体


制
が


構
築


・
運


用
さ


れ
て


い
る


。


エ
ア


コ
ン


な
ど


の
機


械
設


備
に


頼
る


だ
け


で
な


く
、


自
然


換
気


や
ル


ー
バ


ー
利


用
な


ど
に


よ
り


過
大


な
熱


負
荷


が
生


じ
な


い
よ


う
配


慮
が


な
さ


れ
て


い
る


。


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
内


の
各


種
施


設
や


駐
車


場
の


舗
装


、
ラ


ン
ド


ス
ケ


ー
プ


な
ど


の
デ


ザ
イ


ン
が


総
合


的
に


コ
ー


デ
ィ


ネ
ー


ト
さ


れ
て


お
り


、
景


観
デ


ザ
イ


ン
に


対
す


る
配


慮
が


な
さ


れ
て


い
る


。


各
種


施
設


の
熱


負
荷


を
軽


減
す


る
た


め
に


、
屋


上
緑


化
や


散
水


・
ミ


ス
ト


噴
霧


な
ど


に
よ


る
取


り
組


み
が


な
さ


れ
て


い
る


。


当
該


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
の


自
然


環
境


が
、


よ
り


有
効


に
活


用
さ


れ
る


よ
う


工
夫


が
な


さ
れ


て
い


る
。


水
や


緑
の


環
境


は
、


利
用


者
に


と
っ


て
近


づ
き


や
す


く
、


触
れ


や
す


い
存


在
と


な
る


よ
う


配
慮


が
な


さ
れ


て
い


る
。


店
舗


内
に


お
け


る
飲


食
や


買
物


の
際


に
、


利
用


者
が


気
軽


に
ス


タ
ッ


フ
へ


声
を


掛
け


や
す


い
人


員
配


置
や


空
間


と
な


る
よ


う
工


夫
し


て
い


る
。


清
掃


業
務


の
効


率
化


、
質


の
向


上
に


向
け


て
、


組
織


で
の


意
見


集
約


、
打


ち
合


わ
せ


な
ど


が
定


期
的


に
行


わ
れ


て
い


る
。


高
齢


者
や


障
害


者
、


外
国


人
と


い
っ


た
利


用
者


の
余


暇
活


動
に


対
す


る
ニ


ー
ズ


を
捉


え
た


取
り


組
み


を
行


っ
て


い
る


。


当
該


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
に


来
訪


し
た


際
の


人
数


や
予


算
、


天
候


な
ど


と
い


っ
た


要
因


に
左


右
さ


れ
ず


に
休


憩
で


き
る


場
所


が
確


保
さ


れ
て


い
る


。


建
設


時
や


改
修


・
リ


ニ
ュ


ー
ア


ル
時


に
お


い
て


、
利


用
者


や
周


辺
地


域
の


声
を


検
討


す
る


た
め


の
意


見
収


集
の


場
や


方
法


が
工


夫
さ


れ
て


い
る


。


利
用


者
が


日
常


的
に


当
該


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
へ


来
訪


す
る


場
合


や
初


め
て


来
訪


す
る


場
合


な
ど


、
そ


の
慣


れ
・
不


慣
れ


に
応


じ
て


各
種


サ
ー


ビ
ス


が
提


供
で


き
る


よ
う


考
慮


さ
れ


て
い


る
。


休
憩


行
為


を
屋


外
で


行
う


場
合


や
屋


内
で


行
う


場
合


な
ど


、
利


用
者


が
そ


の
時


々
の


気
分


に
応


じ
て


選
択


で
き


る
よ


う
多


様
な


種
類


の
休


憩
空


間
が


用
意


さ
れ


て
い


る
。


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
そ


の
も


の
を


楽
し


む
こ


と
が


で
き


、
長


い
時


間
の


滞
在


が
可


能
と


な
る


魅
力


的
な


機
能


が
付


加
さ


れ
て


い
る


。


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
に


お
け


る
飲


食
や


買
物


と
い


っ
た


機
能


や
休


憩
ス


ペ
ー


ス
や


広
場


と
い


っ
た


空
間


が
、


日
常


生
活


の
一


部
と


な
る


よ
う


な
魅


力
づ


く
り


が
な


さ
れ


て
い


る
。


清
掃


な
ど


の
維


持
管


理
面


で
支


障
と


な
っ


て
い


る
も


の
が


あ
る


、
ま


た
は


使
用


し
て


い
な


い
設


備
（
コ


ン
セ


ン
ト


、
水


栓
、


棚
な


ど
）
が


あ
る


。


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
に


お
け


る
利


用
者


の
声


を
把


握
す


る
た


め
の


、
ア


ン
ケ


ー
ト


用
紙


な
ど


を
分


か
り


や
す


い
場


所
に


設
置


し
て


い
る


。


サ
ー


ビ
ス


エ
リ


ア
内


で
行


わ
れ


る
イ


ベ
ン


ト
で


は
、


利
用


者
が


良
好


な
コ


ミ
ュ


ニ
ケ


ー
シ


ョ
ン


を
図


る
こ


と
の


で
き


る
場


と
な


る
よ


う
工


夫
し


て
い


る
。


年
齢


や
性


別
に


応
じ


た
、


様
々


な
世


代
の


余
暇


活
動


に
対


す
る


ニ
ー


ズ
を


捉
え


た
、


イ
ベ


ン
ト


な
ど


を
行


っ
て


い
る


。
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表６ その 2）統合された環境評価指標一覧 
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(1)安全・安心への支援（11項目） 


全次元の中でも必要度が最も高い。歩行環境における転倒防止、駐車場での自動車との危


険を回避するための歩車分離、見守りのための見通しなどの項目で構成される。よって、自


動車や障害物からの安全性、防犯上の安心感確保の施設整備として捉える次元である。 


(2)衛生保持への支援（8項目） 


トイレの清掃、分煙スペースの設置、臭気を未然に防ぐ措置などの清潔な状態保持や清掃


状況の項目に加え、駐車場から施設までの距離が長くならない計画という衛生面を保持する


ための建築計画の項目で構成される。よって、衛生面の保持に加え、屋外スペースにおける


健康的で快適な環境を保持する計画として捉える次元である。 


(3)心地よさへの支援（19項目） 


本次元は補足的に「3-1 .不便さへの対応」「3-2. 豊かさへの配慮」の 2つのカテゴリーに


分割可能である。店舗内の休憩スペースで高齢者や車椅子利用者へのバリアフリー、動線計


画が配慮されているという項目で構成される移動の円滑さを「不便さへの対応」とする。ま


た、快適な休憩や買物のための解放的な空間、飲食時などの豊かなサービスや空間、トイレ


前スペースのゆとりある空間、屋外でも風雨を防ぐ空間という促販に関連する豊かさ、状況


に応じた心地よさからくる豊かさを「豊かさへの配慮」とする。よって、高齢者や障害者、家


族連れや外国人といった多様な利用者に対する不便さへの対応や、より質の高い豊かな環境


を創出するための配慮としての次元である。 


(4)安定した設えへの支援（7項目） 


ベビーコーナーなど施設がわかりやすい配置や使いやすい配慮、看板やポスターがバラン


スよく設置、音や光による雰囲気づくりなどの項目で構成される。よって、安定した雰囲気


づくりや、バランスの良い環境の設えとしての次元である。 


(5)利用しやすさへの支援（30項目） 


本次元は補足的に「5-1. 情報やサービスの提供」「5-2. 空間や素材の工夫」「5-3. 多様な


利用者への配慮」の 3 つのカテゴリーとして分割可能である。案内所以外でも利用者への対


応、食欲や購買意欲をそそる陳列など効果的な演出、統一されたサインなどの項目で構成さ


れ、サービスや演出効果を「情報やサービスの提供」とする。また、案内所からの見渡し、利


用人数に応じた施設レイアウト、吹き抜けなど変化の有る空間、機械の違いにより素材の形


状や色を変えるなどの項目の施設空間構成を「空間や素材の工夫」とする。さらに、高齢者、


外国人など不慣れな方の施設利用への対応、子供の屋内外の遊び場の提供などの項目で構成


され様々な利用者への対応を「多様な利用者への配慮」とする。よって、SAを利用する際の


情報、物、空間、人に関する利用しやすさとしての次元である。 


(6) 維持管理への支援（10項目） 
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従業員の休憩、打ち合わせスペースの確保、施設の耐久性や拡張スペースの確保、設備劣


化時の更新のしやすさなどの項目で構成される。よって、長期的な維持や環境に配慮した施


設管理の次元である。 


(7)環境多様性への支援（26項目） 


本次元は補足的に「7-1. 地域資源の活用」「7-2. 自然・周辺環境との調和」「7-3. 休憩ニ


ーズの取り入れ」の 3 つのカテゴリーとして分割可能である。商品やイベントに地域独自の


要素を入れる、高速道路側だけでなく周辺地域からアクセスする駐車場などの項目で構成さ


れ、地域独自の要素による魅力創出を「地域資源の活用」とする。また、環境負荷低減のため


の代替可能資源や資源再利用の体制構築、ランドスケープデザインによる自然環境の有効活


用などの項目で構成され、環境配慮や景観デザインを「自然・周辺地域との調和」とする。さ


らに、高齢者、障がい者、外国人など世代、性別に応じた余暇に関するニーズ把握、利用者や


地域住民の要望の把握、SA が長時間滞在できる場所となるための付加価値や SA でのイベン


ト実施によるコミュニケーションの場となるなどの項目で構成され、休憩環境への要望を「休


憩ニーズの取り入れ」とする。よって、SAが立地する地域環境の独自性や自然環境を踏まえ


た施設を含む景観、休憩環境へのニーズの把握としての次元である 
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環境評価指標
事例 a


事例 b 事例 b
写真 a 写真 b


-
-


-
-


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


凡例 １） 各指標に対して事例 a は写真 a を示し、 事例 b は写真 b を示す。


２） 指標の内容を満たしている場合、 チェック欄に印をつける。


事例 a
写真 a 写真 b環境評価指標


a. 建物入口部の風除室に滑り


止めマット


a. 歩道部に 5m 程度の歩道照明


a. 駐車場のサイン、 本線方向


を表すサイン


a. 小型 ・ 大型車マスとも障害


物がなく見通しは良好


a. 遠くまで見通せるよう高い位


置にカメラを設置


a. 駐車場はアスファルト、 歩道


はインターロッキングによる舗装


b. 素材の違いで領域を明確に分離


a. 透明板、 金属製、 石を金


網に入れた遮音壁有り


b. 植栽計画などによる対策 （遮


音壁等は無し）


a. 光害等の配慮は特に無し①


b. 光害等の配慮は特に無し②


a. 店舗から離れた歩道部分に


もゴミ箱を設置


b. 可動式のタイヤが付いたゴミ箱


a. 整備された広いトイレの設置


b. 美観を意識した男子小便器


の形状


a. 独立して設けられた分煙ス


ペース


b. 自然に囲まれ園地に設けら


れた分煙スペース


a. 地下にバイオマスコンテナを設置


b. 外部に環境を配慮したバイ


オマスの設置


a. 屋外休憩スペースまでの動


線が明確な障害者用駐車場


b. 屋外休憩スペースにつながる


フルフラットな障害者用駐車場


a. 悪臭を運ばないよう地下で処


理されるバイオマス等


b. 風の強い地域性を踏まえた


流線型のデザイン


a. ゴミ箱が近くにある屋外休憩


スペース


b. 人数の増減に合わせて用意


される屋外テーブル ・ イス


a. 歩行途中でも休憩可能なベンチ


b. 長い歩行距離においても一


息休憩できる木陰


b. 商品コーナーに盗難防止用


の監視カメラを設置


b. 扉の向こう側までの見通しも確保


b. 駐車場入口部に駐車場、 レ


ストランを案内するサイン


a. 路面標示と駐車場入口の看板


b. 駐車場、 レストラン、 横断


歩道の看板


a. 小型車マス手前に大型車を


規制するガード、 看板あり


b. 小型車側は対面通行、 大型


車マスは一方通行といった工夫


b. 駐車場部に 10m 程度の照明


ポール、 歩道部に 3m 程度の


歩道照明


a. 歩道部にはインターロッキン


グで滑り止め


b. 駐車マスの間に歩道部有り


（歩車分離）


b. 主要動線にマットを 2 段階で


設置し転倒防止


a. 車椅子利用者も利用しやすい


幅広い主要通路


b. 取り外し可能な出入口ゲート


a. 移動の円滑さを妨げないバリ


アフリー対応


b. 駐車場からのアクセスが容易


な部分的な段差解消


a. 見通しを妨げない施設のフ


ラッグ （右隅）


b. 店舗までの動線が明確で見


通しの利く歩道


a. 混雑状況に応じてサブのレジ


を開放


b. 左右に動線を振り分けること


が可能な陳列レイアウト


a. 車イス通行時には着脱可能


な出入口のゲート


障害 b. 者用駐車場部分のみ


滑りにくい素材


a. 電子パネルによる情報の提示


b. 食事をしながら情報の確認


が可能な TV モニタ


a. 親身に接するためのスタッフ


教育 ・ 指導の徹底


b. 事前登録していれば使用で


きる障害者用トイレの鍵


a. パンフレットや雑誌などのラック①


b. パンフレットや雑誌などのラック②


a. シンプルでありながら分かり


やすい設置


b. イラストとともに説明する工夫


a. 自動車からの判断も可能な


誘導のサイン計画


b. 建物のデザイン自体がランド


マークとしての機能


a. 日替わりで容易されるフレッ


シュなメニュー


b. 自然素材のディスプレーも工夫


a. 見通しの効いた売店コーナー


b. 両側に人が並んでもすれ違


えるゆとりの主要通路


a. トイレ前にある展示ギャラリー


b. トイレ前に設けられた小ラウンジ


a. 雨天時にも利用可能な屋外


テラス


b. 多少の雨風ならば防ぐこと


の可能な軒下空間


a. 分離帯に設けられた緑豊か


な芝生


b. 店舗内にも自然を取り入れ


たランドスケープデザイン


a. 本線との関係を配慮した給


油所の配置


b. 渋滞が生じないよう見通しと


動線長さを確保


a. 交換も比較的容易な位置に


照明の設置


b. 手の届く範囲にある照明設備等


a. 自動水栓 （標準装備）


b. シャワー室の給湯設備の説


明有り


 ［1］ 床面の材料は滑りにくい


素材とし、 雨水などの影響を


配慮してマットを敷くなどの工


夫がなされている。


 ［2］ 暗がりによる転倒を防止


するための良好な照明計画が


なされている。


［3］ サービスエリア内で安全


に歩行できるよう人と車の領


域が明確に分離されている。


［4］ 舗装や標識、 サインや


看板などの表示に混乱が生じ


ないよう全体的なコーディネー


トがなされている。


［5］ 人や車の移動に混乱が生


じないようスムーズに誘導する


ための工夫がなされている。


［6］ 駐車場や車路において運


転者が自然に速度を落とせる


ような配慮が図られている。


［7］ 防犯上、 見守りにくい場


所をなくすための見通しが確


保されている。


［8］ 利用者のプライバシーに


配慮した上で、 防犯カメラや


非常警報装置が適切な位置


に設置されている。


［9］ 舗装の色彩や形状に変


化をつけるなどにより、 領域


を明確にすることで不安全な


場所に近づきにくい工夫がな


されている。


［10］ 車や施設から出る騒音 ・


振動を防止するために防音


壁 ・ 遮音壁や植栽計画などに


より対策がなされている。


［11］ サービスエリア周辺への


光害の影響を考慮して照明設


備や太陽光発電パネルなどの


反射材の配置を工夫している。


［12］ 衛生面や美観上からゴミ箱


の清潔な状態が維持されるよう工


夫している。


［13］ トイレのブースや大 ・ 小


便器、 洗面台などの清掃が、


より綺麗に、 より迅速に行え


るよう工夫している。


［14］ 煙草のポイ捨てなどが行


われないよう適切な位置に分


煙スペースが設置されている。


［15］ 清潔さを維持するため、


店舗やトイレなどから出る臭気


の発生を未然に防ぐ措置がと


られている。


［16］ 屋外休憩スペースの利


用について、 高齢者や障害


者への配慮がなされている。


［18］ 屋外で休憩できるテーブ


ルやベンチなどに対して利用


しやすい工夫がなされている。


［19］ サービスエリア規模の大


小によらず、 駐車場から園地


や各種施設までの歩行距離


が極端に長くならない （概ね


200ｍを超えない） よう計画さ


れている。


［17］ 快適さを維持するため、


サービスエリア内の各種施設


から生じる悪臭を卓越風が運


ばないよう、 敷地内の配置を


工夫することで未然に防ぐ配


慮がなされている。


［37］ 運転の疲れをリフレッシュ


するための自然豊かな環境が


十分に取り込まれている。


［20］ 店舗内の休憩スペース


の利用について、 高齢者や障


害者への配慮がなされている。


［21］ 高齢者や車椅子利用者


の移動が想定される動線にお


いては凹凸が生じないようバリ


アフリー対応がなされている。


［22］ 利用者が通る通路や利


用される設備の前に植木鉢な


どの障害物を設置しないなど


の配慮がなされている。


［23］ 快適に買物が行えるよ


う過度の混雑を緩和するため


の工夫や、 商品購入のため


に長蛇の列ができないような


配慮がなされている。


［25］ 交通情報が逐次提供さ


れるよう大型モニタ ・ スクリー


ンなどが設置されている。


［26］ 高齢者や障害者に対し、


必要に応じて手助けを行うな


どの配慮を行っている、 また


は心掛けている。


［29］ 各種設備に関して故障


時にも対応しやすいよう工夫


がなされている。


［30］ トイレにおける洗面台や自


動手洗い水栓、 便器に付随する


ウォシュレットなどの一般的な設


備や、 オストメイト対応設備など


が使いやすいよう表示方法や配


置に工夫がなされている。


［31］ 給油の渋滞が生じても


本線に影響が無いよう、 給油


所は出口側に配置するなどの


配慮がなされている。


［33］ レストランや軽食コー


ナーなどの食事は、 利用者


に満足されるよう、 独自の工


夫や取り組みを行っている。


［34］ 店舗内は休憩や買物を


快適に行うための開放的な空


間となっている。


［35］ トイレでは混雑時の行列や


待ち合わせにも対応できるゆとり


のある空間が確保されている。


［36］ 屋外休憩スペースにおい


ても、 雨や風をある程度防ぐこ


とができ、 快適な環境が確保


される工夫がなされている。


［32］ 駐車場から各種施設、


もしくは各種施設から駐車場


への誘導を容易にするため、


歩車道の舗装や建物のデザ


イン、 サインなどに工夫がな


されている。


［28］ 手洗い水栓は、 自動化 ・


温水化が図られているととも


に、 停電時などを配慮して手


動水栓も併設されている、 あ


るいは自家発電設備の回路


に接続されている。


［27］ 電子情報以外にも、 交


通情報や各種施設の情報、


ならびに周辺地域のイベント


情報が入手しやすいよう掲示


物や配布物などに工夫がなさ


れている。


［24］ ベビーカー利用による乳幼児
を含む家族連れや車椅子利用者を
考慮して、 極力、 傾斜路を設けな
いフラットな床面とすることや、 滑り
にくい床面素材を用いてタイヤが溝
にはまらないよう配慮をするなどの
工夫がなされている。


表７ その 1) 環境評価指標のチェックリスト一覧 
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a b
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凡例


事例 b


事例 a
写真 a 写真 b


事例 b


事例 a
写真 a 写真 b環境評価指標 環境評価指標


１） 各指標に対して事例 a は写真 a を示し、 事例 b は写真 b を示す。


２） 指標の内容を満たしている場合、 チェック欄に印をつける。


a. 売店との距離がほどよく離れ


ている飲食スペース


b. 屋内外のオープンスペース


に開いているレストラン


a. シンプルでありながら分かり


やすいベビーコーナー


b. 子どもは無料で出入りでき


るショートカット


a. 雑多な雰囲気を作りすぎな


い適度なバランス


b. 店舗内外で統一された色彩


計画 （ブランドの統一）


a. 遠方からも見やすい形状 ・


色彩


b. 出入口付近に設けられた店


舗内の案内図


a. 空調配管等の存在感をさり


げなく和らげる工夫


b. 木製ルーバーによる暖かな


雰囲気づくり


a. 空調配管等の存在感をさり


げなく和らげる工夫木製ルー


バーによる暖かな雰囲気づくり


b. 気にならない位置に設けら


れているスピーカー


a. 看板などとは離れた位置に


設置された避難用サイン


b. 見通しを妨げないようガラス


に示されたサイン


a. 木の温かみを感じさせるレス


トランの雰囲気


b. 人が触れる部分に自然素材


を用いたテーブル ・ イス


a. 気軽に話しかけるスタッフ （指


導の徹底）


b. 業務的ではないコミュニケー


ション


a. 魅力的に見える照明の演出効果


b. 手作り作業を見せる商品陳


列の工夫


a. 類似したパッケージを棚で区


分して陳列


a. 分かりやすいサインのデザイン①


b. コーナーやゾーンごとに陳列


する工夫


b. 分かりやすいサインのデザイン②


a. トイレの出入口付近に設けら


れたフラワーポッド


b. トイレ前の待合スペースに設


けられた観葉植物


a. 駐車用のサインや看板


b. 歩行者サインや戻る際のヒ


ントとなりうる照明灯


a. 主要通路との関連が図られ


たサイン


b. ゾーンごとの利用方法が示


されたサイン


a. レストランの一角に設けられ


たパソコン機器


b. 気軽に利用可能なインター


ネット環境


a. コンパクトにまとめられた名


産品のコーナー


b. 主要動線に沿って設けられ


た売れ筋商品の陳列棚


a. 可動式のワゴンにまとめて


並べられた人気商品


b. 主力商品は主要動線沿いに陳列


a. 流行を取り入れた売れ筋商


品の陳列


b. アジアフェアなど国際色豊か


な展示の工夫


a. ビュッフェコーナーからレジま


での見通し


b. 出入口からレジまでの見通し


a. 複数の床面素材の違いによ


る動線の明確化


b. 分かりやすい横断歩道の表


示 （法的な強制力はない）


a. ガソリンスタンドの近くにあ


るトイレ


b. 店舗施設まで行かなくても


用を足せる屋外トイレ


a. トイレの出入口付近にある娯


楽系のコーナー


b. トイレ休憩から派生して買物


につなげる動線計画


a. 混雑状況に合わせて増減可


能なイス ・ テーブル配置


b. 混雑時にも屋内と同じように


使用できる半屋外テラス


a. 周辺環境を見渡せる屋外テラス


b. 店舗内からも景観を眺めら


れる開放的な窓


a. レストランから離れたコー


ナーに設置された ATM 機器


b. 自動販売機等とは離れた位


置にある両替機


a. 十分な天井高さと見通しが


確保された開放的な空間


b.2 層分の天井高さが確保さ


れている変化のある空間


a. 周辺の景観を眺めることの


できる場所の確保


b. 駐車場を見渡すことの可能


なちょっとした高低差


a. 回遊性の確保された売店


コーナーの動線計画


b. 食品を見ながら自由に歩き


回れるビュッフェコーナー


a. 特徴的な形状で目を引く工夫


a. 散策路に設けられたベンチ


や樹木による開放的な雰囲気


b. 温かみのある陳列棚のデザイン


b. 店舗内に設けられたダイナミッ


クな雰囲気が感じられる階段


a. 店舗出入口付近に設けられ


た障害者用駐車場


b. 動線をショートカットできる簡


易間仕切り


a. 自国以外の４か国語の表示


b. 複数の言語表現


a. 通路幅が広く、 高さの抑え


られた陳列棚


b. 湾曲した動線に沿って確保


されている見通し


a. 親が見守りやすいテーブル


配置


b. レストランの一角に設けられ


たプレイコーナー


a. 屋外に設けられた子ども用


の遊び場


b. アスレチックタイプの屋外遊び場


a. 走り回る十分なスペースが


確保された子どもの遊び場


b. 気分転換を図ることのできる


アスレチック


［44］ 周辺環境や状況に応じ


て、 広告や看板などと紛らわ


しいサインについては、 設置


する位置や個数の調整、 独


自のサインを追加するなどの


工夫がなされている。


［38］ 店舗内のオープンスペース


に対して有料 ・ 無料問わず、 利


用しやすい工夫がなされている。


［57］ インフォメーションやコン


シェルジュなどの案内所の位


置から、 店舗内が全体的に


見渡せるようになっている。


［58］ 駐車場内における歩行


者用の分離帯や横断歩道な


どが明確に示されている。


［59］ 運転の途中で生じたトイ


レ休憩などの生理的欲求に対


応するといった短時間での利


用が可能な歩行動線が確保さ


れている。


［61］ 駐車場側やトイレ側など


のアクセス位置による利用者


人数の多少に応じた物販 ・ 飲


食コーナーなどのレイアウトが


検討されている。


［62］ 駐車場や園地、 屋外休


憩スペースでは、 周辺環境


の景観を見渡せるような工夫


がなされている。


［70］ 外国人利用者にも配慮


したサインの表示方法などに


工夫がなされている。


［71］ サービスエリアに慣れて


いない利用者にとっても、 券


売機や商品などを見通せるよ


う陳列棚の高さや配置の工夫


がなされている。


［72］ 屋内に子供用の遊び場


やプレイルームが設けられて


おり、 見守りやすい工夫がな


されている。


［73］ 家族連れ利用における


子供のための屋外遊び場など


が設けられている。


［74］ 屋外の休憩スペースに


は、 テーブルやベンチ以外に


も家族連れの利用者を考慮し


た子供用の遊び場などが設け


られている。


［69］ 歩行動線の距離を長くするこ


とで商品に触れる機会を増やすとと


もに、 高齢者や障害者にとって必要


とされるサービスに対しては距離が


短くなるよう利用者の使われ方に応


じた計画がなされている。


［68］ 階段やエレベーター、 エ


スカレーターなどがある場合に


は、 その機能的な面のみなら


ず、 それらを利用して周辺の


開放的な雰囲気を味わえるよう


な配慮がなされている。


［66］ 回遊性を考慮したレイア


ウトなどにより、 その時々の気


分に応じて楽しみながら買物が


できるよう工夫されている。


［67］ 店舗内の各コーナーの


空間的な特徴が明確になるよ


う、 陳列棚やワゴンなどの形


状や色彩に変化をつけると


いった工夫がなされている。


［65］ 屋外の歩道や園地を散


策する際に、 階段やスロープ


を利用して高台などの上部か


らサービスエリアを見渡せるよ


うな場所が設けられている。


［63］ 食券の券売機に類似す


る自動販売機との違いが明確


になるよう素材の形状や色、


配置などの仕方に工夫がなさ


れている。


［64］ エレベーターなどによる


垂直移動がない空間において


も、 天井の高い空間や吹き抜


け空間などにより変化のある


演出がなされている。


［60］ トイレ休憩や気分転換と


いった休憩行為から派生して


飲食や買物に対応できるよう、


そうしたコーナーにアクセスし


やすい視線や動線の確保や


利用の促進が図られている。


［39］ ベビーコーナーが分かり


やすい位置に配置され、 利


用しやすい配慮がなされてい


る。


［40］ 看板やポスター、 のぼ


り旗などをバランスよく設置し


ている。


［41］ 駐車場や店舗の案内図が


分かりやすいよう大きさや配置の


仕方に工夫がなされている。


［42］ 自然光の取り入れ方や


照明の当て方により、 清潔な


雰囲気や暖かな雰囲気が創り


出されている。


［43］ 不快な音を取り除き、 心


地よい効果音や音楽などを流


すような工夫がなされている。


［45］ 肌触りの良い自然素材


の椅子 ・ テーブルやベンチ、


遊具などが提供されている。


［46］ 店舗内に常設されてい


る案内所以外にも、 利用者


への対応を行う人員や仕組み


などが確保されている。


［47］ 食欲や購買欲をそそる


ような食品 ・ 商品の陳列や匂


いなどの効果的な演出等工夫


している。


［48］ 銘柄やパッケージが似て


いる商品は区別しやすいようコー


ナーやゾーンに分けて陳列する


などの工夫がなされている。


［49］ サインの種類や色彩 ・


形状、 文字の大きさは、


NEXCO のマニュアルに沿い、


統一的に標準化されたものが


用いられている。


［51］ 駐車場に戻る際に、 止


めた車の位置が分かりやすい


よう歩行者のためのサインな


どが設置されている。


［52］ 店舗内の主要通路と券


売機や商品などに関連するサ


インや看板が分かりやすく示さ


れている。


［53］ 個別に情報が入手でき


るよう無線 LAN などのインター


ネット環境が構築されている。


［54］ 繁忙期や日常の混雑時


間帯においても、 利用者が困


らないよう陳列方法や品揃え


が工夫されている。


［56］ 画一的にならないよう季


節や流行の変化に応じた商品


の陳列方法が計画されている。


［55］ 店舗の出入口から軽食


コーナーやお土産コーナーなど


の経路が選択されやすいよう主


要通路の近くに商品を陳列する


などの工夫がなされている。


［50］ 利用者の待ち合わせス


ペースや洗面台など、 利用者の


気持ちが和やかになるような配


慮 （花を飾るなど） を行っている。


表７ その 2) 環境評価指標のチェックリスト一覧 
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凡例


事例 b


事例 a
写真 a 写真 b


事例 b


事例 a
写真 a 写真 b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


a b


環境評価指標 環境評価指標


１） 各指標に対して事例 a は写真 a を示し、 事例 b は写真 b を示す。


２） 指標の内容を満たしている場合、 チェック欄に印をつける。


a. 店舗内に明確に表示されて


いるキッズコーナー


b. 親も安心して食事ができるレス


トラン内にある子どもの遊び場


a. 簡易ミーティングも可能なト


イレ前スペース


b. 従業員の着替えスペース前


に設けられた談話コーナー


a. 比較的広い範囲で芝生を確保


b. 駐車場内の歩道に沿って高


木の樹木を配置


a. 水はねを防止し壁面素材の


劣化を抑制する工夫


b. 立地を生かし近隣で採れる


木材資源を活用


a. 利用者の増大に合わせて店


舗規模の増改築も可能


b. 拡張可能なスペースの確保


a. 交換が容易な天井高さの確保


b. 類似した形状の照明


a. 施設から独立して設置されて


いる設備類


b. メンテナンスしやすい広いス


ペースの確保


a. 清掃用の給水栓が確保


b. 十分な清掃を容易にする大


便器の形状 （足元がフリー）


a. 遮光ブラインドによって室内


の温熱環境をコントロール


b. ヒートロスを軽減するための


窓側付近への設置


a. 地下の冷蔵室に設けられた


廃油コンテナ


b. 屋根面から雨水を集水して


再利用する工夫


a. アプローチ付近に設けられた


親水池


a. 地域オリジナルの特性ケーキ


b. レストランからも眺められる


生態系を意識したビオトープ


b. ご当地グッズが纏められた


お土産コーナー


a. 周辺地域側からのアクセス動線


b. 周辺地域からの駐車も可能


なスペース


a. その地方独自のお土産が並


んだ陳列棚


b. 地域独自の商品に連動した


デザインの陳列棚


a. 独自の飾りつけによる他店


舗との差別化


b. ペットも一緒に休憩すること


ができる工夫


a. 周辺の地域住民も取り込ん


だマジックショー等のイベント


b. 登録すれば子どもの誕生


パーティーも可能


a. 景観を損なわない程度の独


特なデザイン


b. 樹木に囲われるよう計画さ


れている店舗配置


a. 屋上緑化による環境負荷の軽減


b. リサイクルなどによる環境負


荷の軽減


a. 屋上に設けられた断熱効果


を狙ったの敷石


b. 再利用可能資源を可視化し


たトイレ前展示ギャラリー


a. 施設デザインと一体となった


屋外ルーバー


b. ロールスクリーンによる採光


のコントロール


a. 休憩施設の外部にある散歩


道の統一感


b. ランドスケープデザインと一


体となった屋外遊び場


a. 屋上緑化の取り組み


b. ソーラー発電を取り入れた


照明灯


a. 緑に囲われた屋外休憩ス


ペース


b. 景色を楽しむことの出来る展


望テラス


a. 季節を感じられるアプローチ


付近に設けられた植栽


b. 腰かけることも可能なアプ


ローチ空間の設え


a. 利用ニーズの把握にも一役


買っているコミュニケーション


b. スタッフに声を掛けやすい目


線高さとガラスの仕切り


a. スタッフの士気を高めるため


の活動成果の表彰


b. コミュニケーションの促進を


意図したスタッフの掲示


a. 定期的ななニーズ把握


b. 多様な利用者 （家族連れ等）


のニーズも把握


a. 利用人数に応じた様々なの


選択が可能なテーブルセット


b. 少人数での利用を想定した


カウンター


a. 日常的な利用において会話


の中からニーズを把握


b. スタッフにも意見収集の結果


を掲示


a. 店舗出入口付近におススメ


情報を掲示


a. 長時間リラックスすることもで


きるスペース


b. 初めての利用でも分かりや


すい店舗内のレイアウト


b. 子どもが遊ぶこともできるす


べり台式の階段


a. ホテルのロビーのようなくつ


ろぎの空間


b. パーティーも可能な魅力的


なレストラン


a. 温かい素材感あふれるリラッ


クスした雰囲気


b. 天然素材や照明効果を用い


た魅力づくり


a. 自動回転により常に清潔な


状態が保たれる便座


b. 維持管理しやすい広さのトイ


レ前スペース


a. インフォメーションにおけるア


ンケートの設置


b. アンケート用紙のレストラン


内への設置


a. イベントスペースとしても活


用可能


b. 地域の子どもたちの誕生


パーティーも開催可能


a. 余暇活動のニーズを捉えた


イベント活動


b. 学会などの本格的な会議に


も使用可能な貸室


［75］ 家族連れ利用における


子供のための屋内プレイルー


ムなどが設けられている。


［78］ 各種施設の構造は、 立


地条件や経済性、 環境負荷へ


の影響を踏まえた耐久性の高い


部材を用いることで、 建築物の


長寿命化が図られている。


［79］ トイレや店舗は、 利用


者の増大などに対して、 規模


の拡張可能なスペースが確保


されている。


［80］ 店舗やトイレなどの照明


器具の交換が容易になるよう


電球の種類や個数、 設置個


所の工夫がなされている。


［81］ 施設の劣化に対して、


設備類は容易に取り換えなど


の対応が可能な施設計画が


なされている。


［82］ トイレは十分な清掃が求


められることから、 清掃用の


給水栓は各トイレ、 洗面所、


トイレ外部に設置されている。


［83］ 換気設備は、 その換気


効率のみならず清掃や故障時


のメンテナンスが容易になるよ


う配慮されている。


［84］ 環境への影響を評価す


る際は、 計画 ・ 設計、 建設、


運用、 廃棄といった視点から


トータルに環境負荷を軽減で


きる手法を用いるなどの配慮


がなされている。


［85］ 親水地やビオトープといっ


た生態系を意識した場所が確


保されている。


［86］ 利用者から、 また利用


したいと思われるような地域的


な要素を取り入れた配慮を


行っている。


［87］ 高速道路側からのみな


らず、 周辺地域側からのアク


セスも考慮した利用者用の駐


車場が設けられている。


［88］ 当該サービスエリアが地


域の活性化にも寄与できるよ


う、 地域ブランドを取り入れた


付加価値の高い商品やサービ


スの提供がなされている。


［89］ サービスエリアを他の地


域にはない特別な場所として


楽しみ、 リフレッシュできるよ


うな魅力が創出されている。


［90］ サービスエリアの存在が


周辺地域の住民にとっても誇


りとなるよう、 地域団体などと


の連携が図られている。


［91］ サービスエリアを取り囲


む外周のデザインが、 周辺


地域の景観を損なわないよう


配慮されている。


［92］ 建設時および運用時に


おいて、 建設リサイクル法や


グリーン物品購入法などの法


律に基づき、 環境負荷の軽


減が図られている。


［93］ 環境負荷を低減するた


め、 水や電気エネルギーなど


は可能な限り代替可能な資源


が用いられ、 あるいは資源を


再利用するシステムや体制が


構築 ・ 運用されている。


［76］ 従業員が清掃やメンテナ


ンスを行う場所以外にも、 用具


の保管や休憩 ・ 打合せなどを


行える場所が備えられている。


［94］ エアコンなどの機械設


備に頼るだけでなく、 自然換


気やルーバー利用などにより


過大な熱負荷が生じないよう


配慮がなされている。


［96］ 各種施設の熱負荷を軽


減するために、 屋上緑化や


散水 ・ ミスト噴霧などによる


取り組みがなされている。


［97］ 当該サービスエリアの自


然環境が、 より有効に活用さ


れるよう工夫がなされている。


［98］ 水や緑の環境は、 利


用者にとって近づきやすく、


触れやすい存在となるよう配


慮がなされている。


［101］ 高齢者や障害者、 外


国人といった利用者の余暇活


動に対するニーズを捉えた取


り組みを行っている。


［102］ 当該サービスエリアに


来訪した際の人数や予算、


天候などといった要因に左右


されずに休憩できる場所が確


保されている。


［103］ 建設時や改修 ・ リニュー


アル時において、 利用者や


周辺地域の声を検討するた


めの意見収集の場や方法が


工夫されている。


［105］ 休憩行為を屋外で行う場


合や屋内で行う場合など、 利用


者がその時々の気分に応じて選


択できるよう多様な種類の休憩


空間が用意されている。


［106］ サービスエリアそのも


のを楽しむことができ、 長い


時間の滞在が可能となる魅


力的な機能が付加されてい


［107］ サービスエリアにおける


飲食や買物といった機能や休


憩スペースや広場といった空間


が、 日常生活の一部となるよ


うな魅力づくりがなされている。


［108］ 清掃などの維持管理


面で支障となっているものが


ある、 または使用していない


設備 （コンセント、 水栓、 棚


など） がある。


［109］ サービスエリアにおける


利用者の声を把握するため


の、 アンケート用紙などを分か


りやすい場所に設置している。


［110］ サービスエリア内で行わ


れるイベントでは、 利用者が良


好なコミュニケーションを図ること


のできる場となるよう工夫してい


る。


［111］ 年齢や性別に応じた、


様々な世代の余暇活動に対


するニーズを捉えた、 イベン


トなどを行っている。


［104］ 利用者が日常的に当


該サービスエリアへ来訪する


場合や初めて来訪する場合


など、 その慣れ ・ 不慣れに


応じて各種サービスが提供で


きるよう考慮されている。


［99］ 店舗内における飲食や


買物の際に、 利用者が気軽に


スタッフへ声を掛けやすい人員


配置や空間となるよう工夫して


いる。


［100］ 清掃業務の効率化、


質の向上に向けて、 組織での


意見集約、 打ち合わせなどが


定期的に行われている。


［95］ サービスエリア内の各


種施設や駐車場の舗装、 ラ


ンドスケープなどのデザイン


が総合的にコーディネートさ


れており、 景観デザインに対


する配慮がなされている。


［77］ 駐車場内や園地などに


樹木を主体とした緑地を設ける


など、 地球温暖化やヒートアイ


ランド現象の抑制に配慮した取


り組みがなされている。


表７ その 3) 環境評価指標のチェックリスト一覧 
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図９ 環境評価指標のレーダーチャート 
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図１０ 環境評価指標のレーダーチャート(参考例) 
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7. まとめ 


文献調査に基づき作成した学術的視点の SA の休憩の質に関する小項目を用いて、管理者、


利用者に必要度をアンケート調査し、すべての項目の必要性が確認された。また、3属性の視


点を分析、統合することにより、SAの現状の管理実態を踏まえつつ、将来の社会情勢も見据


えたものとし、休憩の質を向上させる環境整備の意味・目標としての新しい 7 つの次元、カ


テゴリーを達成するための手段としての 111 項目の具体事例を下位区分とする構造化された


基準を環境評価指標として提案する。 


 








 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


第 3 章  


SA 環境評価指標の定義 
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第 4 章 SA 環境評価指標を用いた滞在時間予測式の作成 


 


1. 調査目的 


3 章で作成した環境評価指標を用いて、滞在時間（休憩時間）を目的変数、環境評価指標を構成


する 12のカテゴリー実施点数を説明変数とした重回帰分析を行い、滞在時間の予測式を作成する。


重回帰分析の結果から、環境評価指標のうち滞在時間に影響するカテゴリーを明らかにすることを


目的とする。なお本章では休日の小型車を対象として分析を行う。 


 


2. 調査概要 


2-1. 調査方法 


2 章での管理者、利用者アンケート調査の対象として全国を代表する 65 施設のうち、駐車場に


おける駐車時間（滞在時間）の正確なデータが存在する 16 施設を対象とし、その 16 施設において、


111 項目の環境評価指標を用いた調査を行い、その相関関係を分析する。 


分析フローを図１に示す。 


 


 
 


 


 
 


 


 


 


 


 


2-2. 滞在時間調査 


 滞在時間については、NEXCO において交通統計調査を定期的に実施しているデータを用いる。


駐車場については、数年に一度、駐車場の規模の算定等に用いるために駐車場に入場から退出まで


の時間を計測している。計測方法は本線から駐車場に入る進入側で車両の時刻及びナンバーを記載


し、退出側でも同様の記載をすることで全車両の駐車時間を算出している。計測日は年間のうち混


雑が上位 35 番目相当日の平日、休日を対象とし、12 時間・24 時間の調査としている。本研究で


は休日における小型車の駐車時間とは、年間 365 日のうち上位 35 番目相当の日における 6 時から


18 時までの 12 時間における人力目視計測調査による小型車の平均駐車時間（分）のことを表す。


これらの全国の調査結果を集計した資料である平成 24 年度版高速道路交通統計 1）に記載のある 35
番目相当日（表１の交通調査日より概ね 9月～11月）の休日における小型車の平均駐車時間を滞在


環境評価指標現地調査 
16 箇所 


滞在時間データ（交通統計より確認） 
正確なデータ存在する 16 箇所 


重回帰分析により 


滞在時間を環境評価指標の点数から予測する式を算定 


図１ 調査フロー 
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時間として定義する。なお、表１の 24．那須高原 SA㊦、30.広川 SA㊦、36.基山 PA㊦については、


平成 25 年に各支社で実施した休憩施設利用実態調査の数値を採用する。 


なお、高速道路交通統計の休憩施設情報は平成 24年版が現時点での最新版である。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


2-3. 環境評価指標現地調査 


環境評価指標の現地調査方法は、3章で提示した 7次元 12カテゴリー111小項目で構成される環


境評価指標を用い、現地にて評価は環境評価指標の 111 小項目をそれぞれ０：実施無し、実施の度


合いにより 1から 5点を採点したカテゴリー別の点数を表２まとめる。 


なお、環境評価指標を用いた評価方法の詳細は全国 65箇所の調査結果をまとめている 6章 2. 環境


評価指標を用いた休憩施設の現状評価実施、に記載している。 


 


 


 


 


 


 


 


 


単位：分
駐車時間
調査日


小_駐_休


1 足柄SA ㊤ 2011/7/24 38.3
2 清水PA 共通 2012/12/2 37.5
3 前沢SA ㊦ 2012/9/29 26.7
4 三木SA ㊦ 2009/10/18 27.2
5 羽生PA ㊦ 2012/10/14 24.6
6 駿河湾沼津SA ㊤ 2012/12/2 36.8
7 三木SA ㊤ 2009/10/18 25.9
8 小谷SA ㊦ 2010/10/17 34.1
9 那須高原SA ㊦ 2013/9/29 34.7


10 広川SA ㊦ 2013/10/27 24.7
11 幕張PA ㊤ 2012/10/14 25.3
12 福山SA ㊦ 2010/10/17 24.7
13 基山PA ㊦ 2013/10/27 24.7
14 香芝SA ㊦ 2010/1/17 21.2
15 菅生PA ㊦ 2012/11/17 21.3
16 都筑PA ㊤ 2011/11/13 26.3


調査施設


表１16 箇所の駐車時間 
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3.分析方法 


環境評価指標のうち滞在時間に影響するカテゴリーを明らかにすることを目的であるため、16


箇所のＳＡの滞在時間を 12のカテゴリー別実施点数で説明する式を作成する。 


そのために、滞在時間を目的変数（従属変数）、カテゴリー別の実施点数を説明変数とした重回


帰分析を行う。 


なお、目的変数、説明変数ともに量的変数であり、目的変数は表１の駐車時間（滞在時間）、説


明変数は表２の 1-1～7-3までのカテゴリー別実施点数とする。 


 


4.分析結果と考察 


4-1.滞在時間と実施点数の相関 


質的環境評価指標の取り組みが実施されれば滞在時間が延びるという仮説を確認するために単


相関分析をおこなった。相関係数 R 0.591 であり滞在時間と実施点数には相関関係があることを


確認した（図１）。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


y = 0.0903x
R² = 0.3488
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表２ 16箇所の環境評価指標カテゴリー別点数一覧 


図１ 滞在時間と実施点数の関係 実施点数（点） 


滞
在
時
間
（
分
） 
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4-2. 滞在時間の予測式 


滞在時間を目的変数とし、12のカテゴリーを説明変数とする予測式を重回帰分析により行った結


果を以下に示す。なお、分析は IBM SPSS Statistics24を用いてステップワイズ法 (基準: 投入


する F >= 1000、除去する F <= .999)にて重回帰分析を実施した。 


（1）目的変数と説明変数 


赤枠を目的変数、青枠を説明変数とする。 


（2）重回帰分析から導く滞在時間の予測式 


重回帰分析結果における定数及び非標準化係数が、予測式の各項目の係数となるため 2)、予測式は


以下のとおり提示される。 


＜滞在時間の予測式＞ 


滞在時間＝15.163（定数） 


＋（「カテゴリー7－2．自然・周辺環境との調和」実施点数）×0.863  


＋（「カテゴリー5－3．多様な利用者への配慮」実施点数）×0.579 


－（「カテゴリー7－1．地域資源の活用」）×（-0.392） 


（3）重回帰分析結果 


(2)において提示した予測式を重回帰分析において出力される結果からその妥当性を以下に示す。 
・各カテゴリーは滞在時間と正の相関である。 


滞在時間 VAR1.1 VAR2.1 VAR3.1 VAR3.2 VAR4.1 VAR5.1 VAR5.2 VAR5.3 VAR6.1 VAR7.1 VAR7.2 VAR7.3


滞在時間 1.000 .533 .260 .399 .601 .225 .370 .643 .337 -.045 .453 .765 .367


VAR1.1 .533 1.000 .708 .757 .757 .691 .792 .694 .041 -.177 .587 .642 .533


VAR2.1 .260 .708 1.000 .462 .378 .490 .540 .416 -.098 .151 .207 .491 .204


VAR3.1 .399 .757 .462 1.000 .860 .673 .872 .780 .224 -.290 .732 .620 .793


VAR3.2 .601 .757 .378 .860 1.000 .695 .788 .913 .358 -.370 .775 .681 .797


VAR4.1 .225 .691 .490 .673 .695 1.000 .666 .719 .248 -.275 .329 .293 .389


VAR5.1 .370 .792 .540 .872 .788 .666 1.000 .712 .216 -.197 .740 .595 .809


VAR5.2 .643 .694 .416 .780 .913 .719 .712 1.000 .497 -.420 .704 .750 .680


VAR5.3 .337 .041 -.098 .224 .358 .248 .216 .497 1.000 .050 .439 .143 .128


VAR6.1 -.045 -.177 .151 -.290 -.370 -.275 -.197 -.420 .050 1.000 -.147 -.210 -.370


VAR7.1 .453 .587 .207 .732 .775 .329 .740 .704 .439 -.147 1.000 .678 .831


VAR7.2 .765 .642 .491 .620 .681 .293 .595 .750 .143 -.210 .678 1.000 .639


VAR7.3 .367 .533 .204 .793 .797 .389 .809 .680 .128 -.370 .831 .639 1.000


相関


Pearson
の相関


目的変数


滞在時間
（min)


総得点


小型車
休日


平均駐車時間


555点
満点


1-1 2-1 3-1 3-2 4-1 5-1 5-2 5-3 6-1 7-1 7-2 7-3


足柄SA ㊤ 38.3 399 45 28.5 52 28.5 25.5 40 45.5 10 22 25.5 25.5 51
清水PA 共通 37.5 374 36 28 42 23.5 25 39.5 43.5 17.5 25 23.5 25.5 45
前沢SA ㊦ 26.7 339.5 31.5 27 42.5 21.5 24.5 33.5 41.5 16 22 21 16 42.5
三木SA ㊦ 27.2 335 35 26.5 41 20 22 38.5 31.5 11.5 23 22 16.5 47.5
羽生PA ㊦ 24.6 333 41 32 41 19.5 30 35 36.5 10.5 23 14.5 16.5 33.5


駿河湾沼津SA ㊤ 36.8 328.5 33.5 28 41.5 20 22 33.5 38.5 8 20 14 25.5 44
三木SA ㊤ 25.9 324.5 33.5 25.5 42.5 20.5 21 34.5 28.5 11.5 23 23 16 45
小谷SA ㊦ 34.1 318.5 29 23.5 40 21 22 31.5 39 21.5 23 18 13 37


那須高原SA ㊦ 34.7 316.5 33.5 22.5 35 22 25 30.5 40 12.5 19 18.5 18 40
広川SA ㊦ 24.7 308 27 24 41 18 22 33 29 11.5 27 18.5 15 42
幕張PA ㊤ 25.3 302.5 34.5 25 42 19 29 36.5 28 11 22 12 5.5 38
福山SA ㊦ 24.7 297 30.5 22 38.5 18 19 32.5 29.5 12 20 19.5 13.5 42
基山PA ㊦ 24.7 296 29.5 26 36 20.5 25.5 31.5 29.5 11 25 13.5 7.5 40.5
香芝SA ㊦ 21.2 293 27.5 25 37.5 19 18.5 34 29.5 10 19 16.5 12 44.5
菅生PA ㊦ 21.3 249.5 23 22.5 35 16.5 19.5 27.5 22.5 9.5 20 10 9.5 34
都筑PA ㊤ 26.3 195 23.5 24.5 24 9.5 9 23 6 8 29 7.5 6.5 24.5


ｶﾃｺﾞﾘー


説明変数


表３ 目的変数と説明変数一覧 


表４ 相関係数 
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・重決定係数Ｒ2乗 0.688、Ｒ0.829であり、小塩によるとＲ0.7以上で高い（強い）相関関係があ


ると一般的に言われていることから、本解析モデルは十分に成り立つといえる 3)。 


 


 
 


 


 
・回帰式全体の有意性は表６の有意確率 0.002より 1％有意であるといえる。 


 


 
 


 


 
 


・各カテゴリーの係数の算出によりカテゴリー間の多重共線性の確認を行う。ＶＩＦについては廣


野らによると 2.7以下が多重共線性を生じないものとしているため 4)、表７の本モデルについては


妥当性を有しているといえる。本モデルの非標準化係数が予測式の係数となる。 


 


 
 


 


 
 


4-3.予測式の意味 


 4-1 にて提示した予測式は、環境評価指標のカテゴリー実施点数を用いて滞在時間を算出するこ


とができる。言い換えると、滞在時間に影響する質的指標のカテゴリーが何かを示している。結果


としては、定数 15.163分に、「カテゴリー7-2．自然・周辺環境との調和」、「カテゴリー5-3．多様


な利用者への配慮」の実施点数に予測式中の正の係数を乗じた時間（分）を足し、「カテゴリー7－1．


地域資源の活用」の実施点数に負の係数を乗じた時間（分）を足すことで滞在時間となる。 


4-4.予測式内の負係数の解釈 


「カテゴリー7-1．地域資源の活用」につては、負の係数となることについて、分析及び解釈を


加える。環境評価指標の取り組みを実施すれば、質が向上し、滞在時間が延びることは負の係数と


は実施点数が高いほど滞在時間が短くなることを意味している。結果としては、（１）、（２）とも


に分析結果の解釈として成立するが、本調査においては確定できず、想定の域内にとどめるものと


3 .829
c .688 .609 3.62969


c. 予測値: (定数)、カテゴリー7.2,カテゴリー5.3,カテゴリー7.1。


f. 従属変数 滞在時間


モデルの要約
f


モデル R R2 乗
調整済み R2


乗
推定値の標準


誤差


平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率


回帰 347.814 3 115.938 8.800 .002
d


残差 158.096 12 13.175


合計 505.910 15


a. 従属変数 滞在時間


d. 予測値: (定数)、カテゴリー7.2,カテゴリー5.3,カテゴリー7.1。


分散分析
a


モデル


3


標準化係
数


B 標準誤差 ベータ 下限 上限 ゼロ次 偏 部分 許容度 VIF


(定数) 15.163 3.894 3.894 .002 6.679 23.648


ｶﾃｺﾞﾘ7.2 .863 .206 .948 4.198 .001 .415 1.312 .765 .771 .677 .510 1.960


ｶﾃｺﾞﾘ5.3 .579 .303 .353 1.910 .080 -.082 1.240 .337 .483 .308 .762 1.312


ｶﾃｺﾞﾘ7.1 -.392 .282 -.346 -1.388 .190 -1.007 .223 .453 -.372 -.224 .420 2.379


3


a. 従属変数 滞在時間


係数
a


モデル


非標準化係数


t 値 有意確率


B の 95.0% 信頼区間 相関 共線性の統計量


表６ 分散分析 


表５ 重決定係数 


表７ 係数・ＶＩＦ 
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する。 
（1）負の係数となる項目の分析 


「カテゴリー7－1．地域資源の活用」は、項目番号 86～91 の 6 項目で構成されているが、項目別


に見るとソフト面、ハード面の項目に分けることができる。分けた項目を 7-1A ソフト面的-な地域


資源の活用（地域商品、地元イベントの小項目 86,88,90）、7-1B ハード面的な地域資源の活用（外


部アクセス、地域景観の小項目 87,89,91）として、4-2.重回帰分析と同様の分析を行いカテゴリー


7-1 の内部でより負の傾向があるものを抽出する。分析に使用する目的変数は滞在時間、説明変数


は 7-1 を 7-1A、7-1B に置き換えた 13 カテゴリーであり表８に示し、分析結果は表９～１１に示


すとともに分析モデルの妥当性についても確認される。 


 分析結果から表１１の定数及び非標準化係数から、7-1A ソフト面的な地域資源の活用がマイナ


ス係数（-0.896）として抽出される。このことから、7-1A に分類される地元商品の取り扱い、地元


イベントの開催などの取り組みは質的環境としての意味を持つが、静かに休みたい目的の利用者に


とっては演奏会などの地元の学校イベントなどがあれば、喧騒をさけるために滞在が短くなるとい


う解釈もできる。 


 


 


 


 


 


 


目的変数


滞在時間
（min)


総得点


小型車
休日


平均駐車時間


555点
満点


1-1 2-1 3-1 3-2 4-1 5-1 5-2 5-3 6-1 7-1 7-1A 7-1B 7-2 7-3


足柄SA ㊤ 38.3 399 45 28.5 52 28.5 25.5 40 45.5 10 22 25.5 13 12.5 25.5 51
清水PA 共通 37.5 374 36 28 42 23.5 25 39.5 43.5 17.5 25 23.5 11 12.5 25.5 45
前沢SA ㊦ 26.7 339.5 31.5 27 42.5 21.5 24.5 33.5 41.5 16 22 21 12 9 16 42.5
三木SA ㊦ 27.2 335 35 26.5 41 20 22 38.5 31.5 11.5 23 22 12 10 16.5 47.5
羽生PA ㊦ 24.6 333 41 32 41 19.5 30 35 36.5 10.5 23 14.5 10 4.5 16.5 33.5


駿河湾沼津SA ㊤ 36.8 328.5 33.5 28 41.5 20 22 33.5 38.5 8 20 14 7 7 25.5 44
三木SA ㊤ 25.9 324.5 33.5 25.5 42.5 20.5 21 34.5 28.5 11.5 23 23 12 11 16 45
小谷SA ㊦ 34.1 318.5 29 23.5 40 21 22 31.5 39 21.5 23 18 8.5 9.5 13 37


那須高原SA ㊦ 34.7 316.5 33.5 22.5 35 22 25 30.5 40 12.5 19 18.5 7 11.5 18 40
広川SA ㊦ 24.7 308 27 24 41 18 22 33 29 11.5 27 18.5 12.5 6 15 42
幕張PA ㊤ 25.3 302.5 34.5 25 42 19 29 36.5 28 11 22 12 8 4 5.5 38
福山SA ㊦ 24.7 297 30.5 22 38.5 18 19 32.5 29.5 12 20 19.5 10 9.5 13.5 42
基山PA ㊦ 24.7 296 29.5 26 36 20.5 25.5 31.5 29.5 11 25 13.5 11 2.5 7.5 40.5
香芝SA ㊦ 21.2 293 27.5 25 37.5 19 18.5 34 29.5 10 19 16.5 11 5.5 12 44.5
菅生PA ㊦ 21.3 249.5 23 22.5 35 16.5 19.5 27.5 22.5 9.5 20 10 8 2 9.5 34
都筑PA ㊤ 26.3 195 23.5 24.5 24 9.5 9 23 6 8 29 7.5 5.5 2 6.5 24.5


説明変数


ｶﾃｺﾞﾘー


モデル R R2 乗 調整済み R2 乗 推定値の標準誤差


2 .835
b .697 .650 3.43616


b. 予測値: (定数)、VAR7.2, VAR7.1A。


m. 従属変数 滞在時間


モデルの要約
m


平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率


回帰 352.417 2 176.208 14.924 .000
c


残差 153.493 13 11.807


合計 505.910 15


分散分析
a


モデル


2


a. 従属変数 滞在時間


表８ 目的変数と説明変数一覧 


表９ 重決定係数 


表１０ 分散分析 
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（2）予測式上の抑制係数 


榛葉によると、目的変数との単相関係数が正であるのに、偏回帰係数が負であるという説明変数は


抑制変数として定義される 5）。表４からカテゴリー7-1 と滞在時間は正の相関であるにもかかわら


ず、表７の非標準化係数（偏回帰係数）が-0.392 となるため、同様にカテゴリー7-1 は抑制変数で


あるといえる。 


繁枡 6）や柳井 7）においても目的変数と正の相関であるが、重回帰分析では負の係数となる場合の抑


制係数は、説明変数間における相関による影響であることを解釈することで説明していることから、


本予測式においても、7-1 地域資源の活用、7-2 自然環境との調和、は、同じ次元 7 の環境多様性


という考え方に起因する取り組みであるため、7-2 自然環境との調和という中に、7-1.地域資源の


活用の思想が入った取り組みが存在するため、その共通する影響を排除するための抑制係数である


と考えられる。 


 


5.まとめ 


環境評価指標を用いて、滞在時間（休憩時間）を目的変数、各次元・項目の実施点数を説明変数


とした滞在時間の予測式を作成する。 


なお、滞在時間は小型車における年間のうち 35 番目程度に込み合う休日のデータであり、かつ


立地特性等の交通バイアスのかからない正確なデータがある全国を代表する 16施設を対象とする。


環境評価指標のカテゴリー別実施点数は上で選定した 16箇所を現地調査した結果を用いる。 


重回帰分析の結果から休日の小型車における滞在時間に影響する次元・カテゴリーは、次元 5．


利用しやすさへの支援（カテゴリー5－3．多様な利用者への配慮）、次元 7．環境多様性への支援（カ


テゴリー7－2．自然・周辺環境との調和）であることが判る。 


重回帰分析からの予測式は以下のとおりである。 


 なお重回帰分析のモデル結果はＲ＝０．829、有意確率０．００2、 


ＶＩＦ（共線性）最大値 2．379 


＜滞在時間(min)＞＝15.163 


+0.863×[ｶﾃｺﾞﾘ-7-2自然周辺環境との調和] 


+0.579×[ｶﾃｺﾞﾘ-5-3多様な利用者への配慮] 


-0.379※×[ｶﾃｺﾞﾘ-7-1地域資源の活用]  


※カテゴリー7-1の係数が負となっている。この項目は単相関では滞在時間との正の相関があるが、


分析モデルとしての相関を高めるための抑制係数としての解釈ができる。また、カテゴリー7-1 の


標準化係数


B 標準誤差 ベータ 下限 上限 ゼロ次 偏 部分 許容度 VIF


(定数) 25.177 4.044 6.226 .000 16.441 33.913


VAR7.2 .798 .147 .876 5.441 .000 .481 1.115 .765 .834 .831 .899 1.112


VAR7.1A -.896 .409 -.353 -2.192 .047 -1.778 -.013 -.075 -.519 -.335 .899 1.112


係数
a


モデル


非標準化係数


t 値 有意確率


B の 95.0% 信頼区間 相関 共線性の統計量


2


表１１ 係数・ＶＩＦ 
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中の地元商品の取り扱い、地元イベントの開催などの取り組みに関する小項目が、静かに休みたい


目的の利用者にとって演奏会などの地元の学校イベントなどがあれば、喧騒をさけるために滞在が


短くなるという解釈もできる。 
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SA 環境評価指標を用いた滞在時間予測式の作成 
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男子大 男子小 女子 大型 小型


浜名湖SA 上下一体 57,238 6,182 41,216 9,840 34 104 178 17 67 483 屋外広場


清水PA 上下一体 55,606 5,566 45,398 4,642 14 32 72 17 62 365 遊歩道、展望台


足柄SA㊤ 上り線 55,659 3,090 45,319 7,250 21 67 90 22 167 430 屋外広場、ドッグラ ン


園地内施設施設名 上下区分
駐車場台数総面積


（㎡）


トイ レ・売店


（㎡）


駐車場


（㎡）


園地


（㎡）
店舗数


トイ レ（個）・売店


表１ 施設諸元 


 


第 5 章 個別実態調査に基づく滞在時間予測式の妥当性検証（行動観察調査） 


 


1. 調査目的 


4 章にて滞在時間の予測式を作成したものに関し、滞在時間（休憩時間）が長い施設における利


用者の休憩行動を調査し、滞在時間の様態を明らかにするとともに予測式で滞在時間が長くなる項


目と実態調査の結果を確認する。 


 


2. 調査概要 


2-1. 調査施設の選定 


 トイレ、食事という機能行動及び機能行動以外を含んだ全体の休憩行動を明らかにするために、


施設の整備が進んでいるとともに交通調査による休憩時間が長い施設を抽出する。NEXCOの SAは全


国で 800箇所以上あるが、SA環境評価指標を作成した際に調査した全国の SAを代表する 65施設の


中から、SA環境評価指標の評価点が高い箇所かつ正確な交通調査結果が存在し、休憩時間が設計基


準の 25 分より長い施設をそれぞれ抽出する。その結果、3 箇所ともに静岡県に立地する、浜名湖


SA（347.5/555 点、74.3 分）、清水 PA（374/555 点、37.5 分）、足柄 SA㊤（399/555 点、38.3 分）


が選定される。（ ）内は、各施設の 555 点満点の評価点及び交通調査による休憩時間を示す。な


お、上記の抽出基準では、海ほたる PA（366/555 点、58.1 分）も抽出条件に該当するが、海上の


SAという特殊な立地であるため対象から除外する。 


2-2. 調査施設の概要 


3調査施設の施設緒元を表１、施設配置を図１に示す。3施設ともに総面積が 50,000㎡以上の大


規模な SAである。トイレ・売店についても 3,000～6,000㎡であり NEXCOにおいては大規模施設で


ある。浜名湖 SA、清水 PA施設は上り線・下り線が一体の施設であり、足柄 SA㊤は上り線単独であ


るため、概ね 3 施設は同規模であるといえる。園地は 3 施設ともに 4,000 ㎡以上の規模であるが、


浜名湖 SAは湖に面する立地を生かした景観を楽しめる園地及び遊覧船、清水 PAは富士山の眺望を


生かした展望台のある園地及び遊歩道、足柄 SA㊤は特徴的な景観は無いがドッグランを設置した園


地である。売店は浜名湖 SAでは 3棟、清水 PA、足柄 SA㊤施設は 1棟で構成される。また施設配置


としては、浜名湖 SA、足柄 SA㊤施設は駐車場、施設、園地の順で配置されるが、清水 PAは駐車場


を挟んだ施設、園地の配置となる。 
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図１ 施設配置概要図 


 


 


2-3. 調査期間 


調査日は、高齢者、こども家族が多く訪れる 10、11月の土日祝日とし、10時から 16時を調査時


間とする。調査日における該当施設の区間の本線日交通量の年間順位は 45～115 位（全 365 位中）


であり、NEXCOにおいて通常想定される利用状態の日である。また天候はすべて晴れである。 


①浜名湖 SA：平成 27年 10月 10日及び 10月 12日 


②清水 PA：平成 27年 10月 31日及び 11月 1日 


③足柄 SA㊤：平成 27年 11月 3日及び 11月 7日 


2-4. 調査対象者 


高齢者、こども家族を被験者（以下、調査対象者）として、その属性及び対象者数について以下


に示す。なお、10時から 16時の調査時間帯において調査対象者数に偏りの無い状態であった。 


①高齢者は、65 歳以上又は夫婦の場合はどちらかが 65歳以上とし、浜名湖 SA7 組、清水 PA11組、


足柄 SA㊤11 組の計 29組とする。調査対象者が複数の場合は、最高齢者の行動を調査する。 


②こども連れ家族は、1～6歳の未就学児を連れた家族とし、浜名湖 SA 17 組、清水 PA 20 組、足柄


SA㊤20 組の計 57組とする。調査対象者が複数の場合は、最年少児の行動を調査する。 


2-5. 調査方法 


(1)調査体制 


調査員は 1人体制とする。 


(2)調査手順 


・利用者が降車し、駐車場外の安全な場所にいることを確認し、高齢者、こどもの分けなく声掛け


する。 


・今回の調査の協力をお願いする。その際に図２アンケート調査表の記載してもらう。 


・トイレ、食事、買い物、休憩をとってもらう行動を観察し図３の指標をもとに図４の表に纏める。


モニタリング時は、図５に行動記録、時間記録（滞在時間）を取る。 


・休憩後、ヒアリングを行う。 


なお、滞在時間を調査する上で、別途、駐車場に車で進入し施設までの移動時間についても時間を


記録する（図６）。 
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表２ モニタリング調査の着眼点のまとめ 


2-6. 調査の注意点、着眼点 


①行動観察の指標の記入、軌跡記入、および撮影する。 


②行動観察の指標と軌跡を図面に記入しながらモニタリングする。 


③行動観察の中で休憩の質を高めている事例について、集中的に観察した結果を記録する。 


④通常にない行動を特別調書に纏める（細かい行動変化を撮影、時間測定すること）。 


a.ひさしの下のテーブルで休憩（なぜここで休んでいるのか、時間、様子） 


b.外のベンチでわざわざ食事をとる（なぜここで休んでいるのか、時間、様子） 


c.園地部分のベンチで親が見守りながら、こどもが園地で遊んでいる（  〃  ） 


d.質の悪い事例もあれば記録すること（迷っている事象、わかりにくいサインなど） 


 


以下、こども連れ家族、高齢者の属性において、具体的なモニタリング調査の着眼点を表２に示す。 


 


 


 こども連れ家族 高齢者 


観察 1 ①こども中心の行動に着目する 


シート（行為 2）で記録する 


②休んでいる場所に着目する 


③休んでいる時間の行動に着目する 


（どんな会話、食事、遊び、など） 


①高齢者中心の行動に着目する 


シート（行為 2）で記録する 


②休んでいる場所に着目する 


③休んでいる時間の行動に着目する 


（どんな会話、食事、休み方、など） 


観察 2 ・こどもの遊び方に着目する 


（どんな遊びか） 


・こどもの様子に着目する 


（楽しそうか、退屈そうか） 


・高齢者の休み方に着目する 


（海を眺める、風を感じる、など） 


・高齢者の様子に着目する 


（楽しそうか、退屈そうか） 


ヒアリング 1 ②なぜ、その場所で休んでいるか 


③なぜその行動をしたのか 


②なぜ、その場所で休んでいるか 


③なぜその行動をしたのか 


ヒアリング 2 もっと休憩するには？ もっと休憩するには？ 
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日時：　　11月7日　　　　　10：00～10：32
お客様アンケート通し番号：　市川①


父：1、母:2、子:3、子:4
順番 プログラム 構成(その他は詳細記入) 場所(その他は詳細記入) 状態(その他は詳細記入) 行為(その他は詳細記入) 行為2 コメント 経過時間


1 1 1,4 2 2 3 3 父と子4、トイレへ 0:00
2 2 1,2,3,4 4 2 1,10 1 ふなっしーの前で立ち止まる 0:15
3 1 1,2,3,4 4 3 1,4 3 移動 0:23
4 2 1,2,3,4 5 2 1 3 テイクアウトコーナーの店の前で 1:07
5 2 1,2,3,4 5 3 1,12 3 テイクアウトコーナーの商品を見ながらウインドウショッピング 1:16
6 2 1,2,3,4 4 2 6 3 子供を下ろして看板を見る 1:30
7 1 1,2,3,4 4,13 3 1,4 3 移動 2:09
8 2 2,3 13 3 19 1 母、子3をだっこする 2:21
9 2 1,2,3,4 13 2 1,12 3 屋内店舗の商品を見て立ち止まる 2:44
10 2 1,4 13 3 19 1 父、子供4をだっこする 2:51
11 1 1,2,3,4 13 3 1,4 3 移動 3:00
12 2 1,2,3,4 13 2 1,12 3 屋内商品を見て立ち止まる 3:12
13 1 1,2,3,4 13 3 1,4 3 移動 3:27
14 1 1,2,3,4 13 3 1,4,12 3 売店の方へ向かってウインドウショッピングをしながら移動 3:33
15 2 1,2,3,4 12 3 12 3 売店の中に入りウインドウショッピング 4:35
16 1 1 13 3 4 2 父、パン屋の方へ移動　 5:02
17 2 2,3,4 13 2 12 3 母と子34、立ち止まり売店の商品を見る 5:02
18 1 1 13 3 4,12 2 父、戻って来てウインドウショッピングをしながら移動 5:30
19 1 1,2,3,4 13 3 4 3 店舗から出て来て移動 5:45
20 1 1,2,3,4 13 3 1,12 3 子供を下に下ろしウインドウショッピングをしながら移動 5:58
21 1 1,2,3,4 12,13 3 4 3 フードコートの方へ向かって移動 6:20
22 1 1,2,3,4 12 3 1,4 3 売店の方へ移動 7:34
23 2 1,2,3,4 12 3 1,12 3 売店に入りウインドウショッピング 7:43
24 1 1,2,3,4 13 3 1,4,19 3 母、子供をだっこをしながら移動 7:47
25 1 1,2,3,4 13 3 4,12 3 売店から出て富士山ファームへ移動 8:30
26 1 1,2,3,4 13 3 4 3 富士山ファームを出て売店の方へ移動　 8:40:00
27 2 2,3 13 2 1,12 3 母と子3、商品の前で立ち止まる 8:53:00
28 2 1,3,4 13 2 18 1 父、子供の面倒をみる 9:19:00
29 1 2 13 3 5 3 母、レジの方へ移動　購入 9:55
30 2 1,4 13 3 19 1 父、子4をだっこする 10:02
31 2 2 13 3 4 3 母、合流 10:42
32 2 2,3 13 3 12 3 母、子3をだっこしながらウインドウショッピング 10:48
33 1 1,2,3,4 13 2 5 3 レジで商品を購入 11:17
34 1 1,2,3,4 13 3 4 3 パン屋の方へ移動 11:55
35 2 1,2,3,4 13 2 1,12 3 パン屋に入り、パンを見て立ち止まる 12:09
36 2 1,2,3,4 13 3 1,5 3 トレーを取りにいき、パンを物色 12:38
37 1 1,2,3,4 13 2 5 3 レジでパンを購入 15:03
38 2 1,2,3,4 13 2 1,19 1 父と母、子供をだっこ 16:10
39 1 1,2,3,4 13 3 4 3 買い物を終了し、移動 16:44
40 2 1,2,3,4 13 2 1,12 1 おもちゃ売り場の所で立ち止まる 17:14
41 1 1,2,3,4 13 3 4 3 移動 17:35


 


1 プログラム内 1 1人 1 駐車場 1 座っている 1 話している 1 子のため
2 プログラム外 2 夫婦（2人） 2 トイレ 2 立ち止まっている 2 飲食している 2 親のため


3 家族（父・母・子） 3 トイレ前ロビー 3 歩いている 3 用を足している 3 子、親のため
プログラム内 4 家族（父・子） 4 建物前広場（建物外） 4 横になっている 4 走っている（移動） 4 その他


5 家族（母・子） 5 テイクアウトコーナー(建物外） 5 その他 5 買い物している
6 その他 6 園地 6 見ている（情報）


7 喫煙所 7 景色を眺めている
8 ドッグラン 8 並んでいる
9 子供の遊び場（建物外） 9 待っている


10 風除室 10 遊んでいる
11 レストラン 11 煙草を吸っている
12 スナックコーナー（建物内） 12 ウィンドウショッピング
13 売店（お土産） 13 寝ている
14 無料休憩所（建物内） 14 携帯を見ている
15 インフォメーションコーナー 15 趣味（読書・音楽）
16 子供の遊び場（建物内） 16 体操している
17 ベビーコーナー 17 テレビを見ている
18 その他 18 幼児の世話をしている


19 幼児を抱っこしている
20 ベビーカーを押している
21 その他


行為2


トイレ
食事


買い物
移動


プログラム 構成 場所 状態 行為


図２ アンケート調査表 


図４ 行動観察の指標に沿った記録例 


 


図３ 行動観察の指標 
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図５ 行動観察の記録に使用した図面① 
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図５ 行動観察の記録に使用した図面② 
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図５ 行動観察の記録に使用した図面③ 
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3. 調査結果と考察 


3-1.休憩時間内訳 


3施設における調査対象者の休憩行動を表６、移動軌跡を図１６に示す。 


（1）休憩時間の定義 


行動観察の調査結果から、トイレ、食事、移動といった従来 SAで必要と思われ、基準によ


り整備された機能施設による休憩である「機能行動」が確認されるとともに、非機能行動で


調査対象者の自由意志により行われる行動（以下、「自由行動」）が多く確認された。「機能行


動」と定義されるトイレ行動、食事行動、移動行動、「自由行動」として定義される買物行動、


遊び行動、育児行動について以下の内容を含むものとして整理する。 


①トイレ行動：トイレにいる時間、トイレ中の移動も含む 


②食事行動：建物内の食事、屋台での食事、食事のための移動、食事に関する行為（食券を


買う、屋台に並ぶなど）も含む 


③移動行動：目的外の施設間の移動 


④買物行動：買い物、ウィンドウショッピング、買い物中の移動も含む 


図６ 駐車場から車までの時間 
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表３ 高齢者の休憩時間と自由行動時間内訳 


 


⑤遊び行動：園地及び外部での遊び・散策・観光、施設内での観光及びそれらの行動中の移


動も含む 


⑥育児行動：キッズコーナー、ベビーコーナーでの育児に関する行動、こども用のイベント


等、それらの行動中の移動も含む 


（2）高齢者の休憩時間と自由行動時間の内訳 


高齢者の休憩時間の内訳を表３に示す。浜名湖 SA、清水 PA、足柄 SA㊤の 3施設合計では、


29 組の調査対象者の平均休憩時間は 37 分であり、機能行動が 17 分、自由行動が 20 分であ


る。自由行動が半分以上を占めることがわかる。施設別では以下の内訳となる。 


浜名湖 SA：休憩時間が 46分で 3施設の中で最も長く、自由行動についてもが 29分で最も長


い。自由行動の内訳は買物行動が 13分、遊び行動が 16分であり、両者とも見られる。 


清水 PA：休憩時間が 34分で 3施設の中で最も短いが、自由行動は 21分であり、休憩時間に


占める割合は最も高い。自由行動の内訳は買物行動が 10 分、遊び行動が 11 分であり、両者


とも見られる。 


足柄 SA㊤：休憩時間が 35 分で 3 施設の平均に近いが、自由行動は 14 分で、3 施設の中で唯


一自由行動より機能行動の方が長い。自由行動の内訳は買物行動が 12分、遊び行動が 2分で


あり、後者が短い。 


（3）こども家族の休憩時間と自由行動時間の内訳 


こども家族の休憩時間の内訳を表４に示す。浜名湖 SA、清水 PA、足柄 SA㊤の 3 施設合計


では、57 組の調査対象者の休憩時間は高齢者より 7 分長い 44 分であり、機能行動が平均 24


分、自由行動が 20分であり、高齢者同様に、自由行動が半分程度を占めることがわかる。施


設別では 


浜名湖 SA：休憩時間が 46分で 3施設の平均であるが、自由行動については 26分で最も長い。


自由行動の内訳は買物行動が 7 分、遊び行動が 16 分、育児行動が 3 分と 3 パターン見られ、


特に遊び行動が長い。 


清水 PA：休憩時間が 39分で 3施設の中で最も短く、自由行動は 16分であり最も短い。自由


単位：min


平均 最小 最大 σ 平均 最小 最大 σ 平均 最小 最大 σ 


浜名湖 7 46 17 80 24 17 1 59 18 29 2 54 17
清水 11 34 17 60 13 13 0 38 12 21 0 56 14
足柄 11 35 13 76 20 21 2 50 18 14 3 26 8
全体 29 37 13 80 20 17 0 59 17 20 0 56 15


平均 最小 最大 σ 平均 最小 最大 σ 平均 最小 最大 σ 


浜名湖 7 13 2 22 6 16 0 38 16 0 0 0 0
清水 11 10 0 24 7 11 0 48 13 0 0 0 0
足柄 11 12 3 26 8 2 0 22 6 0 0 0 0
全体 29 11 0 26 7 9 0 48 14 0 0 0 0


休憩時間 機能行動時間被験


者数


自由行動時間


被験


者数


買物行動 遊び行動時間 育児行動時間


休


憩


時


間


自


由


行


動


時


間


施設名


施設名
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表４ こども家族の休憩時間と自由行動時間


 


 


行動の内訳は買物行動が 9 分、遊び行動が 3 分、育児行動が 4 分と 3 パターン見られ、買物


行動が長い。 


足柄 SA㊤：休憩時間が 49分で 3施設の中で最も長いが自由行動については 20分で 3施設の


平均である。自由行動の内訳は買物行動が 8 分、遊び行動が 8 分、育児行動が 4 分と 3 パタ


ーン見られ、買物行動と遊び行動が長い。 


3-2. 休憩行動における自由行動の発生パターン 


 施設別の高齢者、こども家族別に休憩行動の最初の行動について調査し、発生パターンを


表５に整理する。また、発生パターンの特徴を以下に示す。 


（1）機能行動優先型と自由行動優先型の施設別・属性別の違い 


通常想定される休憩行動の順序である、トイレ、食事を優先して行う行動を機能行動優先型


(例：①トイレ→食事⇒買物、②食事→トイレ→遊び）、買物行動、遊び行動を優先させる自


由行動優先型（例：①買物→トイレ→食事、②遊び→食事→トイレ）とすると、自由行動優


先型の比率は全体で 44％(38/86)（機能行動優先型は 100から自由行動優先型を除した数値）


となり、施設別の自由行動優先型は、浜名湖 SA54％（13/24）、清水 PA26％（8/31）、足柄 SA


㊤55％（17/31）である。3 施設の中で清水 PA の比率が低い理由は、高齢者、こども家族と


もに遊び行動が優先されないためであり、これは園地の配置が駐車場から施設と反対に配置


され、施設との移動距離が長いため園地に向かわないという意見がヒアリングで確認された。


なお、自由行動優先型である 44％の調査対象者は、SAへの立ち寄りの目的がトイレ、食事と


いった機能的な休憩のためではなく、遊び等の質的な休憩を目的としていることが考えられ


る。 


（2）自由行動優先型の内訳における施設別・属性別の違い 


 3 施設ともに自由行動優先型の内訳は、買物行動が高齢者、こども家族ともに最も多い。


これは高速道路の移動の休憩として気分転換に買物、ウィンドウショッピングの行動が多く


行われ、こども家族については、浜名湖 SA、清水 PA において優先して遊び行動が確認され


ており、これはこどものストレスを解消するための行動であることをヒアリングで確認して


単位：min


平均 最小 最大 σ 平均 最小 最大 σ 平均 最小 最大 σ 


浜名湖 17 46 19 110 22 20 4 60 15 26 0 55 17
清水 20 39 16 98 26 23 0 53 16 16 0 53 13
足柄 20 49 13 69 20 29 1 68 22 20 4 48 11
全体 57 44 13 110 22 24 0 68 19 20 0 55 14


平均 最小 最大 σ 平均 最小 最大 σ 平均 最小 最大 σ 


浜名湖 17 7 0 33 9 16 0 47 14 3 0 13 4
清水 20 9 0 20 7 3 0 47 10 4 0 20 6
足柄 20 8 0 26 9 8 0 36 9 4 0 45 10
全体 57 8 0 33 7 9 0 47 12 3 0 45 7


被験


者数


買物行動 遊び行動時間 育児行動時間


被験


者数


休憩時間 機能行動時間 自由行動時間


休


憩


時


間


自


由


行


動


時


間


施設名


施設名
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いる。 


 


3-3. 自由行動の多様性 


 施設別の自由行動の状況写真・軌跡、発生する時刻及び行動時間から自由行動の多様性が


わかる。図７は浜名湖 SAの高齢者、こども家族の自由行動の状況写真と説明及び行動の軌跡


を示す。図８、９は浜名湖 SA のそれぞれ高齢者、こども連れ家族別の休憩行動を 10 時から


16 時の間、30分間隔で機能行動、自由行動別に延べ行動時間を棒グラフに示したものである。


清水 PA、足柄 SA㊤についても同様に図１０、１１、１２（清水 PA）、図１３、１４、１５（足


柄 SA㊤）に示す。また、自由行動である買物行動、遊び行動、育児行動の別により、以下(1)


～(3)で特徴を述べる。 


(1)買物行動の特徴 


買物及びウィンドウショッピングは、3 施設及び高齢者、こども家族についてほぼすべて


の調査対象者及び時間帯において満遍なく見られた行動である。浜名湖 SAでは、高齢者は 3


棟ある売店の他に屋外の地元野菜コーナー、出店に留まる行動が見られ、また、こども家族


においても 3棟の売店をすべてまわる行動が見られる（図７）。これらの行動から売店施設の


回遊性が自由行動を発生させることがわかる。清水 PAでは、高齢者は売店のお土産コーナー


施設名 属性 行動パターン名
最初の


休憩行動


該当調査


対象者数


自由行動


/属性


自由行動


/施設


自由行動


/3施設


機能行動優先型① トイレ行動 2


機能行動優先型② 食事行動 2


自由行動優先型① 買物行動 3 3/7


自由行動優先型② 遊び行動 0 (43%)


自由行動優先型③ 育児行動 0 13/24


機能行動優先型① トイレ行動 4 (54%)


機能行動優先型② 食事行動 3


自由行動優先型① 買物行動 6 10/17


自由行動優先型② 遊び行動 4 (59%)


自由行動優先型③ 育児行動 0


機能行動優先型① トイレ行動 7


機能行動優先型② 食事行動 1


自由行動優先型① 買物行動 3 3/11


自由行動優先型② 遊び行動 0 (27%) 38/86


自由行動優先型③ 育児行動 0 8/31 (44%)


機能行動優先型① トイレ行動 12 (26%)


機能行動優先型② 食事行動 3


自由行動優先型① 買物行動 5 5/20


自由行動優先型② 遊び行動 0 (25%)


自由行動優先型③ 育児行動 0


機能行動優先型① トイレ行動 5


機能行動優先型② 食事行動 2


自由行動優先型① 買物行動 4 4/11


自由行動優先型② 遊び行動 0 (36%)


自由行動優先型③ 育児行動 0 17/31


機能行動優先型① トイレ行動 5 (55%)


機能行動優先型② 食事行動 2


自由行動優先型① 買物行動 7 13/20


自由行動優先型② 遊び行動 4 (65%)


自由行動優先型③ 育児行動 2


※（　）は自由行動が全体数に占める割合を示す


高齢者


こども家族


清水


足柄


高齢者


こども家族


浜名湖


高齢者


こども家族


表５ 休憩行動の行動パターン別数及び割合 
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で見られ、高齢者、こども家族ともに雑貨、服屋での行動が多く見られる。 


ヒアリングからも高齢者夫婦において特に女性が雑貨、服屋のウィンドウショッピンを行


っていることがわかる（図１０）。足柄 SA㊤では、屋外店舗での土産コーナー、軽食が多く


あるため、移動しながらウィンドウショッピングをする行動が見られる（図１３）。 


(2)遊び行動の特徴 


遊び行動は、高齢者、こども家族で一律に見られるものではなく、施設、園地の配置等に


より属性による差が見られる。浜名湖 SA では、湖を眺める、湖の遊覧船に乗る行動が見ら、


特にこどもは斜面を利用した遊びが多く見られる（図７）。なお、浜名湖 SA では売店等から


園地、湖が見え難いため、その存在に気がつかない調査対象者が高齢者、こども家族ともに


複数組ヒアリングにより確認された。清水 PAでは高齢者に多く行動が見られるが、こども家


族の行動は少ない。遊び行動は高齢者において遊歩道、展望台のある園地、屋外のバイク、


車の展示及び屋外テラスでのくつろぎなど様々な行動が見られる（図１０）。こども連れ家族


は、屋外では遊歩道、展望台が施設から遠く離れているため行かないという声もヒアリング


で確認された。足柄 SA㊤では、高齢者、こども家族ともに、屋外テラスでのくつろぎ、ドッ


グランへの立ち寄り、園地でのくつろぎ、こどもの遊びの行動が見られる（図１３）。なお、


足柄 SA㊤では浜名湖 SA と同様に売店等から園地が見え難いため、その存在に気がつかない


調査対象者が高齢者、こども家族ともにヒアリングにより確認された。 


(3)育児行動の特徴 


3施設のこども家族について満遍なく見られた行動である。浜名湖 SAではフードコートに


隣接したベビーコーナーが多く利用され、時間帯も満遍なく発生していることがわかる（図


７、１０）。清水 PA ではキッズコーナーが多く利用され、時間帯は昼食時間帯付近に発生し


ていることがわかる（図１０,１３）。足柄 SA㊤ではこども連れ家族が期間限定イベント、写


真記念撮影コーナー、スランプラリーなどを利用する休憩行動が確認される（図１３）。 


コーナー、スランプラリーなどを利用する休憩行動が確認される（図１３）。 
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図８ 浜名湖 SAの時刻別累積行動時間（高齢者） 


 


図９ 浜名湖 SAの時刻別累積行動時間（こども） 


 


図７ 浜名湖 SAの自由行動発生内容及び場所 
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図１１ 清水 PAの時刻別累積行動時間（高齢者） 


 


図１２ 清水 PAの時刻別累積行動時間（こども） 


 


図１０ 清水 PAの自由行動発生内容及び場所 
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図１４ 足柄 SAの時刻別累積行動時間（高齢者） 


 


図１５ 足柄 SAの時刻別累積行動時間（こども） 


 


図１３ 足柄 SAの自由行動発生内容及び場所 
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図１６ 調査対象者の移動軌跡①（浜名湖 SA） 


図１６ 調査対象者の移動軌跡②（清水 PA） 


図１６ 調査対象者の移動軌跡③（足柄 SA） 
※赤線が高齢者、緑線がこども 







 
 
110 


4. まとめ 


3施設の休憩行動観察調査から、高齢者、こども連れ家族における休憩の様態及び SAでの


休憩時間が延びる原因を明らかにした。自然周辺環境との調和、多様な利用者への配慮とい


う 4 章の滞在時間の予測式からわかる内容と同じく、園地での散策、こども施設、買物とい


う行動が休憩時間に影響していることがわかった。またこの結論から、少子高齢化に向け、


高齢者、こども連れ家族における自由行動として定義される質の高い休憩行動の特徴を明確


にすることにより、SAにおける施設整備の方針が整理される。 


1)一般的に想定されている SAの利用形態であるトイレ行動、食事行動という機能的な休憩行


動は調査対象者の大半で見られ、それに加え、買物行動、遊び行動、育児行動という非機能


的な休憩行動であり、調査対象者の自由意志により行われる自由行動が全体の休憩時間の 4


割程度を占めた。 


2) SA に立ち寄り、最初に行われる休憩行動が買物行動、遊び行動 


等の自由意志で行われた調査対象者が 4割程度見られることから、SAでの休憩の目的がトイ


レ行動、食事行動といった機能的な休憩ではなく、自由行動を主目的とした休憩であり、こ


れらは質的な休憩と位置づけることができる。 


3)高齢者の自由行動は気分転換のための買物、ウィンドウショッピング、及び園地での散策


行動が多く見られる。 


4)こども連れ家族の自由行動の特徴は買物行動が多く見られるが、親が中心の行動であるこ


とが多い。こども中心の行動は、園地での遊び行動が多く見られる。 
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個別実態調査に基づく滞在時間予測式の妥当性


検証（行動観察調査） 
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第 6 章 SA 環境評価指標を用いた全国調査による現状と課題の抽出 


 


1. 調査目的 


ＳＡ環境評価指標を用いて機能、規模等のバランスを考慮し、日本を代表する 65施設にお


いて指標項目についての実施状況を現地調査する。調査の結果と 4 章で示した滞在時間の予


測式からわかる項目を考慮し、今後、ＳＡ環境評価指標において重点的に整備していく事項


が明らかにすることを目的とする。 


 


2. 環境評価指標を用いた休憩施設の現状評価実施 


2-1. 調査箇所 


環境評価指標を作成する際に、管理者アンケートを実施した箇所を対象とする。対象は、


全国 65 箇所であり、NEXCO各社をタイプ別に代表する箇所を NEXCO各社に選定してもらって


いる。調査箇所及び調査日について表１に示す。なお表中の緑ハッチは NEXCO 東日本、オレ


ンジハッチは NWXCO中日本、青ハッチは NEXCO西日本の管轄ＳＡであることを示す。 
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No 支社名 事務所名 休憩施設名 上下別 調査日
1 東京支社 御殿場（保） 足柄SA 上 2014/6/13
2 八王子支社 大月（保） 談合坂SA 上 2014/7/17
3 八王子支社 大月（保） 談合坂SA 下 2014/7/24
4 関東支社 アクア（管） 海ほたるPA 共通 2014/7/30
5 東京支社 富士（保） 清水PA 共通 2014/8/5
6 東京支社 富士（保） 駿河湾沼津SA 上 2014/8/19
7 関東支社 宇都宮（管） 佐野SA 上 2014/8/26
8 関東支社 高崎（管） 甘楽PA 上 2014/9/2
9 関西支社 滋賀（高） 大津SA 下 2014/9/9
10 関西支社 京都（高） 桂川PA 上 2014/9/10
11 関西支社 京都（高） 桂川PA 下 2014/9/10
12 関西支社 阪奈（高） 香芝SA 下 2014/9/11
13 関西支社 神戸（高） 西宮名塩SA 上 2014/9/11
14 関西支社 神戸（高） 三木SA 上 2014/9/12
15 関西支社 神戸（高） 三木SA 下 2014/9/12
16 新潟支社 新潟（管） 阿賀野川SA 上 2014/9/18
17 新潟支社 長岡（管） 山谷PA 上 2014/9/19
18 新潟支社 長岡（管） 米山SA 下 2014/9/19
19 関東支社 長野（管） 松代PA 下 2014/9/25
20 関東支社 長野（管） 姨捨SA 上 2014/9/26
21 東北支社 古川（管） 三本木PA 上 2014/10/15
22 東北支社 仙台（管） 菅生PA 下 2014/10/15
23 東北支社 山形（管） 山形蔵王PA 上 2014/10/16
24 東北支社 福島（管） 国見SA 下 2014/10/16
25 東北支社 福島（管） 吾妻PA 下 2014/10/17
26 東北支社 会津若松（管） 磐梯山SA 上 2014/10/17
27 東北支社 盛岡（管） _岩手山SA 上 2014/10/21
28 東北支社 北上（管） _前沢SA 下 2014/10/22
29 東北支社 北上（管） 錦秋湖PA 共通 2014/10/22
30 八王子支社 甲府（保） 双葉SA 下 2014/10/30
31 八王子支社 甲府（保） 八ヶ岳PA 上 2014/10/30
32 八王子支社 松本（保） 梓川SA 下 2014/10/31
33 八王子支社 松本（保） 諏訪湖SA 下 2014/10/31
34 九州支社 久留米（高） 広川SA 下 2014/11/4
35 九州支社 久留米（高） 基山PA 下 2014/11/4
36 九州支社 大分（高） 別府湾SA 下 2014/11/5
37 九州支社 長崎（高） 大村湾PA 上 2014/11/6
38 九州支社 長崎（高） 大村湾PA 下 2014/11/6
39 九州支社 熊本（高） 北熊本SA 上 2014/11/7
40 九州支社 熊本（高） 北熊本SA 下 2014/11/7
41 関東支社 那須（管） 那須高原SA 下 2014/11/14
42 関東支社 千葉（管） 幕張PA 上 2014/11/28
43 関東支社 京浜（管） 都筑PA 上 2014/12/2
44 関東支社 加須（管） 羽生PA 下 2014/12/5
45 中国支社 岡山（高） 吉備SA 下 2014/12/11
46 四国支社 香川（高） 府中湖PA 上 2014/12/11
47 中国支社 福山（高） 福山SA 下 2014/12/12
48 中国支社 広島（高） 小谷SA 下 2014/12/15
49 中国支社 周南（高） 下松SA 下 2014/12/15
50 中国支社 山口（高） 美東SA 上 2014/12/16
51 中国支社 山口（高） 美東SA 下 2014/12/16
52 東京支社 横浜（保） 港北PA 下 2015/1/14
53 東京支社 静岡（保） 牧之原SA 下 2015/1/15
54 東京支社 静岡（保） 日本坂PA 上 2015/1/15
55 東京支社 静岡（保） 小笠PA 下 2015/1/16
56 東京支社 浜松（保） 浜名湖SA 共通 2015/1/16
57 金沢支社 金沢（保） 徳光PA 下 2015/1/23
58 金沢支社 富山（保） 有磯海SA 下 2015/1/23
59 名古屋支社 多治見（保） 恵那峡SA 上 2015/1/20
60 名古屋支社 多治見（保） 屏風山PA 上 2015/1/20
61 名古屋支社 彦根（保） 多賀SA 下 2015/1/21
62 名古屋支社 彦根（保） 神田PA 上 2015/1/21
63 名古屋支社 津（保） 安濃SA 下 2015/1/22
64 名古屋支社 津（保） 奥伊勢PA 下 2015/1/22
65 関東支社 谷和原（管） 守谷SA 上 2015/2/3


表１ 調査箇所及び調査日の一覧 
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2-2. 調査方法 


(1)調査体制 


111 環境評価項目の実施有無を工学院大学、千葉大学の両者ともに調査する。（図１）なお、


目視での評価が難しい項目等については NEXCO総研にてヒアリング等により調査する。 


 両者の調査結果を比較、確認する作業を行い、最終調査結果としている。（図２） 


 


(2)採点方法 


採点方法 評価は環境評価指標の 111 事例の小項目をそれぞれ０：実施無し、実施の度合い


により 1 から 5 点を採点した点数を元にする。質的な評価点であるため、実施度点（1～5）


の定義については全 65箇所の調査後に統一した評価基準であることを確認し、必要に応じて


修正している。評価がばらつかないよう、全箇所最低でも 2グループで採点し確認している。 


 


3. 調査結果と考察 


 3-1.全国調査結果（65 箇所） 


（1）65箇所の調査結果 


65 箇所の次元、カテゴリー別の点数一覧を表２に示す。 


 


図１ 調査の状況 図２ 結果確認作業の状況 







 
 


114 


 


 


 


 


５５５点 次元１ 次元２ 次元３ 次元４ 次元５ 次元６ 次元７ ｶﾃｺﾞﾘ1-1 ｶﾃｺﾞﾘ2-1 ｶﾃｺﾞﾘ3-1 ｶﾃｺﾞﾘ3-2 ｶﾃｺﾞﾘ4-1 ｶﾃｺﾞﾘ5-1 ｶﾃｺﾞﾘ5-2 ｶﾃｺﾞﾘ5-3 ｶﾃｺﾞﾘ6-1 ｶﾃｺﾞﾘ7-1 ｶﾃｺﾞﾘ7-2 ｶﾃｺﾞﾘ7-3


足柄 399 45 28.5 80.5 25.5 95.5 22 102 45 28.5 52 28.5 25.5 40 45.5 10 22 25.5 25.5 51
2 大津 390 38 25.5 79.5 31.5 108 19 88.5 38 25.5 51.5 28 31.5 34.5 54 19.5 19 18 24.5 46
3 清水 374 36 28 65.5 25 100.5 25 94 36 28 42 23.5 25 39.5 43.5 17.5 25 23.5 25.5 45
4 多賀 369.5 39 28 73.5 25 107 17 80 39 28 50 23.5 25 36.5 42 28.5 17 18.5 20 41.5
5 海はたる 366 39.5 27 66 25 108 12 88.5 39.5 27 42.5 23.5 25 40.5 49 18.5 12 23 16 49.5
6 恵那峡 364.5 35.5 28 73.5 26 100 18 83.5 35.5 28 50.5 23 26 41 47 12 18 23.5 16.5 43.5
7 談合坂（下） 353 40 22.5 69.5 24 89.5 22 85.5 40 22.5 48 21.5 24 36 43.5 10 22 22 20 43.5
8 守谷 351.5 36.5 26.5 65.5 27 94 20 82 36.5 26.5 43 22.5 27 35.5 38.5 20 20 22 17.5 42.5
9 別府湾 350 36 24.5 62.5 25.5 79 27 95.5 36 24.5 41 21.5 25.5 30 35.5 13.5 27 23.5 22 50


10 談合坂（上） 349 37 27.5 67 19 92 21 85.5 37 27.5 43.5 23.5 19 34.5 46.5 11 21 23 19 43.5
11 浜名湖 347.5 36.5 27 61 24.5 87 24 87.5 36.5 27 40.5 20.5 24.5 30 39 18 24 24.5 19.5 43.5
12 美東（上） 342.5 37.5 27 68 25.5 86.5 19 79 37.5 27 46.5 21.5 25.5 33 40.5 13 19 20.5 20 38.5
13 前沢 339.5 31.5 27 64 24.5 91 22 79.5 31.5 27 42.5 21.5 24.5 33.5 41.5 16 22 21 16 42.5
14 三木（下） 335 35 26.5 61 22 81.5 23 86 35 26.5 41 20 22 38.5 31.5 11.5 23 22 16.5 47.5
15 羽生 333 41 32 60.5 30 82 23 64.5 41 32 41 19.5 30 35 36.5 10.5 23 14.5 16.5 33.5
16 佐野 330.5 34 24 67 20.5 80 23 82 34 24 45.5 21.5 20.5 37.5 31.5 11 23 20 21.5 40.5
17 駿河沼津 328.5 33.5 28 61.5 22 80 20 83.5 33.5 28 41.5 20 22 33.5 38.5 8 20 14 25.5 44
18 牧之原 325 36 23.5 63.5 25 76 18 83 36 23.5 42 21.5 25 27.5 30.5 18 18 22.5 14.5 46
19 三木（上） 324.5 33.5 25.5 63 21 74.5 23 84 33.5 25.5 42.5 20.5 21 34.5 28.5 11.5 23 23 16 45
20 小谷 318.5 29 23.5 61 22 92 23 68 29 23.5 40 21 22 31.5 39 21.5 23 18 13 37
21 美東（下） 317.5 34 26 65 22 86.5 18 66 34 26 46 19 22 35 38 13.5 18 18 12 36
22 那須高原 316.5 33.5 22.5 57 25 83 19 76.5 33.5 22.5 35 22 25 30.5 40 12.5 19 18.5 18 40
23 下松 310.5 34.5 24.5 59 19.5 78.5 24 70.5 34.5 24.5 40 19 19.5 30.5 35.5 12.5 24 20.5 12 38
24 有磯海 308.5 29 22 58 22.5 82 18 77 29 22 38 20 22.5 34 37 11 18 19.5 17.5 40
25 広川 308 27 24 59 22 73.5 27 75.5 27 24 41 18 22 33 29 11.5 27 18.5 15 42
26 姥捨 307.5 25 26 62.5 19 73.5 25 76.5 25 26 38.5 24 19 30.5 27.5 15.5 25 20.5 18 38
27 双葉 306.5 33 27.5 57.5 18 73.5 25 72 33 27.5 38.5 19 18 28 37 8.5 25 17 16 39
28 安濃 303.5 30 28 58 26 75 16 70.5 30 28 37.5 20.5 26 31 33 11 16 13.5 15.5 41.5
29 幕張 302.5 34.5 25 61 29 75.5 22 55.5 34.5 25 42 19 29 36.5 28 11 22 12 5.5 38
30 福山 297 30.5 22 56.5 19 74 20 75 30.5 22 38.5 18 19 32.5 29.5 12 20 19.5 13.5 42
31 基山 296 29.5 26 56.5 25.5 72 25 61.5 29.5 26 36 20.5 25.5 31.5 29.5 11 25 13.5 7.5 40.5
32 香芝 293 27.5 25 56.5 18.5 73.5 19 73 27.5 25 37.5 19 18.5 34 29.5 10 19 16.5 12 44.5
33 梓川 286.5 27 21 56.5 20.5 74 22 65.5 27 21 36.5 20 20.5 30.5 34 9.5 22 17 12 36.5
34 錦秋湖 284.5 28 28 50 20.5 71 18 69 28 28 34 16 20.5 29 28 14 18 22 13.5 33.5
35 米山 278.5 26 22.5 63 17 64.5 23 62.5 26 22.5 45 18 17 24.5 28 12 23 16 12.5 34
36 吉備 278 20 22 54.5 17 75 21 68.5 20 22 36.5 18 17 29.5 32.5 13 21 18 11.5 39
37 松代 276 25.5 29 49 18.5 64 22 68 25.5 29 32.5 16.5 18.5 27 27.5 9.5 22 20.5 13 34.5
38 甘楽 275 30.5 24.5 43 16 67 23 71 30.5 24.5 30 13 16 32 24.5 10.5 23 15.5 24.5 31
39 阿賀野川 273 33 24.5 52.5 17 68.5 19 58.5 33 24.5 36.5 16 17 33 23 12.5 19 13.5 12.5 32.5
40 西宮名塩 271 30.5 26 57.5 21.5 64 22 49.5 30.5 26 39.5 18 21.5 28.5 27.5 8 22 9 9 31.5
41 岩手山 261 25.5 20.5 58.5 18 61 23 54.5 25.5 20.5 40 18.5 18 30 18.5 12.5 23 13 10.5 31
42 諏訪湖 259.5 26 17 47.5 13.5 70 21 64.5 26 17 29 18.5 13.5 28 36.5 5.5 21 17 11 36.5
43 北熊本（下） 258.5 24 22 48 19 64 14 67.5 24 22 33 15 19 29 26.5 8.5 14 19.5 13 35
44 磐梯山 254.5 29 20.5 47.5 16.5 57.5 25 58.5 29 20.5 33 14.5 16.5 24.5 23 10 25 14 12.5 32
45 桂川（下） 253.5 33.5 26 46.5 17.5 58.5 17 54.5 33.5 26 29 17.5 17.5 30.5 20.5 7.5 17 8.5 11 35
46 徳光 253.5 27 20.5 42.5 18 67 18 60.5 27 20.5 24.5 18 18 28 25.5 13.5 18 17.5 14 29
47 国見 252.5 25.5 22 46 15.5 66 18 59.5 25.5 22 32.5 13.5 15.5 29 27 10 18 14 10 35.5
48 奥伊勢 252 30.5 26 53 12.5 45.5 20 64.5 30.5 26 36 17 12.5 22.5 13 10 20 17.5 15 32
49 菅生 249.5 23 22.5 51.5 19.5 59.5 20 53.5 23 22.5 35 16.5 19.5 27.5 22.5 9.5 20 10 9.5 34
50 屏風山 248 29 28 48 13.5 60.5 15 54 29 28 33 15 13.5 28.5 23.5 8.5 15 12.5 16 25.5
51 山谷 247.5 24 24 44 16 60.5 21 58 24 24 29.5 14.5 16 23.5 20.5 16.5 21 13 14 31
52 大村湾（上） 247 23.5 23 40.5 14.5 52 23 70.5 23.5 23 26.5 14 14.5 24.5 18 9.5 23 18.5 14.5 37.5
53 北熊本（上） 239 21.5 19.5 45 15.5 66.5 18 53 21.5 19.5 33 12 15.5 29.5 28.5 8.5 18 16 6.5 30.5
54 神田 239 24 22 41.5 12 57.5 21 61 24 22 24.5 17 12 27.5 22 8 21 15.5 9.5 36
55 桂川（上） 238.5 35 23 45.5 13.5 53.5 18 50 35 23 30.5 15 13.5 28 17 8.5 18 11 9 30
56 大村湾（下） 236.5 21.5 22 40.5 14.5 45.5 24 68.5 21.5 22 28.5 12 14.5 22 15 8.5 24 18.5 12.5 37.5
57 日本坂 233.5 23.5 25.5 47 14 52 16 55.5 23.5 25.5 29.5 17.5 14 21.5 21.5 9 16 18 6 31.5
58 八ヶ岳 218.5 22.5 25.5 42.5 13.5 48.5 18 48 22.5 25.5 26.5 16 13.5 24 16 8.5 18 17.5 5 25.5
59 小笠 207.5 24 24.5 40 15.5 46 17 40.5 24 24.5 22.5 17.5 15.5 23 14.5 8.5 17 12.5 10 18
60 都筑 195 23.5 24.5 33.5 9 37 29 38.5 23.5 24.5 24 9.5 9 23 6 8 29 7.5 6.5 24.5
61 港北 189.5 21 24 32.5 10.5 47 18 36.5 21 24 23.5 9 10.5 22.5 15.5 9 18 12 3 21.5
62 府中湖 187 26.5 21.5 32.5 11 15.5 31 49 26.5 21.5 21 11.5 11 8 7.5 0 31 12 15.5 21.5
63 吾妻 147.5 24.5 18 33.5 10 16.5 19 26 24.5 18 25.5 8 10 9 5 2.5 19 2 7.5 16.5
64 山形蔵王 147 21 12.5 29.5 13 21 21 29 21 12.5 24 5.5 13 6 10 5 21 3.5 10.5 15
65 三本木 120.5 21 11.5 24.5 12.5 12 15 24 21 11.5 20.5 4 12.5 6 0 6 15 2 8 14


表２ 65箇所の調査結果一覧 
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（2）65箇所の平均評価点 


 65 箇所の平均評価点及び実施率を表３、レーダーチャートを図３に示す。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


1-1 2-1 3-1 3-2 4-1 5-1 5-2 5-3 6-1 7-1 7-2 7-3 合計


項目数*5
（満点）


55 40 65 30 35 55 60 35 50 30 35 65 555


65箇所平均 30.0 24.2 36.3 18.0 19.4 29.2 28.8 11.4 20.8 16.7 14.1 36.0 284.9


実施率（％） 55% 61% 56% 60% 55% 53% 48% 33% 42% 56% 40% 55% 51%


次元 次元 カテゴリー 割合


Ⅰ.安全・安心な環境 １.安全・安心への支援 １−１.安全・安心への配慮 30 / 55 55%


２.衛生保持への支援 ２−１.衛生保持への配慮 24.2 / 40 61%


３−１.不便さへの対応 36.3 / 65 56%


３−２.豊かさへの配慮 18 / 30 60%


４.安定した設えへの支 ４−１.安定した設えへの配慮 19.4 / 35 55%


５−１.情報やサービスの提供 29.2 / 55 53%


５−２.空間や素材の工夫 28.8 / 60 48%


５−３.多様な利用者への配慮 11.4 / 35 33%


６.維持管理への支援 ６−１.維持管理への配慮 20.8 / 50 42%


７−１.地域資源の活用 16.7 / 30 56%


７−２.自然・周辺環境との調和 14.1 / 35 40%


７−３.休憩ニーズの取り入れ 36 / 65 55%


284.9 / 555 51%計


評価数


Ⅱ.快適な環境


３.心地よさへの支援


５.利用しやすさの支援


Ⅲ.持続可能な環境
７.環境多様性の支援


表３ 65箇所の平均評価点及び実施率 


図３ 65箇所の平均評価点レーダーチャート 
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（3）16箇所の平均点評価点 


16箇所の次元、カテゴリー別の点数一覧を表 4、平均評価点及び実施率を表５、レーダーチャート


を図４に示す。 


 


 


 


 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


５５５点 次元１ 次元２ 次元３ 次元４ 次元５ 次元６ 次元７ ｶﾃｺﾞﾘ1-1 ｶﾃｺﾞﾘ2-1 ｶﾃｺﾞﾘ3-1 ｶﾃｺﾞﾘ3-2 ｶﾃｺﾞﾘ4-1 ｶﾃｺﾞﾘ5-1 ｶﾃｺﾞﾘ5-2 ｶﾃｺﾞﾘ5-3 ｶﾃｺﾞﾘ6-1 ｶﾃｺﾞﾘ7-1 ｶﾃｺﾞﾘ7-2 ｶﾃｺﾞﾘ7-3


1 足柄 399 45 28.5 80.5 25.5 95.5 22 102 45 28.5 52 28.5 25.5 40 45.5 10 22 25.5 25.5 51
2 清水 374 36 28 65.5 25 100.5 25 94 36 28 42 23.5 25 39.5 43.5 17.5 25 23.5 25.5 45
3 前沢 339.5 31.5 27 64 24.5 91 22 79.5 31.5 27 42.5 21.5 24.5 33.5 41.5 16 22 21 16 42.5
4 三木（下） 335 35 26.5 61 22 81.5 23 86 35 26.5 41 20 22 38.5 31.5 11.5 23 22 16.5 47.5
5 羽生 333 41 32 60.5 30 82 23 64.5 41 32 41 19.5 30 35 36.5 10.5 23 14.5 16.5 33.5
6 駿河沼津 328.5 33.5 28 61.5 22 80 20 83.5 33.5 28 41.5 20 22 33.5 38.5 8 20 14 25.5 44
7 三木（上） 324.5 33.5 25.5 63 21 74.5 23 84 33.5 25.5 42.5 20.5 21 34.5 28.5 11.5 23 23 16 45
8 小谷 318.5 29 23.5 61 22 92 23 68 29 23.5 40 21 22 31.5 39 21.5 23 18 13 37
9 那須高原 316.5 33.5 22.5 57 25 83 19 76.5 33.5 22.5 35 22 25 30.5 40 12.5 19 18.5 18 40


10 広川 308 27 24 59 22 73.5 27 75.5 27 24 41 18 22 33 29 11.5 27 18.5 15 42
11 幕張 302.5 34.5 25 61 29 75.5 22 55.5 34.5 25 42 19 29 36.5 28 11 22 12 5.5 38
12 福山 297 30.5 22 56.5 19 74 20 75 30.5 22 38.5 18 19 32.5 29.5 12 20 19.5 13.5 42
13 基山 296 29.5 26 56.5 25.5 72 25 61.5 29.5 26 36 20.5 25.5 31.5 29.5 11 25 13.5 7.5 40.5
14 香芝 293 27.5 25 56.5 18.5 73.5 19 73 27.5 25 37.5 19 18.5 34 29.5 10 19 16.5 12 44.5
15 菅生 249.5 23 22.5 51.5 19.5 59.5 20 53.5 23 22.5 35 16.5 19.5 27.5 22.5 9.5 20 10 9.5 34
16 都筑 195 23.5 24.5 33.5 9 37 29 38.5 23.5 24.5 24 9.5 9 23 6 8 29 7.5 6.5 24.5


1-1 2-1 3-1 3-2 4-1 5-1 5-2 5-3 6-1 7-1 7-2 7-3 合計


項目数*5
（満点）


55 40 65 30 35 55 60 35 50 30 35 65 555


16箇所平均 32.1 25.7 39.5 19.8 22.5 33.4 32.4 12.0 22.6 17.3 15.1 40.7 313.0938


実施率（％） 58% 64% 61% 66% 64% 61% 54% 34% 45% 58% 43% 63% 56%


次元 次元 カテゴリー 割合


Ⅰ.安全・安心な環境 １.安全・安心への支援 １−１.安全・安心への配慮 32.1 / 55 58%


２.衛生保持への支援 ２−１.衛生保持への配慮 25.7 / 40 64%


３−１.不便さへの対応 39.5 / 65 61%


３−２.豊かさへの配慮 19.8 / 30 66%


４.安定した設えへの支 ４−１.安定した設えへの配慮 22.5 / 35 64%


５−１.情報やサービスの提供 33.4 / 55 61%


５−２.空間や素材の工夫 32.4 / 60 54%


５−３.多様な利用者への配慮 12 / 35 34%


６.維持管理への支援 ６−１.維持管理への配慮 22.6 / 50 45%


７−１.地域資源の活用 17.3 / 30 58%


７−２.自然・周辺環境との調和 15.1 / 35 43%


７−３.休憩ニーズの取り入れ 40.7 / 65 63%


313.1 / 555 56%計


評価数


Ⅱ.快適な環境


３.心地よさへの支援


５.利用しやすさの支援


Ⅲ.持続可能な環境
７.環境多様性の支援


表５ 16箇所の平均評価点及び実施率 


図４ 16箇所の平均評価点レーダーチャート 


表４ 16箇所の調査結果一覧 
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3-2.予測式を踏まえた現状と課題 


 滞在時間予測式から、滞在時間を説明する係数として重回帰分析より抽出された項目は、カテゴ


リー7-2.自然周辺環境との調和、5-3.多様な利用者への配慮、である。また全国 65 箇所の調査結


果の平均点は 3-1.（2）で示したとおり、同様の項目がそれぞれ 7-2.は 40％、5-3.は 33％と実施


率が低い。特にカテゴリー7-2.の中では、92.「建設時および運用時において、建設リサイクル法


やグリーン物品購入法などの法律に基づき、環境負荷の軽減が図られている。」、96.「各種施設の


熱負荷を軽減するために、屋上緑化や散水・ミスト噴霧などによる取り組みがなされている。」が


低く、カテゴリー5-3.の中では 72.「屋内に子供用の遊び場やプレイルームが設けられており、見


守りやすい工夫がなされている。」、73.「家族連れ利用における子供のための屋外遊び場などが設


けられている。」、75.「家族連れ利用における子供のための屋内プレイルームなどが設けられてい


る。」が低い。一方、16箇所における結果では、7-2.は 43％、5-3.は 34％と実施率が低い。特にカ


テゴリー7-2.の中では、65箇所同様、92、96が低く、カテゴリー5-3.の中では 72、73、75が低い。


このことから、今後、質的環境評価指標の中で、滞在時間を延ばすために効果的な取り組みは、カ


テゴリー5.3 多様な利用者への配慮、カテゴリー7-2.自然環境との調和、であることが明らかにな


った。 


 


4. まとめ 


ＳＡ環境評価指標を用いて機能、規模等のバランスを考慮し、日本を代表する 65 施設において


指標項目についての実施状況を現地調査した。調査の結果、65施設全体の平均実施率は 51％、＜7


－2．自然・周辺環境との調和；実施率 40％＞、＜5－3．多様な利用者への配慮；実施率 33％＞が


実施率の低いカテゴリーである。この結果は滞在時間の予測式からわかる項目と同様であるため、


環境評価指標において重点的に整備していく事項であることが明らかになった。 


 


5. 各項目の取り組み事例 


 65 箇所の各項目について具体的な取り組み事例を次ページ以降に示す。 
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1. 安全・安心への支援 
1-1. 安心・安全の配慮 
[1]床面の材料は滑りにくい素材とし、雨水などの影響を配慮してマットを敷くなど 


の工夫がなされている。 
大津 SA㊦ 


 
 


トイレ入口部の風除室にある滑り止めマ


ット 


多賀 SA㊦ 


 
 


建物入り口部分に三段階でのマットの設


置 


姨捨 SA㊤ 


 
 


夜間でも段差の認識が容易になるよう段


差部にフットライト 


大津 SA㊦ 


 
 


歩道部の柱 3m 間隔にライト 


 
[3]サービスエリア内で安全に歩行できるよう人と車の領域が明確に分離されて 


いる。 
清水 PA 


 
 


駐車場から明確に領域分けされている安


全な歩行者領域 


足柄 SA㊤ 


 
 


駐車場との材質及びポールによる明確な


領域分け 


足柄 SA㊤ 


 
 


駐車場内での進行方向を示した看板 


美東 SA㊤ 


 
 


小型車の駐車領域までの明確な誘導 


 


[5]人や車の移動に混乱が生じないようスムーズに誘導するための工夫がなされ 
ている。 


安濃 SA㊦ 


 
 


ペット施設へのサイン 


福山 SA㊦ 


 
 


各種車両の駐車領域への明確なサイン 


足柄 SA㊤ 


 
 


駐車場内における緩やかな蛇行 


別府湾 SA㊦ 


 
 


サービスエリアの入り口における急カーブ 


 
[7]防犯上、見守りにくい場所をなくすための見通しが確保されている。 


 
守谷 SA㊤ 


 
 


見通しの確保された店舗前 


守谷 SA㊤ 


 
 


端まで見通せる店舗内 


足柄 SA㊤ 


 
 


トイレ出入口に設置された防犯カメラ 


多賀 SA㊦ 


 
 


商品コーナーに盗難防止用の監視カメラ 


[9]舗装の色彩や形状に変化をつけるなどにより、領域を明確にすることで 


不安全な場所に近づきにくい工夫がなされている。 
談合坂 SA㊦ 


 
 


明確な色分けによるバスの駐車領域、店


舗へと続く歩行者領域 


美東 SA㊦ 


 
 


駐車場での U ターンレーン、歩行者通路 


磐梯山 SA㊤ 


 
 


豊かな植栽計画による対策 


双葉 SA㊦ 


 
 


防音壁による対策 


[2]暗がりによる転倒を防止するための良好な照明計画がなされている。 


 


[4]舗装や標識、サインや看板などの表示に混乱が生じないよう全体的なコ


ーディネートがなされている。 


 


[6]駐車場や車路において運転者が自然に速度を落とせるような配慮が


図られている。 


 


[8]利用者のプライバシーに配慮した上で、防犯カメラや非常警報装置が適切


な位置に設置されている。 


 


[10]車や施設から出る騒音・振動を防止するために防音壁・遮音壁や植栽 


計画などにより対策がなされている。 
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 [11]サービスエリア周辺への光害の影響を考慮して照明設備や太陽光発電 


パネルなどの反射材の配置を工夫している。 
足柄 SA㊤ 


 
 


周辺だけではなく利用者にも影響が無い


位置に設置 


浜名湖 SA 


 
 


周辺だけではなく利用者にも影響が無い


位置に設置 


 


2. 衛生保持への支援 


2-1. 衛生保持の配慮 
[12]衛生面や美観上からゴミ箱の清潔な状態が維持されている。 


談合坂 SA㊦ 


 
 


設置場所に調和するよう木調デザイン 


足柄 SA㊤ 


 
 


美観上の配慮として店舗側からのみ視認


できる設置方法 


足柄 SA㊤ 


 
 


清掃しやすいように小便器下の床材変化 


別府湾 SA㊦ 


 
 


美観を意識したトイレ内の倉庫 


 
 [14]煙草のポイ捨てなどが行われないよう適切な位置に分煙スペースが設置 


されている。 
別府湾 SA㊦ 


 
 


美観を意識した店舗に併設された喫煙所 


那須高原 SA㊦ 


 
 


一般動線から隔離された位置にある喫煙


所 


基山 PA㊦ 


 
 


売店のバイオ式グリース阻集器（維持管


理状況により臭気の原因となる） 


安濃 SA㊦ 


 
 


トイレ洗浄に汚れの落ちやすく匂いを抑


える洗剤ではないないナノバブル水（他


では、イオン水、オゾン水等） 


 


[16]屋外休憩スペースの利用について、高齢者や障害者への配慮がなされて 


いる。 


 
美東 SA㊤ 


 
 


障害者用駐車場から極めて短距離にあ


るトイレ 


守谷 SA㊤ 


 
 


障害者用駐車場とトイレの間に設置され


たベンチ 


談合坂 SA㊤ 


 
 


従業員駐車場の奥にあり、エリアの端に


配置された汚水処理施設 


姨捨 SA㊤ 


 
 


エリアの端にあり、一段下がった場所を


配置に配置された汚水処理施設 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[13]トイレのブースや大・小便器、洗面台などの清掃がきちんと行われている。 


 


[15]清潔さを維持するため、店舗やトイレなどから出る臭気の発生を未然に防


ぐ措置がとられている。 


 


[17]快適さを維持するため、サービスエリア内の各種施設から生じる悪臭を


卓越風が運ばないよう、敷地内の配置を工夫することで未然に防ぐ配慮がな


されている。 
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[18]屋外で休憩できるテーブルやベンチなどに対して利用しやすい工夫がなされ 


ている。 


 
談合坂 SA㊦ 


 
 


屋外の出店や自動販売機さらにゴミ箱が


近くにある屋外テラス 


安濃 SA㊦ 


 
 


ペットと同伴で利用できるレストランの屋


外テラス 


福山 SA㊦ 


 
 


歩行途中でも休憩可能なベンチ 


羽生 PA㊦ 


 
 


駐車場の中にある休憩スぺ^ス 


 


3. 心地よさへの支援 


3-1. 不便さへの対応 
[20]店舗内の休憩スペースの利用について、高齢者や障害者への配慮がなさ 


れている。 
談合坂 SA㊤ 


 
 


主要通路からアクセスしやすい位置に設


けられた優先席 


広川 SA㊦ 


 
t 


車いすがすれ違える幅の確保された主


要通路 


別府湾 SA㊦ 


 
 


見晴らしの良い園地への段差のない傾


斜通路 


美東 SA㊦ 


 
 


駐車場からトイレへののアクセスが容易


なフラットな動線 


 
[22]利用者が通る通路や利用される設備の前に植木鉢などの障害物を設置 


しないなどの配慮がなされている。 
梓川 SA㊦ 


 
 


動線の妨げにならない様まとめて配置さ


れているプランター 


談合坂 SA㊤ 


 
 


屋外テラス前に設置されているプランタ


ー 


談合坂 SA㊤ 


 
 


ワンプッシュで食券が出てくる券売機 


広川 SA㊦ 


 
 


数多くのレジを用意し、レジ前空間も広く


確保 


 


 [24]ベビーカー利用による乳幼児を含む家族連れや車椅子利用者を考慮 
して、極力、傾斜路を設けないフラットな床面とすることや、滑りにくい床面素材 


を用いてタイヤが溝にはまらないよう配慮をするなどの工夫がなされている。 
美東 SA㊦ 


 
 


駐車場からフラットなアクセスが可能 


清水 PA 


 
 


タイヤがはまらない程度の隙間があるト


イレ入り口のマット 


談合坂 SA㊦ 


 
 


コンシェルジュや地域情報がまとめて入


手できるコーナー 


守谷 SA㊤ 


 
 


食事しながら見れる交通情報モニター 


 


 


 


 


 


 


[19]サービスエリア規模の大小によらず、駐車場から園地や各種施設まで


の歩行距離が極端に長くならない（概ね 200ｍを超えない）よう計画されてい


る。 


 


[21]高齢者や車椅子利用者の移動が想定される動線においては凹凸が生じ 


ないようバリアフリー対応がなされている。 


 


[23]快適に買物が行えるよう過度の混雑を緩和するための工夫や、商品購入 


のために長蛇の列ができないような配慮がなされている。 


[25]交通情報が逐次提供されるよう大型モニタ・スクリーンなどが設置され 


ている。 
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[26]高齢者や障害者に対し、必要に応じて手助けを行うなどの配慮を行って 


いる、または心掛けている。 
駿河湾沼津 SA㊤ 


 
高齢者、障害者、幼児用の車椅子、ベビ


ーカーを用意 


有磯海 SA㊦ 


 
高齢者用のめがね、レンズ、筆談用ボー


ド 


 


福山 SA㊦ 


 
コンシェルジュ前にある地域情報のパンフ


レットラック 


下松 SA㊦ 


 
周辺地域でのイベント情報を記載した掲


示板 


 
 [28]手洗い水栓は、自動化・温水化が図られているとともに、停電時などを配慮 


して手動水栓も併設されている、あるいは自家発電設備の回路に接続されている。 
佐野 SA㊤ 


 
自動、温水の出る洗面器 


大村湾 PA㊤ 


 
自動、温水の出る洗面器 


 


諏訪湖 SA㊦ 


 
手の届く範囲にある照明設備 


 


小谷 SA㊦ 


 
交換も比較的容易な位置に照明設置 


 
 [30]トイレにおける洗面台や自動手洗い水栓、便器に付随するウォシュレット 


などの一般的な設備や、オストメイト対応設備などが使いやすいよう表示方法や 


配置に工夫がなされている。 


大津 SA㊦ 


 
 


きれいに配置されたトイレ周辺機器の使


用方法 


清水 PA 


 
 


イラストや外国語表記によるトイレ周辺機


器の使用方法 


梓川 SA㊦ 


 
 


渋滞が生じないようレーン分けされたガソ


リンスタンド前道路 


別府湾㊦ 


 
 


渋滞が生じないよう見通しと動線長さを


確保 


[32]駐車場から各種施設、もしくは各種施設から駐車場への誘導を容易にする 


ため、歩車道の舗装や建物のデザイン、サインなどに工夫がなされている。 
足柄 SA㊤ 


 
 


遠くからでも認識可能な店舗内施設看板 


談合坂 SA㊦ 


 
 


ドッグランへと続く舗装デザイン 


安濃 SA㊦ 


 
 


主要通路に面してある休憩スペース 


美東 SA㊤ 


 
 


コンシェルジュ前にある休憩スペース 


 


3-2.豊かさへの配慮 
[34]店舗内は休憩や買物を快適に行うための開放的な空間となっている。 


梓川 SA㊦3


 
 


冬限定メニュー 


菅生 PA㊦ 


 
 


見て楽しめるマグロの解体ショー 


基山 PA㊦ 


 
 


見通しの効いた売店コーナー 


守谷 SA㊤ 


 
 


店舗内全体が見通せるような開放的なフ


ードコート 


[27]電子情報以外にも、交通情報や各種施設の情報、ならびに周辺地域の 


イベント情報が入手しやすいよう掲示物や配布物などに工夫がなされている。 


[29]各種設備に関して故障時にも対応しやすいよう工夫がなされている。 


[31]給油の渋滞が生じても本線に影響が無いよう、給油所は出口側に配置 


するなどの配慮がなされている。 


[33]レストランや軽食コーナーなどの食事は、利用者に満足されるよう、独自 


の工夫や取り組みを行っている。 
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[35]トイレでは混雑時の行列や待ち合わせにも対応できるゆとりのある空間が 


確保されている。 
西宮名塩 SA㊤ 


 
 


交通情報や出店が近くにあるトイレ前の


休憩コーナー 


多賀 SA㊦ 


 
 


トイレ前に設けられたラウンジ 


談合坂 SA㊤ 


 
 


雨天時にも利用可能な屋外テラス 


清水 PA 


 
 


多少の風ならば防ぐことのできる屋外休


憩スペース 


 
 [37]運転の疲れをリフレッシュするための自然豊かな環境が十分に取り込まれ 


ている。 
姨捨 SA㊤ 


 
 


見晴らしのよい芝生の園地 


那須高原 SA㊦ 


 
 


池や植栽など豊かな自然が整備された


園地 


安濃 SA㊦ 


 
 


主要通路に面してある休憩スペース 


美東 SA㊤2


 
 


コンシェルジュ前にある休憩スペース 


 


4. 安定した設えへの支援 


4-1. 安定した設えへの配慮 
[39]ベビーコーナーが分かりやすい位置に配置され、利用しやすい配慮がなさ 


れている。 
守谷 SA㊤ 


 
 


分かりやすくコンシェルジュ横に配置され


たベビーコーナー 


姨捨 SA㊤ 


 
 


主要動線上に配置されたベビーコーナー 


 


守谷 SA㊤ 


 
 


枠に入れられてバランス良く飾られたポ


スター 


広川 SA㊦ 


 
 


柱に沿って配置されたのぼり旗 


 
[41]駐車場や店舗の案内図が分かりやすいよう大きさや配置の仕方に工夫が 


なされている。 
守谷 SA㊤ 


 
複数の出入口に設置された写真付きの


店舗案内図 


別府湾 SA 


 
店舗内だけではな施設全体の案内図 


基山 SA㊦ 


 
天井から工夫して取り入れる自然光 


北熊本 SA㊦ 


  
間接照明により暖かい雰囲気を作り出し


ているレストラン 


 


 


 


 


 


 


 


 


[36]屋外休憩スペースにおいても、雨や風をある程度防ぐことができ、快適な 


環境が確保される工夫がなされている。 


[38]店舗内のオープンスペースに対して有料・無料問わず、利用しやすい 


工夫がなされている。 


[40]看板やポスター、のぼり旗などは、賑やかさを失わない程度に雑多な 


雰囲気とならないようバランスよく設えられている。 


[42]自然光の取り入れ方や照明の当て方により、清潔な雰囲気や暖かな 


雰囲気が創り出されている。 
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[43]不快な音を取り除き、心地よい効果音や音楽などを流すような工夫がな 


されている。 
 


基山 SA㊦ 


 
店舗内に静かに流れる心地よい音楽 


 


別府湾 SA㊦ 


 
屋外に設けられているスピーカー 


佐野 SA㊤ 


 
拡大表示された避難用サイン 


守谷 SA㊤ 


 
見通しを妨げないようガラスに示されたサ


イン 


 


 
[45]肌触りの良い自然素材の椅子・テーブルやベンチ、遊具などが提供されている。 


大村湾 SA㊦27 


 
木の温かみを感じさせる屋外ベンチ 


 


別府湾 SA㊦ 


 
石を用いたテーブル・イス 


 


5. 利用しやすさの支援 


5-1.情報やサービスの提供 
[46] 店舗内に常設されている案内所以外にも、利用者への対応を行う人員や 


仕組みなどが確保されている。 
有磯海 SA㊦ 


 
時間帯を決めて外部の清掃、案内を行う


エリアキャストを配置 


守谷 SA㊤ 


 
店舗内で常に清掃、案内要員が 1〜2 名


配置されている 


 


福山 SA㊦ 


 
手作り作業を見せる商品陳列の工夫 


 


守谷 SA㊤ 


 
液晶モニターを使ったメニュー紹介 


 
[48]銘柄やパッケージが似ている商品は区別しやすいようコーナーやゾーン 


に分けて陳列するなどの工夫がなされている。 
基山 PA㊦ 


 
類似したパッケージを隙間をあけて置くこ


とで区分している 


 


広川 SA㊦ 


 
コーナーやゾーンごとに陳列する工夫 


 


美東 SA㊤ 


 
駐車場のサイン 


 


美東 SA㊤ 


 
トイレのピクトグラム 


 


 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[44]周辺環境や状況に応じて、広告や看板などと紛らわしいサインについ 


ては、設置する位置や個数の調整、独自のサインを追加するなどの工夫がな 


されている。 


 


[47]食欲や購買欲をそそるような食品・商品の陳列や匂いなどの効果的な演出が


なされている。 


[49]サインの種類や色彩・形状、文字の大きさは、（NEXCO のマニュアルに 


沿い）統一的に標準化されたものが用いられている。 
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[50]利用者の待ち合わせスペースや洗面台など、利用者の気持ちが和やか 


になるような配慮（花を飾るなど）を行っている。 
清水 PA 


 
液晶パネルが設けられたトイレ前の待合


スペース 


 


足柄 SA㊤ 


 
トイレ前の待合スペースに隣接する屋外


テラス 


 


海ほたる PA 


 
アルファベットと番号による駐車位置の把


握 


 


浜名湖 SA 


 
アルファベットによる駐車位置の把握 


 
[52]店舗内の主要通路と券売機や商品などに関連するサインや看板が分かり 


やすく示されている。 
談合坂 SA㊤ 


 
主要通路と出店の関係が図られたサイン 


 


海ほたる PA 


 
主要通路と SA 内各店舗の関連が図られ


たサイン 


 


足柄 SA㊤ 


 
コンシェルジュ付近の wi-fi 表示 


 


三木 SA㊦ 


 
PC のレンタルがあるオフィススペース 


 


[54]繁忙期や日常の混雑時間帯においても、利用者が困らないよう陳列方法や 


品揃えが工夫されている。 
姨捨 SA㊤ 


 
混雑時にも余裕のある通路幅をもつ商品


配置 


 


基山 SA㊦ 


 
商品の場所を明確に認識できる高さの抑


えられた陳列棚 


 


清水 PA 


 
主要通路に面したディスプレイ 


 


足柄 SA㊤ 


 
店舗入り口付近に配置された陳列棚 


 


 
[56]画一的にならないよう季節や流行の変化に応じた商品の陳列方法が計画されている。 


足柄 SA㊤ 


 
季節の果物などが置かれている陳列棚 


 


守谷 SA㊤ 


 
ゆるキャラ関連グッズ 


 


 


5-2.空間や素材の工夫 


[57] インフォメーションやコンシェルジュなどの案内所の位置から、店舗内が 


全体的に見渡せるようになっている。 
談合坂 SA㊦ 


 
コンシェルジュ 


 


談合坂 SA㊦ 


 
コンシェルジュと付近の様子 


談合坂 SA㊤ 


 
歩行者分離帯 


 


牧之原 SA㊦ 


 
屋根の架けられた歩行者用通路 


 


 


[51]駐車場に戻る際に、止めた車の位置が分かりやすいよう歩行者のための 


サインなどが設置されている。 


[53]個別に情報が入手できるよう無線 LAN などのインターネット環境が構築 


されている。 


[58]駐車場内における歩行者用の分離帯や横断歩道などが明確に示されて 


いる。 


[55]店舗の出入口から軽食コーナーやお土産コーナーなどの経路が選択 


されやすいよう主要通路の近くに商品を陳列するなどの工夫がなされている。 
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[59]運転の途中で生じたトイレ休憩などの生理的欲求に対応するといった短時 


間での利用が可能な歩行動線が確保されている。 


 
羽生 PA㊦ 


 
駐車場の真ん中にある島状のサブトイレ 


 


大津 SA㊦ 


 
店舗施設まで行かなくても用を足せる屋


外トイレ 


 


足柄 SA㊤ 


 
トイレ休憩から派生して買物につなげる


動線計画 


 


守谷 SA㊤ 


 
トイレ休憩から派生して買物につなげる


動線計画 


 


 


[61]駐車場やトイレ側などのアクセス位置による利用者人数の多少に応じた 


物販・飲食コーナーなどのレイアウトが検討されている。 
足柄 SA㊤ 


 
混雑状況に合わせて増減可能なイス・テ


ーブル配置 


 


談合坂 SA㊦ 


 
混雑時にも屋内と同じように使用できる


出店前の半屋外テラス 


 


姨捨 SA㊤ 


 
周辺環境を見渡せる屋外ベンチ 


 


大津 SA㊦ 


 
写真撮影スポット 


 
[63]食券の券売機に類似する自動販売機との違いが明確になるよう素材の形状 


や色、配置などの仕方に工夫がなされている。 
談合坂 SA㊦ 


 
自動販売機との違いが明確な形状をして


いる券売機 


 


羽生 PA㊦ 


 
コーナーとしてまとめられた自動販売機


等 


 


駿河湾沼津 SA㊦ 


 
店舗内全体に及ぶダイナミックな天井の


変化 


 


羽生 PA㊦ 


 
店舗内全体に及ぶダイナミックかつ多様


な天井の変化 


 


 
[65]屋外の歩道や園地を散策する際に、階段やスロープを利用して高台など 


の上部からサービスエリアを見渡せるような場所が設けられている。 
松代 PA㊦ 


 
高台へと昇る階段 


 


松代 PA㊦ 


 
高台から SA 全体を見渡す 


 


清水 PA 


 
二股の通路に挟まれるような店舗計画 


 


広川 SA㊦ 


 
回遊性の確保された売店コーナーの動


線計画 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[60]トイレ休憩や気分転換といった休憩行為から派生して飲食や買物 


に対応できるよう、そうしたコーナーにアクセスしやすい視線や動線の 


確保や利用の促進が図られている。 


 


[62]駐車場や園地、屋外休憩スペースでは、周辺環境の景観を見渡せる 


ような工夫がなされている。 


[64]エレベーターなどによる垂直移動がない空間においても、天井の高い 


空間や吹き抜け空間などにより変化のある演出がなされている。 


[66]回遊性を考慮したレイアウトなどにより、その時々の気分に応じて楽しみ 


ながら買物ができるよう工夫されている。 
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[67]店舗内の各コーナーの空間的な特徴が明確になるよう、陳列棚やワゴン 


などの形状や色彩に変化をつけるといった工夫がなされている。 


 
美東 SA㊤ 


 
特徴的な形状で目を引く工夫 


 


恵那峡 SA㊤ 


 
特徴的な形状で目を引く工夫 


 


大津 SA㊦ 


 
店舗内に設けられたダイナミックな雰囲


気が感じられる階段 


 


大津 SA㊦ 


 
階段上の開放的な空間 


 


 


5-3.多様な利用者への配慮 
[69]歩行動線の距離を長くすることで商品に触れる機会を増やすとともに、 


高齢者や障害者にとって必要とされるサービスに対しては距離が短くなるよ 


う利用者の使われ方に応じた計画がなされている。 
美東 SA㊤ 


 
トイレ付近に設けられた障害者用駐車場 


 


美東 SA㊤ 


 
回遊性の確保された売店コーナーの動


線計画 


 


前沢 SA㊦ 


 
外国人を対象とした施設案内図 


 


別府湾 SA㊦ 


 
留学生による中国語での商品紹介 


 
[71]サービスエリアに慣れていない利用者にとっても、券売機や商品などを見 


通せるよう陳列棚の高さや配置の工夫がなされている。 
菅生 PA㊦ 


 
通路幅が広く、高さの抑えられた陳列棚 


 


基山 PA㊦ 


 
通路幅が広く、高さの抑えられた陳列棚 


 


海ほたる PA 


 
親が見守りやすいテーブル配置 


 


多賀 SA㊦ 


 
レストランの一角に設けられたプレイコー


ナー 


 


 
[73]家族連れ利用における子供のための屋外遊び場などが設けられている。 


 
山谷 SA㊤ 


 
屋外に設けられた子ども用の遊び場 


 


牧之原 SA㊦ 


 
子供を見守ることのできるベンチが設け


られた屋外遊び場 


 


浜名湖 SA 


 
走り回る十分なスペースが確保された子


どもの遊び場 


 


浜名湖 SA 


 
子供を見守ることのできるテーブル 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[68]階段やエレベーター、エスカレーターなどがある場合には、その機能的な 


面のみならず、それらを利用して周辺の開放的な雰囲気を味わえるような 


配慮がなされている。 


[70]外国人利用者にも配慮したサインの表示方法などに工夫がなされている。 


[72]屋内に子供用の遊び場やプレイルームが設けられており、見守り 


やすい工夫がなされている。 


 


[74]屋外の休憩スペースには、テーブルやベンチ以外にも家族連れの 


利用者を考慮した子供用の遊び場などが設けられている。 
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[75]家族連れ利用における子供のための屋内プレイルームなどが設けられて 


いる。 
海ほたる PA 


 
四周が囲われた安全なプレイルーム 


多賀 SA㊦ 


 
親が安心して食事ができるレストラン内


にあるプレイコーナー 


 


 


6. 維持管理への支援 


6-1.維持管理への配慮 
[76]従業員が清掃やメンテナンスを行う場所以外にも、用具の保管や休憩・打合 


せなどを行える場所が備えられている。 
基山 PA㊦ 


 
適度の広さが確保された清掃員詰所 


守谷 SA㊤ 


 
打ち合わせスペース、緊急時のベッドを


備え付けた従業員休憩室 


 


梓川 SA㊦ 


 
園地及び植栽による緑化 


浜名湖 SA 


 
園地及び植栽による緑化 


 


 


 [78]各種施設の構造は、立地条件や経済性、環境負荷への影響を踏まえた 


耐久性の高い部材を用いることで、建築物の長寿命化が図られている。 
広川 SA㊦ 


 
トイレ外壁をタイル張りとして耐久性確保 


 


徳光 PA㊦ 


 
トイレ外壁をタイル張りとして耐久性確保 


談合坂 SA㊤ 


 
規模の増改築も可能なスペースの確保 


姨捨 SA㊤ 


 
規模の増改築も可能なスペース（緑地）


の確保 


 


 
[80]店舗やトイレなどの照明器具の交換が容易になるよう電球の種類や個数、 


設置個所の工夫がなされている。 
清水 PA 


 
交換が容易な天井高さの照明 


 


恵那峡 SA㊤ 


 
類似した形状の照明 


清水 PA 


 
トイレ、商業施設から独立して設置されて


いる機械室 


大津 SA㊦ 


 
トイレ、商業施設から独立して設置されて


いる機械室 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[77]駐車場や園地などに樹木を主体とした緑地を設けるなど地球温暖化 


やヒートアイランド現象に配慮した取り組みがなされている。 


[79]トイレや店舗は、利用者の増大などに対して、規模の拡張可能なスペ


ースが確保されている。 


[81]施設の劣化に対して、設備類は容易に取り換えなどの対応が可能な 


施設計画がなされている。 
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[82]トイレは十分な清掃が求められることから、清掃用の給水栓は各トイレ、 


洗面所、トイレ外部に設置されている。 
多賀 SA㊦ 


 
洗面台の清掃用の給水栓が使いやすい


位置に設置 


守谷 SA㊤ 


 
トイレの清掃用の給水栓が使いやすい位


置に設置 


 


駿河湾沼津 SA㊤ 


 
換気、空調効率を高める役割を果たすオ


ーニング 


美東 SA㊤ 


 
換気、空調効率を高める役割を果たす前


面通路 


 


 


[84]環境への影響を評価する際は、計画・設計、建設、運用、廃棄といった視点 


からトータルに環境負荷を軽減できる手法を用いるなどの配慮がなされている。 
清水 PA 


 
商業施設で使用した廃油をバイオディー


ゼル燃料に再利用 


幕張 PA㊤ 


 
トイレ洗浄水に再生水を利用 


 


岩手山 SA㊤ 


 
ビオトープを意識した水路 


府中湖 PA㊤ 


 
エリアの目玉になる施設としてビオトープ


を整備 


 


 


7. 環境多様性の支援 


7-1.地域資源の活用 
[86]利用者から、また利用したいと思われるような地域的な要素を取り入れた 


配慮を行っている。 
足柄 SA㊤ 


  
地域資源を活用したレストラン 


港北 PA㊦ 


  
地域オリジナルの特製パン 


 


大村湾 SA㊦ 


 
周辺地域からの駐車が可能なスペース 


 


駿河湾沼津 SA㊤ 


 
休憩スペースが設置されている周辺住民


用の駐車場 


 


 
[88]当該サービスエリアが地域の活性化にも寄与できるよう、地域ブランドを 


取り入れた付加価値の高い商品やサービスの提供がなされている。 
守谷 SA㊤ 


 
その地域で取れた農作物の販売 


松代 SA㊦ 


 
地域の特徴的なお土産 


 


大村湾 SA㊦ 


 
当該 SA 独自の取り組みを行っている園


地 


 


北熊本 SA㊦ 


 
季節のイベントを行っている園地  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[83]換気設備は、その換気効率のみならず清掃や故障時のメンテナンスが 


容易になるよう配慮されている。 


[85]親水地やビオトープといった生態系を意識した場所が確保されている。 


[87]高速道路側からのみならず、周辺地域側からのアクセスも考慮した 


利用者用の駐車場が設けられている。 


[89]サービスエリアを他の地域にはない特別な場所として楽しみ、リフレッ 


シュできるような魅力が創出されている。 
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[90]サービスエリアの存在が周辺地域の住民にとっても誇りとなるよう、地域団 


体などとの連携が図られている。 
奥伊勢 PA㊦ 


 
地元の写真愛好家の写真を提示 


神田 PA㊤ 


 
地元長浜農業高校の植栽作品を広場に


設置 


 


守谷 SA㊤ 


 
森をイメージしてデザインされた外観  


 


別府湾 SA㊦ 


 
シックな色でまとめられた外観  


 


 


7-2.自然・周辺環境との調和 
[92]建設時および運用時において、建設リサイクル法やグリーン物品購入法など 


の法律に基づき、環境負荷の軽減が図られている。 


 
清水 PA 


 
廃油をバイオディーゼル燃料に再利用 


山形蔵王 PA㊤ 


 
トイレットペーパーに通行券をリサイクル 


 


足柄 SA㊤ 


 
太陽光パネルの設置  


 


談合坂 SA㊦ 


  
トイレ洗浄水に再生水を利用 


 


 
[94]エアコンなどの機械設備に頼るだけでなく自然換気やルーバー利用などに 


より過大な熱負荷が生じないよう配慮がなされている。 


 
姨捨 SA㊤ 


 
庇による採光コントロール 


 


松代 SA㊦ 


 
ロールスクリーンによる採光のコントロー


ル 


別府湾 SA㊦ 


 
統一感の取れた散歩道のデザイン 


北熊本㊦ 


 
ランドスケープデザインと一体となった屋


外休憩スペース 


 


 
[96]各種施設の熱負荷を軽減するために、屋上緑化や散水・ミスト噴霧などに 


よる取り組みがなされている。 
佐野 SA㊤ 


 
壁面緑化の取り組み 


広川 SA㊦ 


 
ミスト噴射の取り組み 


 


姨捨 SA㊤ 


 
雄大な景色が楽しめる屋外休憩スペース 


 


別府湾 SA㊦ 


 
ランドスケープと一体化した屋外休憩スペ


ース 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[91]サービスエリアを取り囲む外周のデザインが、周辺地域の景観を損 


なわないよう配慮されている。 


[93]環境負荷を低減するため、水や電気エネルギーなどは可能な限り 


代替可能な資源が用いられ、あるいは資源を再利用するシステム 


や体制が構築・運用されている。 


[95]サービスエリア内の各種施設や駐車場の舗装、ランドスケープなど 


のデザインが総合的にコーディネートされており、景観デザインに対する 


配慮がなされている。 


 


[97]当該サービスエリアの自然環境が、より有効に活用されるよう工夫がな 


されている。 
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[98]水や緑の環境は、利用者にとって近づきやすく、触れやすい存在となるよう 


配慮がなされている。 
北熊本 SA㊦ 


 
休憩スペースに設けられた花壇 


 


駿河湾沼津 SA㊤ 


 
休憩スペースに隣接して設けられた植栽 


 


 


7-3.休憩ニーズの取り入れ 
[99]店舗内における飲食や買物の際に、利用者が気軽にスタッフへ声を掛け 
やすい人員配置の方法や空間的な設え方の工夫がなされている。 


別府湾 SA㊦ 


 
見渡しがきく店舗レイアウト 


美東 SA㊦ 


 
見渡しがきく店舗レイアウト、回遊性も考


慮 


駿河湾沼津 SA㊤ 


 
 毎月上下線合同清掃会議を実施 


佐野 SA㊤ 


 
3 ヶ月に一度程度、雪氷詰め所にて会議


を実施 


 


 
[101]高齢者や障害者、外国人といった利用者の余暇活動に対するニーズを 


捉えた取り組みが行われている。 
別府湾 SA㊦ 


 
外国人向けの案内を通路部に設置 


牧之原 SA㊦ 


 
中国人のニーズを把握した雑貨の販売 


 


基山 SA㊦ 


 
利用人数に応じた様々な選択が可能な


テーブル・椅子 


 


守谷 SA㊤ 


 
少人数での利用を想定したカウンター席 


 


[103]建設時や改修・リニューアル時において、利用者や周辺地域の声を検討 
するための意見収集の場や方法が工夫されている。 


 
香芝 SA㊦ 


 
入り口にハイウェイポスト設置 


双葉 SA㊦ 


 
入り口にハイウェイポスト設置 


 


佐野 SA㊤ 


 
店舗出入口付近におススメランキングの


情報を掲示 


 


姨捨 SA㊤ 


 
初めての利用でも分かりやすい店舗内の


レイアウト 


 


 


 


 


 


 


 


[100]清掃業務の効率化、質の向上に向けて、組織での意見集約、打ち合わ


せなどが定期的に行われている。 


[102]当該サービスエリアに来訪した際の人数や予算、天候などといった要因


に左右されずに休憩できる場所が確保されている。 


[104]利用者が日常的に当該サービスエリアへ来訪する場合や初めて来訪する


場合など、その慣れ・不慣れに応じて各種サービスが提供できるよう考慮され


ている。 
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[105]休憩行為を屋外で行う場合や屋内で行う場合など、利用者がその時々の 
気分に応じて選択できるよう多様な種類の休憩空間が用意されている。 


守谷 SA㊤ 


 
長時間リラックスすることもできる屋内休


憩スペース 


松代 SA㊦ 


 
広大な園地に囲まれた屋外休憩スペース 


 


足柄 SA㊤ 


 
サービスエリア内に設けられたレストイン 


 


大村湾 SA㊦ 


 
ドッグラン 


 


 


[107]サービスエリアにおける飲食や買物といった機能や休憩スペースや広場 


といった空間が、日常生活の一部となるような魅力づくりがなされている。 
佐野 SA㊤ 


 
温かい素材感あふれるリラックスした雰


囲気 


港北 PA㊦ 


 
ルーバーを用いた暖かな照明効果 


 


阿賀野川 SA㊤ 


 
換気扇に設置された枠が外れないため


清掃が困難 


基山 PA㊦ 


 
洗面の水が流れる部分に汚れが溜まる 


 


 
[109]サービスエリアにおける利用者の声を把握するためのアンケート用紙など 


が分かりやすい場所に設置されている。 
別府湾 SA㊦ 


 
出入口付近にハイウェイポストの設置 


 


港北 PA㊦ 


 
休憩スペースのテーブル上にアンケート


用紙の設置 


広川 SA㊦ 


 
外部のイベント可能なスペース 


美東 SA㊦ 


 
内部のイベント可能なスペース 


 


 


[111]年齢や性別に応じた様々な世代の余暇活動に対するニーズを捉えたイベン 


トなどの実施がなされている。 
香芝 SA㊦ 


 
クラフトワーク教室を開催 


福山 SA㊦ 


 
地元の高校の演奏会を開催 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[106]サービスエリアそのものを楽しむことができ、長い時間の滞在が可能となる


魅力的な機能が付加されている。 


 


[108]清掃などの維持管理面で支障となっているものがある、または使用し 


ていない設備（コンセント、水栓、棚など）がある。 


[110]サービスエリア内で行われるイベントでは、利用者が良好なコミュニ


ケーションを図ることのできる場が設けられている。 
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第 7 章 結論 


 本章では、各章を要約することで研究知見をまとめ、本研究の知見から得られた質的環境


評価指標と今後の研究課題を総括する。 


 


1. 各章の要約 


1-1.第 1 章 序論 


SA は過去から全国一律の設計基準により車の給油、利用者の生理現象の解消を優先とした


量的な施設整備が行われてきたこと、近年、利用者の多様なニーズに対する各現場での CS向


上の取り組みから、さらに質の高い休憩のため施設整備へのニーズが高まってきている。こ


れらの社会的状況を踏まえ、休憩の質を向上させるための SAの整備基準となる環境価指標を


開発することの社会的意義を明らかにした。 


質的環境評価指標については、質的な環境の中で最も広く知られているもので「生活の質」


があり、QOL（Quality of Life）と定義され、快適な生活を送るための条件を物理的な「量」


の問題としてみるばかりだけでなく、精神的な「質」の問題として捉えられるもので、質の


高い生活とは、ものの一定量の確保と共に、そのものの質の良さから得られる心の豊かさや


満足感などのバランスの上に成立する豊かな環境とされている。 


QOL の概念を共有する WHO 憲章において、住生活の「環境の質」が「健康とは、消極的に


病気でないとか、病弱でないというばかりではなく、積極的に身体的、精神的、社会的に良


好な状態であること」といわれている。また、WHO は住環境について「健康」を軸に居住環


境を安全性・保健性・利便性・快適性・持続可能性の 5理念として定義されている。 


SA における環境の質を考えると、SA は給油、生理現象解消（トイレ、食事）、疲労・緊張


をほぐす場を迅速且つ便利に与える施設であるため、SAの環境は休憩の環境といえ、環境の


質とは休憩の質に近いものといえる。ただし、WHO で定義された環境の質とは居住環境であ


るため、SAにおける休憩は、トイレ、食事、休憩といった居住環境に近いがお同じではない。 


よって、休憩の質的環境の理念としては、環境の質で定義された 5理念（安全性・保健性・


利便性・快適性・持続可能性）を元に、SAにおける利用者、管理者の期待と欲求を整理した


ものでなくてならない。これらのことから WHO 基本指針を元に整理した質的環境評価の小項


目を利用者、管理者へのアンケート結果を踏まえたものが、SAの質的環境評価指標として定


義される。 


 


1-2.第 2 章 文献調査による環境評価項目の作成及び妥当性検証 


SA の休憩の質を向上させるための環境評価項目を作成するため、文献調査（学術的視点）


により、関連する学会論文から質に関する 1730の知見を文献目視により抽出した。知見は学


際的な性格が色濃いため実務的側面からの適用性を判断し 111 の質的環境評価項目に集約作
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成した。それらの項目が質的な環境指標として適切であるかを判断するため、住環境指標と


して広く知られている WHO（世界保健機関）の住環境基本指針と比較検証を行い、質的環境


評価項目が、「安全性」「保健性」「利便性」「快適性」「持続可能性」の WHO基本指針を包括し


ながら、さらに「環境のわかりやすさ」「空間の計画・運営」といった項目を追加した内容で


あることから、その妥当性を確認した。また、ヨーロッパにおいて世界で唯一 SA に関する


環境評価指標である EUROTEST の項目との比較を行いうために、EUROTEST 責任者に 111 環境


評価項目を提示し、合致する項目、必要性がある項目を確認した。27 項目の合致と 36 項目


の必要性が確認できたことから、63 項目は必要性を有しているといえる。残りの 48 項目に


ついては不必要又は判断できないというヒアリング結果となったが、現地調査によると半数


程度が実施され、未実施の項目は存在しなかった。 


以上から必要性が確認された質的な 63の環境評価小項目は、EURO TESTの質的な評価項目と


妥当性を有していると考えられ、概ね EUROTEST との項目及び目的の一致を確認したことで、


総合的に環境評価指標項目の妥当性を確認した。 


 


1-3.第 3 章 SA 環境評価指標の定義 


学術的視点に基づき文献調査により作成し、項目の妥当性を確認した 111 項目を用いて SA


施設の管理者及び利用者に必要度を評価するアンケート調査を実施した。管理者は全国を代


表する 65箇所の SAの管理者 325人、利用者は 65施設の内 9施設において 692人に実施した。


これにより学術的視点、管理者視点、利用者視点という 3 つの属性の視点からの分析が可能


となる。分析手法は、111項目について学術的視点の WHO基本指針に基づき集約した 7分類、


管理者視点の必要度により因子分析した 8 分類、利用者視点の必要度により因子分析した 9


分類により多重コレスポンデンス分析を行った。これにより類似性をオブジェクトスコアで算出


し、そのオブジェクトスコアを用いたクラスター分析により類似性の高い項目を新たな 7 次元と


して定義した。これは 3属性の視点を融合したことを意味し、将来あるべき SA の姿を見据え


た休憩の質向上に資する 7次元 12カテゴリー111項目に構造化される環境評価指標を定義し


たものである。 


定義された 7次元は、1．安心・安全への支援 2．衛生保持への支援 3．心地よさへの支


援 4．安定した設えへの支援 5．利用しやすさへの支援 6．維持管理への支援 7．環境


多様性への支援 、となり SAにおける質的環境を意味付けるものである。 


なお 7次元をまとまりのある項目数及び意味により分類した 12カテゴリーは、1-1.安全・


安心への配慮、2-1.衛星保持への配慮、3-1.不便さへの対応、3-2.豊かさへの配慮、4-1.安


定した設えの配慮、5-1.情報やサービスの提供、5-2.空間の素材や工夫、5-3.多様な利用者


への配慮、6-1.維持管理への配慮、7-1.地域資源の活用、7-2.自然・周辺環境との調和、7-3.


休憩ニーズの取り入れ、である。 
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1-4.第 4 章 SA 環境評価指標を用いた滞在時間予測式の作成 


環境評価指標を用いて、滞在時間（休憩時間）を目的変数、各次元・項目の実施点数を説


明変数とした滞在時間の予測式を作成する。 


なお、滞在時間は小型車における年間のうち 35 番目程度に込み合う休日のデータであり、


かつ立地特性等の交通バイアスのかからない正確なデータがある全国を代表する 16 施設を


対象とする。環境評価指標のカテゴリー別実施点数は上で選定した 16箇所を現地調査した結


果を用いる。 


重回帰分析の結果から休日の小型車における滞在時間に影響する次元・カテゴリーは、次


元 5．利用しやすさへの支援（カテゴリー5－3．多様な利用者への配慮）、次元 7．環境多様


性への支援（カテゴリー7－2．自然・周辺環境との調和）であることがわかる。 


重回帰分析からの予測式は以下のとおりである。 


 なお重回帰分析のモデル結果はＲ＝0.829、有意確率 0.002、 


ＶＩＦ（共線性）最大値 2．379 


＜滞在時間(min)＞＝15.163 


+0.863×[ｶﾃｺﾞﾘ-7-2自然周辺環境との調和] 


+0.579×[ｶﾃｺﾞﾘ-5-3多様な利用者への配慮] 


-0.379※×[ｶﾃｺﾞﾘ-7-1地域資源の活用]  


※カテゴリー7-1 の係数が負となっている。この項目は単相関では滞在時間との正の相関が


あるが、分析モデルとしての相関を高めるための抑制係数としての解釈ができる。また、カ


テゴリー7-1 の中の地元商品の取り扱い、地元イベントの開催などの取り組みに関する小項


目が、静かに休みたい目的の利用者にとって演奏会などの地元の学校イベントなどがあれば、


喧騒をさけるために滞在が短くなるという解釈もできる。 
 


1-5.第 5 章 個別実態調査に基づく滞在時間予測式の妥当性検証（行動観察調査） 


4 章にて滞在時間の予測式を作成したものに関し、滞在時間（休憩時間）が長い施設にお


ける利用者の休憩行動を調査し、滞在時間の様態を明らかにするとともに予測式で滞在時間


が長くなる項目と実態調査の結果を確認した。 


調査対象者は休日の小型車を利用する属性の中の高齢者、子ども連れ家族とした。結果と


しては、高齢者、こども連れ家族において、トイレ・食事という機能的休憩行動以外では、


買物行動、遊び行動（園地散策、育児等）が要因であることがわかる。これは滞在時間を延


ばす係数が大きいカテゴリーである＜7－2．自然・周辺環境との調和＞、＜5－3．多様な利


用者への配慮＞と関連することが確認された。 
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1-6.第 6 章 SA 環境評価指標を用いた全国調査による現状と課題の抽出 


SA 環境評価指標を用いて機能、規模等のバランスを考慮し、日本を代表する 65 施設にお


いて指標項目についての実施状況を現地調査した。調査の結果、65施設全体の平均実施率は


51％、＜7－2．自然・周辺環境との調和；実施率 40％＞、＜5－3．多様な利用者への配慮；


実施率 33％＞が実施率の低いカテゴリーである。この結果は滞在時間の予測式からわかる項


目と同様であるため、環境評価指標において重点的に整備していく事項であることが明らか


になった。 


 


2. 総括 


本研究の調査分析結果から、高速道路サービスエリアにおける質的環境に関する知見が得


られるとともに、質的環境を整備するための SA質的環境評価指標を開発した。以下にその知


見及び開発した指標を総括として示す。 


① SA の質的環境 


SA における質的環境とは、高速道路移動中における SAにおける休憩の質を確保した指


標である。SA における休憩とは、従来は NEXCO 設計要領の休憩施設の定義にある給油、


生理現象（トイレ・食事）、疲労回復であった。しかし、日本道路公団民営化、他公共交


通施設等の施設整備水準の向上、少子高齢化社会の到来、ユニバーサルデザイン推進等の


社会情勢の変化に伴い、単に生理現象を回復するためだけではなく、あらゆる属性の人に


安心・安全・快適に居心地がよい質的環境が求められるようになった。休憩の質は安心・


安全・快適に居心地がよい環境であると言えるが、これを社会的意味として定義される生


活の質との関係から、休憩の質とは QOLの概念に基づく一定量の確保の上にある心の豊か


さや満足度を確保した環境であり、具体的には QOLの概念に基づく WHO住環境基本指針に


ある「安全性」「保健性」「利便性」「快適性」「持続可能性」を含むものである必要がある


といえる。 


② SA における質的環境評価指標 


文献調査を作成した環境指標項目を元に、WHO基本指針、EUROTEST、利用者・管理者ア


ンケートを行った結果として、学術的視点、利用者視点、管理者視点の 3属性の視点を融


合した将来あるべき SA の姿を見据えた休憩の質向上に資する 7 次元 12 カテゴリー111


項目に構造化される環境評価指標を定義した。7次元は、1．安心・安全への支援 2．衛


生保持への支援 3．心地よさへの支援 4．安定した設えへの支援 5．利用しやすさへ


の支援 6．維持管理への支援 7．環境多様性への支援 、となりこの 7 次元が SA にお


ける質的環境を定義、意味付けするものである。7次元をまとまりのある項目数及び意味


により分類した 12カテゴリーは、1-1.安全・安心への配慮、2-1.衛星保持への配慮、3-1.


不便さへの対応、3-2.豊かさへの配慮、4-1.安定した設えの配慮、5-1.情報やサービスの
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提供、5-2.空間の素材や工夫、5-3.多様な利用者への配慮、6-1.維持管理への配慮、7-1.


地域資源の活用、7-2.自然・周辺環境との調和、7-3.休憩ニーズの取り入れ、である。 


③ 滞在時間との関係性の高い質的環境 


SA における休憩の単位である SA滞在時間については質的環境と一定の関係があり、滞


在時間を SA 環境評価指標の項目から説明することができる。滞在時間（休憩時間）を目


的変数、各次元・カテゴリー・項目の実施点数を説明変数とした滞在時間の予測式は以下


のとおりであり、滞在時間に影響する次元・カテゴリーは、次元 5．利用しやすさへの支


援（カテゴリー5－3．多様な利用者への配慮）、次元 7．環境多様性への支援（カテゴリ


ー7－2．自然・周辺環境との調和）であることがわかる。 


 また、行動観察調査により、実際に利用者の休憩時間が長くなる質的環境について予測


式から出る次元 5．利用しやすさへの支援（カテゴリー5－3．多様な利用者への配慮）、


次元 7．環境多様性への支援（カテゴリー7－2．自然・周辺環境との調和）であった。 


＜滞在時間(min)＞＝15.163 


+0.863×[ｶﾃｺﾞﾘ-7-2自然周辺環境との調和] 


+0.579×[ｶﾃｺﾞﾘ-5-3多様な利用者への配慮] 


-0.379×[ｶﾃｺﾞﾘ-7-1地域資源の活用] 


④ SA 環境評価指標の評価結果から見える SAの現状と今後取り組むべき項目 


日本を代表する 65 施設において指標項目についての実施状況調査結果は、平均実施率


は 51％、＜7－2．自然・周辺環境との調和；実施率 40％＞、＜5－3．多様な利用者への


配慮；実施率 33％＞が実施率の低いカテゴリーである。この結果は滞在時間の予測式から


わかる項目と同様であるため、環境評価指標において重点的に整備していく事項であるこ


とが明らかになった。 


 


3. 今後の課題 


環境評価指標は、2010年までの論文の知見をベースに作成されている。しかし、2011年 3


月に発生した東日本大震災後、SA及びその他の公共施設においても災害対策、防災拠点とい


う考え方が出てきている。SA における質的環境の根幹は本研究で開発したものであるが、将


来的には時代の変化に対応し、災害対策等の新たな考え方を取り入れていく必要があると思


われる。 


また、環境評価指標は、多様な利用者を考慮した指標であり、全体を包括している。今後


は以下にあげる個別の属性に関しての詳細な指標の検討が必要である。 


(1) 高速道路のユーザーである商業ドライバーに関する質的環境 


トラックドライバー等職業ドライバーの属性は高速道路のユーザーであるが、就業中で


の決められた休憩時間等の制約が多い等、一般利用者との違いがあるため、その使い分


けが必要である。 
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(2) 障碍者に関する質的環境 


これまでトイレなど設備的なバリアフリーについては整備が進んでいるが、東京オリン


ピックパラリンピックに向け、様々な障碍の属性における SA 全体としての質的環境を


整備する必要がある。 


(3) 外国人の質的環境 


インバウンド、東京オリンピックパラリンピックに向け外国人属性における SA 全体と


しての質的環境を整備する必要がある。 
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